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　いくつもの蠟ろう燭そくに照らされる、地下空間だった。

　口もとまで覆う頭巾の上に、額当て。大型のローブを着た多くの者が広い石室を満たしている。その光景は、地下組織、秘密教団、そんな表現がぴったりと当てはまった。

　厳かで、粛然しゅくぜんとしながらも、誰だれもがその瞳ひとみの奥に『熱』を孕はらんでいる。

　静寂に寄り添う異様な熱気がそこにはあった。

「主様、新たな我等が同どう胞ほうをご祝福ください。どうか、その恩恵を」

　ただの石の広間は祭壇のように装飾されており、中央の壁には神の派閥を示す徽き章しょうが飾られている。

　鉄と青銅の心臓と、死神の鎌を彷ほう彿ふつさせる黒い片翼のエンブレム。

　その前に跪ひざまずくのは、ローブのみを纏まとったエルフの美女であった。高位の位を示す色違いのローブの男が声を高らかにすると、彼女の目の前に一柱の神がたたずむ。

　退廃的で、妖よう艶えんさを帯びた、麗しい男神だった。

　女性のように長い髪は絹のように滑らかであり、色は濃紫色。身の丈は高く体の線は細い。ボロボロの黒衣を纏っており、口唇には嫣えん然ぜんとした微笑を貼はり付けている。

　髪と同色の瞳は、エルフの女を前に細められていた。

「か、神様……本当にっ、本当に私の願いを叶かなえてくださるのですか？」

「ああ、私と契約を結ぶのなら。契ちぎりについてはもう聞いたな？　我が神しん意いに殉じた時……必ずやお前の行く末に誓いを果たそう」

　妖あやしくも祝福に満ちた、神々しい微笑ほほえみが落とされる。

　縋すがるような眼まな差ざしを向けていた女は、震える手でそっとローブをはだけさせ、神の御前に背を晒さらした。

　そこへ洗礼を施すように、銀刃ナイフで切った神の指から赤い滴が滴り落ちる。

『神の恩恵ファルナ』の拝受だ。

　男神が【神聖文字ヒエログリフ】を刻み終え、ここに新たな神の眷けん族ぞくが誕生する。

「お前達も！　約束の日を迎えた時、私が──このタナトスが全ての願いを成就させよう！　我が神名なに誓う！」

　瞬間、ローブの者達は叫喚を上げた。

　感極まったように身を打ち震わせ、ある者は涙さえ流しながら、凄すさまじい熱狂に包まれる。

『タナトス様、万歳！』

『どうか、どうか我等の望みをぉ!!』

　神の名はやがて唱和され、石の広間をびりびりと震わせた。

　祭壇から彼等を見下ろす男神──タナトスは笑みを落とす。

　眷族達の声が途切れないうちに背を向けて、広間の外、暗い通路へと身を進めた。

　青い魔石灯の光が揺らめく薄暗い通路、反響していく一人分の足音。

　歩いてしばらく、壁に寄りかかった女が神の前に現れる。

「お勤めご苦労さん、タナトス様ぁ～」

　怪物モンスターの毛皮ドロップアイテム付きの長外套オーバーコートを羽織った、ヒューマンだった。

　コートの下は胸部を隠す肌着のみで、下半身は革レザーの脚衣を履いている。

　浮かぶ笑みは冷やかしのそれであった。

「偉大な神様っぷりも板に付いてきたじゃねえか」

「──いやぁ、肩凝こるんだよ、コレ。交代しない、ヴァレッタちゃん？」

　途端、タナトスの妖艶な雰囲気が霧散する。下がる目め尻じりと口の開いた笑みは軽薄なものへ変わり果て、それこそ暇を持てあました神々と等しくなる。

　威厳もあっさりと消え失せ、唯一残ったのは退廃的な空気のみであった。

「ばぁ～か、誰がやるかよ。それに神おまえがやんなきゃ意味ねぇだろう。アホな願いを叶えてやるなんて、威厳たっぷり見せとかねえと説得力が生まれねえよ」

「わかってるんだけどさぁ。言うこと聞いてくれる子達はいくらいても足りないし……。下界の為政者達はいつもこんな風に振る舞ってるんでしょう？　組織が大きくなっていくと大変だよねぇ」

　ヴァレッタ、と呼ばれた女は寄りかかっていた壁から離れ、タナトスの背に付いていく。

「で、何か用？　冷やかしに来たわけじゃないでしょう？」

「客だぜ、そら」

　ヴァレッタが顎あごで示す通路の先で、血のように赤い髪が揺れる。

　緑の双そう眸ぼうに、冷然とした相貌。

　人でも怪物モンスターでもない存在、『怪人クリーチャー』と呼ばれる赤髪の女だった。

「ああ、レヴィスちゃん。久しぶり、何か用？」

「仮面エインから伝言だ。『そろそろ【ロキ・ファミリア】がやって来る』」

　笑みを浮かべながら彼女に歩み寄っていたタナトスは、ぴたりと動きを止めた。

「……あ～、やっぱり来ちゃうか。で、地下組そっちの意向としては？」

「住処ここに誘おびき出せ。そして閉じ込めろ。『アリア』以外の奴やつ等は殺しておけ」

「アリア……ああ、【剣姫けんき】ちゃんのことね。レヴィスちゃんはどうするの？」

「──私はアリアを始末する」

　最後の台詞せりふで一瞬語気が強まった女には、ただならぬ雰囲気があった。

　それは威圧感、あるいは存在感と呼べるもので、かつて【剣姫】と謳うたわれる少女が交戦した時と比べ、桁けた違いなものとなっていた。

　細められた緑の双眼が、殺気を帯びる。

「待ってよ、レヴィスちゃん。そっちの条件は呑のむからさ、オレ達の言うことも聞いてよ。というか、手伝ってよ、【ロキ・ファミリア】って冗談じゃないくらい強いからさ」

「知らん。貴様等で何とかしろ」

「そう言わずにさぁ、ここは一応、地上なんだし。誘き出したはいいけど、あの『精霊達』が見つかっちゃっても……困るでしょ？」

「……」

　踵きびすを返そうとする怪人クリーチャーの女の肩に、タナトスは物もの怖おじせず触れた。

　置かれた手をばっと弾はじくレヴィスは、じっと男神の目を見返す。

「アリアは私が仕留める……これを約束するなら聞いてやる」

　返事を待たず、レヴィスは今度こそ通路の奥へ消えていった。

　終始冷淡な地下世界の住人に、タナトスは肩を竦すくめながらも、どこか楽しげだった。

「タナトス。勇者フィンは私が殺やる。絶対にだ、いいな？」

「ああ、そっちも因縁あったんだっけ。いいよ、任せる。というか、何とかしてもらわないと困っちゃうけど」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべるヴァレッタに、タナトスは頷うなずいた。

　陰いん鬱うつとした空気を振りまく男神は、「あ」と最後に思い出したように告げる。

「バルカちゃんも、呼んでおいて」




　コーン、コーン、と。

　暗い通路に響く音がある。

　鎚つちと杭くいを使うその男の手は、どれほど作業しているのか、血ち糊のりに汚れていた。

　左眼を隠す長い前髪、右眼に溜たまった大きな隈くま。

　肌は地上の光を忘れ去ったかのように白い。

　動く人形のように延々と作業を繰り返す男は、何かに取り憑つかれたように、穴を掘り続けていた。



















「うぬぬぬぬっ……！」



　レフィーヤは震えていた。

　御しがたい感情に体を揺すられ、言葉にならない声が小振りな唇から漏もれ出ていた。

　それもこれも、本拠ホームの館を騒がしくさせている『とある報しらせ』のせいである。

「あの野郎ッ……!!」

「ちょっとベート、早く見せてよー!?」

　本拠ホームの大食堂ではベートが情報紙を握り潰つぶし、ティオナが催促の声を上げている。

　周りではアイズやティオネ、青年ラウルや猫人アキなどがベート達を取り巻いており、第一級冒険者から下位団員までその『とある報せ』に驚きょう愕がくと興味を示していた。

　今朝けさのことである。

　ある『催し』による興奮が未いまだ醒さめやらぬ中、冒険者達をざわめかせる報せがオラリオを駆け巡ったのだ。




　──所要期間、一ヶ月。

　──ベル・クラネル、Ｌｖ．３到達。




　遡さかのぼること一週間前。

【ヘスティア・ファミリア】と【アポロン・ファミリア】の間で『戦争遊戯ウォーゲーム』が行われた。

　両派閥の確執と抗争に端を発した『神の代理戦争』。娯楽好きの神々により都市全体を巻き込んだお祭り騒ぎに発展したそれは、何と弱小派閥ヘスティア・ファミリアの劇的な勝利で幕を閉じた。周囲の下馬評を覆す大番狂わせジャイアント・キリングである。

　オラリオを大いに盛り上げた件の余熱が引かない中で、今回のこの報せだ。都市中の冒険者と同じように【ロキ・ファミリア】の面々が仰天するのも無理からぬことであった。

「ほら見て見てアイズー！　アルゴノゥト君、Ｌｖ．３だってー!!　すごいねー!?」

「うん……すごく、すごいね」

「でも、どう考えたって一ヵ月で昇格ランクアップっておかしいでしょ……。全アビリティオールＳ……猛牛ミノタウロスを倒した時のあれも何か関係あるのかしら？　どう思う、リヴェリア？」

「不断の努力、だけでは確かに片付けられんな。未確認の『発展アビリティ』、いや『レアスキル』の類と考える方が妥当だろう」

「ンー、まぁ、特別な能力ちからに胡坐あぐらをかいているだけじゃあ猛牛ミノタウロスは勿もち論ろん、【太陽の光寵童ポエブス・アポロ】……第二級冒険者ヒュアキントスを制することはできなかったよ」

「ちッ！」

　喜色きしょく満面まんめんの笑みを浮かべ興奮するティオナと、深く感じ入るように頻しきりに頷うなずくアイズ。疑念を通り越して呆あきれているティオネが問いかければリヴェリアが思案し、フィンがどこか愉快そうに評価を口にする。盛大に舌打ちするのはベートだ。

　すぐ横では猫人キャットピープルのアナキティや青年ヒューマンのラウルが、

「ベル・クラネルって、確か館ここに来たんでしょう？」

「そうっす、アイズさんに会わせてほしいって。あの時は皆みんなが怒って大変だったっす……」

　と【ファミリア】第二軍の隊員メンバーの中で会話していた。

　色々あってベル・クラネルに悪感情を抱いていた下位団員達も今回の報せには唸うなっていた。格上の相手に一歩も引かない勝負強さを見せつけた少年を、認めずにはいられないといった風である。

　フィン達たち首脳陣も巻き込んで、大食堂は今や最速新人リトル・ルーキーの話題一色となっていた。

「アイズとあたしで手伝った甲か斐いが──っとと、これは内緒だったねっ。えへへ、でも何だか嬉うれしいなぁ～。わくわくしちゃう！」

　少年のことでやけに上機嫌となっているティオナを中心に、色めき立つ仲間ファミリアの姿。

　それを眺めるレフィーヤは、やはり一人だけ身を震わせてしまう。

（どういうことなんですか！　おかしくないですか!?）

【ヘスティア・ファミリア】の大番狂わせジャイアント・キリングは、まだいい。

　まだいいというかすこぶる快挙なのだが、今はそれは置いておく。

（ティオネさんの言う通り、いくらなんでも早過ぎるっていうかズルイっていうか……！　ちょっと前にＬｖ．２に昇格ランクアップしたんじゃなかったんですか!!）

　寝耳に水とはまさにこのことである。

　そもそも、レフィーヤ達が【カーリー・ファミリア】との決着を付けて港街メレンから帰還してから、あっという間の出来事であった。

　疲労を引きずって本拠ホームの寝台ベッドで夜を過ごせば、ヘスティア派とアポロン派の抗争が勃発し、そこからは悪ノリした神々──主神ロキもちゃっかり参加していた──が焚たき付け、あれよあれよと『戦争遊戯ウォーゲーム』が開催された。止とどめにこの【リトル・ルーキー】の昇格ランクアップ。

　レフィーヤからすれば旅行から帰ってきた矢先、少年が自分と同じＬｖ．３になっていたようなものである。

　極東のお伽とぎ噺ばなしとして伝わる龍宮城リューグージョーにでも行ってきた気分だ。

（私はＬｖ．３になるのに二年かかったのに……！）

　Ｌｖ．４に昇格ランクアップできるレフィーヤを抜き去らんばかりの白しろ兎うさぎの猛追である。あるいは、浮かれていたレフィーヤを殴り飛ばすかのような一撃もとい衝撃であった。

　団員達の手を伝って自分のもとまで回ってくる『戦争遊戯ウォーゲーム』の記事。少年の似顔絵を見つけ、ぷるぷると震える両手が、今にも紙面からぐしゃっという悲鳴を鳴らそうとする。

「ねぇねぇ！　レフィーヤはアルゴノゥト君のこ、と……」

「私だってその気になればＬｖ．４に、別に悔しくなんか……！　いえ噓うそです腹立たしいほど噓です、そんなこと言ってる場合じゃありませんっ、このままじゃああっという間に……負けてられないッ……!!」
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　声をかけてきたティオナの声を途絶えさせるほど、ぶつぶつブツブツ呟つぶやくレフィーヤは鬼気迫っていた。

　彼女の背後に妖精エルフの森で巻き起こる猛火を幻視したティオナと周囲の団員が、ささっと距離を取る。

　少年に対抗意識を燃やすエルフの少女は、決意を新たにするのだった。

「レフィーヤ、なんか怖ーい」

「うん、レフィーヤも……すごくすごい」

「多感な年とし頃ごろだ、そっとしておいてやれ」

　素直な感想を述べるティオナにアイズが頷く。リヴェリアはレフィーヤの心の動きを察した風に年長者の言葉を添えた。

　強さを求めるアイズもアイズで、正直に言えば今回の【リトル・ルーキー】の昇格ランクアップには多大な関心があったのだが……レフィーヤの念に気け圧おされる格好となってしまった。

　今度また会ってみようかな、と金髪金眼の少女は少年の顔を思い浮かべる。

「朝から騒がしくなってますけど……団長」

「何だい、ティオネ？」

「戦争遊戯ウォーゲームとか色々ありましたけど、これからどうするんですか？　結局港街メレンはダンジョンの二つ目の出入り口と関係なかったですし……今度の目標は？」

　レフィーヤやアイズ、他ほかの団員達を尻しり目めにティオネがフィンに尋ねる。

　先日、【ロキ・ファミリア】が都市外の港街メレンに向かったのはダンジョン第二の出入り口の在処を突きとめるためだ。

　闇派閥イヴィルスの残党、そして『穢けがれた精霊』の暗躍を阻止するために。

「ンー、多分、ロキから近々指示が出ると思うけど……」

　ティオネの質問に対し、小人族パルゥムの首領は半ば確信しているように、己おのれの読みを告げた。

「『ダイダロス通り』を調査することになるんじゃないかな」
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「んじゃあ、やっぱり怪しいところは『ダイダロス通り』ってことやな？」

　ロキはそう言って、目の前にいる神々の顔を見回した。

　場所は高級酒場。情報を外部に漏らさない遮音性に優れた一室である。

「というより、あとはもうあそこ以外、残っていないというのが正しい」

「ここ三週間、オレやディオニュソスの子に都市中のきな臭そうなところを片っ端から探らせたけど、全部ハズレ。目ぼしいものは見つけられなかったよ」

　円卓の席に腰を下ろしているディオニュソスとヘルメスが返答をする。

【ロキ・ファミリア】が港街メレンから帰還して初めて設けられた密会の場。久方ぶりに集まった三柱の神々は情報共有を行っていた。

　それぞれ護衛として同伴させているエルフのフィルヴィス、犬人シアンスロープのルルネ、そしてドワーフのガレスに見守られながら、報告を交わし合う。

「最初から目星は付けとったけどなぁ。木を隠すなら森の中、ダンジョンの入り口を隠すのも迷宮の中、ってな。ちゅうか、今日まであそこを手ぇ付けてなかったんか」

「いや、『ダイダロス通り』も一応は調べてはいたんだよ、ロキ。ただ、成果が上がらなかった。広いオラリオの中でも、あそこはちょっと特殊過ぎる」

　円卓に置かれているグラスの葡萄酒ワインを水のように飲むロキに、ヘルメスが苦笑交じりに肩を竦すくめる。

　三派閥が結託してダンジョン第二の出入り口を探すことになった時、ロキ自身も言っていた。怪しい場所は大方見当がついていると。

　それが『ダイダロス通り』。

　とある『名工』が生み出した、地上のダンジョンとも称される領域である。

「あの区域だけは未だ全貌が判然としていない。摩天楼施設バベル以外のダンジョンの出入り口がまだ誰だれにも知られてないことを考えると、ロキの言う通り可能性は十分にある。……何より、『ダイダロス通り』の位置は『怪物祭モンスターフィリア』が開催される都市東部の目と鼻の先だ」

　食人花が出現した『怪物祭モンスターフィリア』に触れるディオニュソスに、ロキは頷いた。

「決まりやな。次の目標は『ダイダロス通り』。明日にでもうちらが調べに行く」

「いいのかい、ロキ？」

「なに抜け抜けと言っとるんや。いつも通り、全部押し付ける気き満々やろ」

　白い目を向けると、男神両名は「ハハハハ」とわざとらしく、清々しく笑った。

　本当は仲がいいんじゃないかと勘繰りたくなるほど息が合っていた。

　もう愚痴るのも億おっ劫くうだと言わんばかりに、ロキは鼻を鳴らす。

「ま、なんだかんだ日が経たってフィン達も体を休めたし……敵の輪郭もようやっとはっきり見えるところまでやって来た」

　様々な事件を追い、手がかりを見つけ、真相に繫つながる細い糸を辿たどってきた。

　敵の素顔がはっきりと見える位置まで迫っている、と言外に告げる。

「迷宮都市オラリオをどうこうなんてアホな目もく論ろ見みごとブッ潰して、落とし前つけさせたるわ」

　静かに告げた後、口もとに浮かぶ神の好戦的な笑みに、ルルネとフィルヴィスは気圧されて身じろぎする。

　ロキの側に控えているガレスだけが、とことん喧けん嘩か腰な主神の言葉に軽く吐息をついた。

　眷けん族ぞく達が銘々めいめいの反応を示す中、ヘルメスは優男の笑みを崩さず質問を飛ばす。

「ところで、ロキ。港街メレンの方はどうだったんだい？　割と大おお事ごとになってたみたいじゃないか」

「ん、派手に戦やったカーリーんところは事件に無関係やったけど、収穫はあった」

　ロキは己が得た情報を円卓の上に開示した。

　ニョルズが取り引きを交わしたという謎なぞのヒューマンの男、もう一つは港街メレンに食人花を運んでいたという【イシュタル・ファミリア】だ。

「海の治安を守るために食人花を買い取るなんて、漁神ニョルズも思い切ったことをする……ちなみに、取り引きをしたというこの人物ヒューマンと接触した場所は？」

「都市の地下水路で会ったとニョルズは言っとった。闇派閥イヴィルスの残党かは知らんけど、その陰気くさそ～な子供が何か手がかりを持ってるのは確実や」

　ニョルズが描いた精せい緻ちな似顔絵が卓の上に出される。

　前髪で片目を隠した男の瞳ひとみは窪くぼんでおり、ロキの言う『陰気臭い』という言葉がぴったり当てはまる。暗然たる面持ちはいっそ何かに取り憑つかれているようですらあった。

「あとは、イシュタルか。居場所や正体がわかっている分、詮索すること自体はすぐにできるが……」

「ああ。ぶっちゃけ、あっちの方が面倒臭そうやなー。話によれば、ニョルズと同じで例のヒューマンとは利害関係で繫がっとったみたいやけど」

　王子然とした相貌をしかめるディオニュソスの言葉に、ロキが首肯した。

【イシュタル・ファミリア】はオラリオの中でも指折りの大派閥だ。『戦闘娼婦バーベラ』を始めとした戦力もさることながら、その領域テリトリーは娼館街──歓楽街の大半に及ぶ。都市の中でも重要な役割を持つ『夜の街』を取り仕切る彼かの派閥に、あの管理機関ギルドも強く出られないのが現状だ。

　もし間違って抗争する羽目になろうものなら、歓楽街とそれに与くみする勢力を全て相手取ることになるやもしれない。『美の神』を崇める者達も大勢おり、彼等からの反発や制裁もありうる。

　何より、港街メレンの時もそうであったが、イシュタルは頭が切れる。

　不穏分子として名を挙げた『美の神』について、ロキはしち面倒そうな表情を作った。

「イシュタル、か……」

　と、そこで。

　それまで何かを考え込み黙りこくっていたヘルメスが、呟いた。

「ちょうどいい……ロキ、ディオニュソス。彼女の探りはオレにやらせてくれないか」

「あん？」

　名乗り出たヘルメスに、ロキとディオニュソスは揃そろって怪け訝げんそうにする。

「なんや、急に。普段は面倒事を押し付けるくせに、今回はやけに乗り乗りやな」

「ははは、オレもやる時はやるんだぜ、ロキ？」

「相手はオラリオ有数の【ファミリア】だ。迂う闊かつな真似まねをすると、あっさりと消し飛ばされるぞ？」

「なに、大丈夫さ。ちょうど今イシュタルからの『依頼』を引き受けている最中でね。今なら何も疑われることなく懐ふところに入り込める。それにいざとなったら……オレの可愛かわいい子供達が何とかしてくれるさ！」


「ちょ、勘弁してよ、ヘルメス様ぁ……！」



　ディオニュソスの言葉に笑い返すヘルメス。主神の本気なのか本気じゃないのかわからない言葉に、護衛のルルネが情けない顔で犬の尻尾しっぽを垂らした。

「ロキに嫌味も言われてしまったし、しっかり仕事をしてくるよ。……イシュタル達の『始末』はオレに任せてくれ」

　最後に薄い笑みを浮かべ、ヘルメスは席を立つ。

　ルルネを引き連れて、そのまま一室を後にした。

「……本当にお騒がせな風みたいなやっちゃなー。いい加減な時はとことんいい加減で、わけのわからんところで妙に動き回る」

「ヘルメスのあれは今に始まったことじゃない……が」

　傍はた迷惑そうな顔を浮かべるロキとともに呆れ返るディオニュソスは、ヘルメスが去っていった部屋の扉を見る。

　金の前髪を揺らしながら、硝子がらす色の瞳を細めた。

「ロキ……ヘルメスには気を付けろ」

「あぁん？　なんや、いきなり？　あの優男が一筋縄でいかんヤツっちゅうのは今更やろ」

　ディオニュソスはドアの方を見続けたまま、言葉の真意を晒さらす。

「気付いているとは思うが、ヘルメスは我々と協力する一方で、ウラノスとも繫がっている」

「……」

「眷族こを殺された私し怨えん、私達と同じ被害者……こちらに協力する奴やつの言い分は少なからず本音ではあると思う。だが同時に、その動きはあの老神ろうじんの神しん意いに即しているものでもある筈はずだ。必要以上の情報を渡し、自由な行動を許せば、我々がウラノスの掌の上で踊ることになりかねない」

　管理機関ギルドの主神あるじの名を持ち出すディオニュソスは、懸念を語った。

　その顔には、ウラノスに対する不信感と不快感がありありと浮かんでいる。

「それがわかっとって、何であの優男を同盟なんぞに引き込んだんや？」

「利用できると踏んだまで……後はそう、ウラノスが何を隠しているのか、それを知りたかった」

　金髪の男神はロキに視線を戻した。

「ロキ、探りを入れた貴方が言うように、ウラノスはもしかしたら白かもしれない。だが『穢れた精霊』を巡るこの事件と無関係であっても、あの老神ろうじんが隠し持つ『何か』はこの事件以上に厄介で、迷宮都市オラリオに動乱をもたらす……私はそんな気がしてならないんだ」

　ギルドを、ウラノスを信用できない理由はそこだ、とはっきりと明言する。

　ともすれば老神ろうじんの神しん意いには『厄災』がひそんでいるのではないかと。

　ロキは黙り込んで、肯定も否定もしなかった。

「そしてその上で……ヘルメスも独自の目的を持っているように思える」

「？」

「あの男神おとこは我々に協力し、ウラノスの走狗イヌを気取りながら──自分が望む神しん意いを遂げようとしている。さっきのあの薄笑えみを見て、私はそう感じてしまった」

　ディオニュソスはここで初めて、得体の知れない異常事態イレギュラーを警戒するように口を噤つぐんだ。

　彼の背後に控えるフィルヴィスと、ロキの側にたたずむガレスが神妙な表情で耳を傾ける。

「気を付けろ、というのはそういうことだ。波乱の一つや二つ、運んできそうな気がする」

「……」

　気を張り詰めていた男神が疲れたように息を吐き出し、すっかり冷めている紅茶に口を付ける。

　対面のディオニュソスを一いち瞥べつした後、ロキは部屋の扉を見やり、先程のヘルメスの意味深な笑みを脳裏に思い描いた。
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『ダイダロス通り』は都市オラリオ南東に存在する広大な住宅街である。

　住宅街を謳うたっているものの、その構造は複雑怪奇も甚だしい。重層的な造りは上下に伸びる階段をいくつも生み出し、猥わい雑ざつな道が区画の隅々まで氾はん濫らんしている。『地上のダンジョン』と称される通り、外部の人間はもとよりここに住まう住民達でさえ一つ入る道を誤れば抜け出せなくなるほどだ。

　着工したのは約千年前、まさに神々が降臨した直後の旧時代と『神時代しんじだい』の節目。

　設計者は名の由来にもなっている、名工『ダイダロス』。

　かつての工匠がオラリオに遺した遺物である。

「相変わらず、すっごいなぁ、ここ～」

「もしはぐれたら、皆さんと合流できる自信がありません……」

　日が東の空から中空を目指す頃、【ロキ・ファミリア】は『ダイダロス通り』に赴いていた。

　複雑な迷宮街に入ってすぐ、周囲を見回すティオナの言葉にレフィーヤが同調する。それを横で聞きながら、アイズも同じ思いだった。

　紐ひもに通された洗濯物や路ろ傍ぼうで気ままに盤棋チェスに興じる老人など、住民の生活感さえ取り除けば、いっそ古代の遺跡と言い換えてもいいほどだ。

「ホームで話した通り、ここにうちらの探しもんがある可能性が高い。ちょいとどころかすこぶる骨が折れると思うけど、みんなで調べるで～」

　ダンジョン第二の出入り口の情報を伏せながら、先頭にいるロキがアイズ達に振り返る。

　この場にいるのはアイズ達をはじめ、例によって女性の団員のみであった。

　フィン達男性陣は別行動中である。

「調べるっていっても、どうすんのよ。手がかりってこの絵の男しかないんでしょ？」

「地道な聞き込みと、あとはしらみ潰ししかないなぁ」

　件くだんの男の似顔絵を持つティオネがロキの返答に「うわぁ……」と呻うめく。

　この『ダイダロス通り』でいるかもわからない人探しなど、たとえ高額報酬が約束されている冒険者依頼クエストがあったとしても、オラリオの冒険者ならばまず引き受けないだろう。

「【剣姫けんき】、【大切断アマゾン】、【怒蛇ヨルムガンド】……【九魔姫ナイン・ヘル】まで！　すげー!!」

「ちょっとライ、押さないでよ！」

「綺き麗れいで……かっこいい」

　周囲では、遠巻きに眺めている迷宮街の住民が名高い都市最大派閥の登場に例外なくざわついていた。通りを歩む第一級冒険者に目を輝かせるヒューマンや犬人シアンスロープ、ハーフエルフといった子供達の姿に、アイズは微笑ほほえましいものを覚える。

（『ダイダロス通り』には、あまり来たことがないけど……）

　金の瞳が軽く視線を走らせる限り、住民の服装は都市の表通りメインストリートを闊かっ歩ぽする一般人と比べて風ふう采さいの上がらない者が多い。

『ダイダロス通り』は都市の貧民層が住まう貧民街スラムでもある。落ちぶれた冒険者や【ファミリア】が辿り着くことも少なくなく、いわゆるゴロツキが頻繁に出没すると聞く。

　住民達の姿を見ても表立った治安の悪さは感じられないものの、都市の中でも悪党と呼ばれる者達が集まりやすいのは事実だ。ダンジョンの第二の出入り口の隠し場所といい、悪事を画策するにはうってつけなのは確かである。

「しっかし、ほんまダンジョンよりダンジョンしてるなぁ、『ダイダロス通り』は」

「なにを言っているんだ……それよりここからどう動く、ロキ？」

「取りあえず集合場所を決めて、そっからは手分けして……ん？」

　リヴェリアに尋ねられたロキが何かを見つけ、足を止める。

　アイズ達もそちらに目を向けると、先にある広場で人だかりができていた。

　人々の目前、噴水を背にするのは一柱の老神ろうじんである。

「さぁお前達、手て垢あかにまみれた汚い金を置いていけぇ！　心身の贅ぜい肉にくを削そぎ落とした貧苦、清貧せいひんこそがお前達の魂を輝かせるだろう！」

　両手に持っているのは、骨付き肉と葡萄酒瓶ワインボトル。

　皺しわが寄った口もとには食べ滓かすとだらしなく滴る酒。

　神が両腕を広げると、人だかりが歓声を上げた。

「嗚呼ああ、ペニア様！」

「私が成した卑しい財ざいでございます、受け取ってくださいペニア様ぁー！」

　亜人デミ・ヒューマン達が感激した面持ちで大量の金貨を持ち寄っていく。

　神の足もとに置かれるヴァリス金貨に金袋。路傍で金を稼ぐ曲芸師や吟遊詩人バードをあざ笑うかのような大金が、見る見るうちに集まってしまった。

「なに、あれ……」

　ティオナの呟いた一言が、【ロキ・ファミリア】の胸中を代弁していた。

　面食らってしまうアイズ達は、まさしく奇異の視線を送る。

「おい、そこで突っ立っているお前達も私に貯えを……って、なんだい、ロキじゃないか」

「ペニア……自分、『ダイダロス通り』におったんか」

　こちらに気付いたおよそ神らしくない同族に、ロキもまた呆れた表情を向ける。

　ペニアと呼ばれた老ろう婆ばの神は、みすぼらしいの一言につきた。

　ローブとも呼べない襤褸ぼろを纏まとい、白く長い頭髪はぼさぼさ。老婆とは言え神の一柱なのでその肌はシミや汚れといったものとは無縁だが、威厳や荘厳さなどといったものも皆無だ。

　童話に登場する妖よう艶えんな魔女が年老いた挙句、堕落するとこんな風になるのだろう、とアイズに思わせる神物じんぶつだった。

「ロキ……この女神と知り合いなのか？」

「あー、知り合いっちゅうか……」

　神とは思えない身なりの悪さに、品よく眉まゆをひそめるリヴェリアが耳打ちすると、ロキは言葉を濁しつつ「神々で知らんもんは恐らくおらん」と前置きして説明する。

「神々の間じゃあコイツの名前を聞いた途端、『わ～ペニア菌がうつる～、逃げろ～』とか言いながら実際どんなやつも本気ガチで逃げ出す。天界では平気で神ひとの神殿いえから貯えという貯えをかっさらっていく……歩く貧の病や」

　女神ペニア。

　司る事物は、『貧窮』。

　神々の中でも屈指の嫌われ者であると、ロキはそう締めくくった。

「失礼な話だよ、まったく。貧困こそ人も神も清める特効薬だっていうのに！　私を見ても馬ば鹿かにしないのは炉の女神ヘスティアくらいさ！」

「ドチビもドチビで年中貧乏の借金女神おんななだけやろ……で、何やっとるんや、自分？」

「見てわからないのかい？　貧困の素晴らしさを可愛い子供達に説いているのさ！」

　ロキの質問に対し、ペニアはニヤリと笑ってのたまう。

　何でも、この場にいる者はみなペニアの教えに同調し、彼女を崇めている子供達だと言う。中には巨万の富を築いた豪商もいるらしく、彼等から不要な金品を頂戴しているらしい。神を摑つかまえて言うのもおかしいが、まるで新手の宗教のようだ。

　女神ペニア曰いわく、『富は精神を腐らせる。豊かさは肉体から労働を奪う』。

　なるほど、よく聞けば確かに真理の側面を突いているような気がする。

　しかしその教えを力説するペニア本人が、今も手に持った骨付き肉をムシャムシャと美味うまそうに頰ほお張っており、説得力はないに等しい。少なくともアイズ達の目にはそう映る。

　要は、ペニアは子供達から金を巻き上げて下界生活を満喫しているらしい。

「【ファミリア】っぽいけど……【ファミリア】じゃない」

「下界に降りてきた神様は、『恩恵』を授さずける代わりに、眷族に助けてもらうのが普通だと思ってましたけど……」

「ていうか、こいつ等みんな洗脳されてるだけじゃない？」

「何も働かないのにお金が手に入るってすごいね～」

【ファミリア】を結成すらしていないというペニアの在り方に、アイズ、レフィーヤ、ティオネ、ティオナの順で感嘆や呆れなどそれぞれの反応を示す。

　だが一方で、ペニアは持ち寄られた貯えを『ダイダロス通り』の貧者に恵みとして授けているらしい。貧民街スラムに循環をもたらしており、彼女が詐欺ペテン師扱いされない一因だ。

『貧窮』の神はこの貧民街スラムにおいて多くの人々に支持されている。

「『ダイダロス通り』の主あるじ、といったところか」

　嘆息交じりにリヴェリアが口にする。

　今まで巡り会ったことのない属性タイプの神物じんぶつを、王族ハイエルフである彼女も含めアイズ達が持て余していると、ロキが身を乗り出した。

「ペニア、話を聞く感じ、自分この『ダイダロス通り』に居付いて長いな？」

「私にとってはあっという間だけど、まぁ、子供達の尺度で言うなら数世紀ってところじゃないかい？」

「ならちょうどええ。コイツ、知っとるか？」

　ロキが見せたのは件の似顔絵だった。

　精緻に描かれた陰気な男の顔を、ペニアは視界に収める。

「……このヒューマンがどうしたんだい？」

「ちょっと用があってな、探している途中なんや。『ダイダロス通り』にいるんやないか、って当たりをつけとる」

　ロキが搔かい摘つまんで説明すると、一ひと頻しきり似顔絵を眺めていたペニアは、顔を上げてロキ達を瞥見べっけんする。

　それからすぐに、鼻を鳴らした。

「知らないねぇ、こんなやつ。『ダイダロス通り』の中じゃあ見たことないよ。それに知っていたとしても、関わり合いのないお前達にタダで教えてやるわけないだろう」

「んじゃあ、金を払えばちょっち人探しを手伝ってもらえるか？」

「冗談じゃない！　わたしゃあ面倒が大っ嫌いなんだ！　巻き込むんじゃないよ！」

「あー嫌だ嫌だ、キラキラしてる連中はこれだから」と言葉を残し、ペニアは背を向ける。

　周囲の信徒からあらかた貯えをもらうと、彼女は広場から去っていった。

「ダメやな、話にならん……。迷宮街ここの顔役なら何か知らんにしても、協力してもらおうかと思っとったんやけど……」

「予定通り、我々だけで探すしかないだろう」

　リヴェリアが言うと、ロキは「そうやな」と溜ため息いき交じりに返す。

　意識を切り替え、アイズ達に振り返った。

「んじゃ、行動に移るでー。集合場所はこの広場で、手分けして『ダイダロス通り』を探す。いくつも別れると迷子が一杯出そうやから、最初は二組くらいで行ってみよか」

「二組って、また極端ね？」

「港街メレンであの戦神クソチビに辛酸舐なめさせられたからなぁ。もしここが読み通り敵の塒ねぐらやったとしたら、用心するに越したことはないやろ」

　ロキの指示にティオネが口を挟むと、返ってきた答えになるほどとアイズ達は納得する。

【カーリー・ファミリア】にレフィーヤが攫さらわれたように、この迷宮街で分散した小隊を襲撃されたら堪たまったものではない。

　ややあって、神しん意いに従って班が二つに分けられる。

　一方は下位団員を多く従えたロキとリヴェリアの班。

　もう一方は、アイズ、ティオナ、ティオネ、レフィーヤといったお馴な染じみの隊員メンバーが固まった班だ。

「でもさー。闇やみ雲くもに探しても絶対に迷子になるだけでしょ？　どうするの？」

「ふっふっ、私に考えがあるわ」

　猥雑な迷宮街の通りを見て今からげんなりしている実妹ティオナに、ティオネは秘策ありとばかりに笑みを作る。

「『ダイダロス通り』には色々な場所に『道標アリアドネ』があるわ。これを辿れば、どんなに迷っていても出口に辿り着けるようにね。住み慣れている迷宮街ここの住人もいざとなったらこれを使うって話、よく聞くでしょ？」

　ティオネの言う通り、広場の壁には出入り口の方角を示す真まっ赤かな線が書き込まれている。

　それを一瞥するレフィーヤとティオナは小首を傾かしげた。

「えっと、それはそうですけど……」

「何が言いたいの、ティオネー？」

「もし私が迷宮街ここで悪巧みをするとしたら、冒険者はもとよりここの住人にも見つからないようにするわ。そして、自分でも『道標アリアドネ』を作っちゃって……住処アジトとは逆方向に誘導する」

　そこまで話を聞いたアイズが、あ、と思い至ったように口を開く。

「つまり、『道標アリアドネ』と逆に行けば……」

「そうよ──敵の住処アジトに辿り着ける筈！」

『おおっ！』

　アイズに頷くティオネの宣言に、ティオナとレフィーヤが感心した声を上げた。

　パーティを組む他の隊員メンバーも一理あるかもしれない、と頻りにざわめく。

「何だか今回は本当にいいっぽい！」

「うん。説得力が、ある……」

「当たり前でしょ？　私は団長に敵の尻尾を摑むよう任せられているんだから！」

　ティオナとアイズの賛同に、ティオネは自身の豊満な胸に片手を当てる。愛に燃える女戦士アマゾネスは想おもい人の期待を背負うことでいつにない頭の冴さえを発揮した。

　レフィーヤは、きっと団長フィンが上手うまいことを言ったんだろうなぁ、と悟った目をしていたが。

「異論はないわね？　じゃあ、行くわよ！」

　リヴェリア達と分かれ、アイズ達は広場を出発する。

　意気いき揚々ようようたるティオネに率いられながら、迷宮街へと繰り出すのだった。
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　そして。

「全然見つかんなーい!!」

　両手を振り上げたティオナの悲鳴が、夜の『ダイダロス通り』に木霊こだました。

「敵の住処アジト見つけるどころかしっかり迷い込んでるじゃん!!　もうこんなに暗くなっちゃったし、どうすんのティオネー！」

「うっさいわね!!　こんな筈じゃあなかったのよ！　こんな筈じゃあ……！」

　醜い姉妹喧嘩が通りの一角で勃発する。一人おろおろするアイズを除けば、レフィーヤや下位団員達は壁に寄りかかるなどして、すっかりくたびれていた。

　既に日の光が消え失せた真夜中である。迷宮街の異名は伊達だてではなく、ティオネの安い方策など木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕いていた。

『道標アリアドネ』を無視すれば無視するほどアイズ達は迷宮の奥深くへと誘われ、袋小路に行き当たるわ同じ箇所をぐるぐると回るわ、散々な目に遭ったのだ。

「わかってはいましたけど……やっぱり、『ダイダロス通り』は骨が折れますね……」

　疲労感が溜たまったレフィーヤの呟きに、アイズも頷く思いだった。

　一つの通りを切り取っても無数の分かれ道が網目のごとく伸び、数え切れない階段や坂が上や下、あるいは螺ら旋せんを描いて続いている。頭上を見上げれば突き出た断崖のような奇怪な建物が軒を並べ、石造の空中回廊が錯さく綜そうしていた。黒ずんだ煉れん瓦がで形作られる建物群や通りの光景はだまし絵のごとくである。何かと戦闘部隊の支サポ援ートをする治療師ヒーラーの少女リーネが地図作成マッピングを試みたが、途中で「もう無理ですぅ」と涙目になって詫びたほどだ。

『奇人』と称された当時の施工者の倒錯振りが窺うかがえる、とまで揶や揄ゆされている『ダイダロス通り』だが、それも頷けてしまう。

　ダンジョンにもぐり慣れたアイズでさえ、その惑乱さについつい目を眇すがめてしまった。

「えっと……どう、する？　一度、広場まで、戻る？」

「駄目よ！　団長の期待に応こたえるためにも、せめて手がかりの一つくらい見つけなきゃ！」

「一日二日じゃ見つかりっこないって～。無理だよ～」

　アイズがおずおずと提案すると、ティオネがムキになって異議を唱え、更にそれにティオナがげんなりしながら反対する。

　パーティの中で意見が割れてしまい、進退に窮していると。

「レフィーヤ！」

「えっ……フィルヴィスさん！」

　建物の屋根から、一人のエルフが飛び降りてきた。

　素早く身構えかけた第一級冒険者達だったが、レフィーヤの知人だとわかるとすぐに警戒を解く。

　濡ぬれ羽色の長髪に赤緋せきひの瞳、純白の戦闘衣バトル・クロス。出で立ちも相まって巫女みこという単語を彷ほう彿ふつさせるのは、【ディオニュソス・ファミリア】のフィルヴィスであった。

「どうしてここに？」

「ディオニュソス様の指示だ。お前達【ロキ・ファミリア】に協力してやれと。唐突で驚いただろうが……私が同伴しても構わないか？」

「わ、私は大歓迎です！　ありがとうございます、嬉しいです！」

　レフィーヤに柔和な笑みを向けるフィルヴィスにはアイズにも覚えがあった。食料庫パントリーの一戦で共闘したエルフだ。

　どうやら、先程のティオナが上げた悲鳴を聞きつけてここまで来たらしい。

「えっと、ティオネさん、フィルヴィスさんが加わっても……」

「ま、人手は多いに越したことはないし……いいんじゃない？」

「うんうん、賑にぎやかになるしね！　フィルヴィス、って言ったっけ？　あたしティオナ！　よろしくー！」

　喜びを隠せないレフィーヤが一応確認を取れば、ティオネが承諾する。

　アイズは勿論のこと他の団員も頷く中、笑みを湛たたえるティオナが真っ先に自己紹介をすると──。

「……フィルヴィス・シャリアだ」

　レフィーヤへの温かみのある笑みから一転して、エルフの少女は一気に温度を下げた。

　静かに、素っ気なく名だけを告げるフィルヴィスに、ティオネ達は面食らってしまう。

　ティオナとアイズは、ぱちぱちと瞬きを繰り返した。

　レフィーヤの「あ、あははは……」という空笑いが虚むなしく響いていく。

「……ちょっと、レフィーヤ。あのエルフ、何なの？　超が付くほどの人見知りなわけ？」

「いや、そういうわけじゃないと思うんですけど……フィルヴィスさんにも事情が……」

「え～、何か暗いよ！　せっかくパーティを組むんだし、楽しく行こうよ！」

　手招くティオネにレフィーヤが必死に弁明する横で、ティオナが明るく呼びかけるものの、

「協力するとは言ったが、慣れ合うつもりはない……。お前達も他派閥よその者と懇意にしていると勘繰られれば、何かと不都合だろう」

　フィルヴィスはふいっと顔を背けた。

　驚くほど白い肌の露出を控えた様はエルフの潔癖性を如実に表しており、ティオナ達アマゾネスの気風と両極に位置すると言っていい。邪険にする、とまでは言わないが、無ぶ愛あい想そうに応答する。

　これには流石さすがに団員達の中で顔をしかめる者が続出した。

　生真面目きまじめなエルフにありがちな、取っつきにくさが極まっている。

　レフィーヤがああまで気を許しているのだから悪いエルフではないのだろうが……口下手な自分以上に扱いが難しいのかもしれない、とアイズは自覚交じりに思ってしまった。

「レフィーヤ、今は何をしているんだ？」

「ああっフィルヴィスさん、えっとですねっ、今は調査を続けるか一度集合場所に戻るか決めかねてて……！」

『死妖精バンシー』という渾あだ名なの謂いわれを知るレフィーヤもレフィーヤでフィルヴィスを慮おもんばかっており、彼女とティオネ達の間を往復し大忙しである。

　ひとまず、一度帰路に付くことが決まり、アイズ達は移動を始めた。

　散々無視してきた『道標アリアドネ』に従って、一ひと塊かたまりになって進むものの……レフィーヤの隣に陣取るフィルヴィスを意識して、団員達の間で何とも言えない空気が漂っている。

　何かしてやりたいが何もできないアイズが己の無力を嘆き、レフィーヤが右往左往していた、その時であった。

「んー、やっぱりこういうの、良くないって！　ていうか、何かヤダ!!」

　空気を読めない天真てんしん爛漫らんまんなアマゾネスが、状況を打破しにかかる。

「ねぇリーネ、女同士で手っ取り早く盛り上がれる話題とかってなーい？」


「え、ええっ？　私ですか？　えーと…………恋愛話、とかでしょうか？」



　出し抜けに話を振られ、治療師ヒーラーの少女が頰を赤らめながら考えを口にすると、

「じゃあ恋愛話しよう！」

　ティオナは満面の笑みで即決した。

　そして、

「フィルヴィスの好きな人ってだれー？」

「ぶっっ!?」

　フィルヴィスが、盛大に、噴いた。

　彼女の色白の肌がたちまち赤く染まる。

　我らが【ロキ・ファミリア】の誇る前衛アタッカーの奇襲に、他団員達は『おおっ！』と一斉に称賛し、レフィーヤはフィルヴィスの変容に仰天した。

「しょ、初対面の相手にいきなり懸想の人物を聞くのか、アマゾネス!?」

「えぇー、いいじゃーん。仲良くなるために恋愛話しようよ～！」

　声を荒げるフィルヴィスに、変わらない笑みで気安く話しかけるティオナ。

　明らかに狼ろう狽ばいしている同どう胞ほうの少女を見て、戦おののくのはレフィーヤである。

（すごいですティオナさん……！　私はあんなに苦労したのに……！）

　約二ヵ月前、24階層食料庫パントリーに向かったアイズを追いかけるためベートとフィルヴィスの三人でパーティを組んだ当時の苦労が蘇よみがえる。

　問答無用で相手の壁をブチ壊しにかかるティオナに、レフィーヤは畏怖と尊敬の眼まな差ざしを送った。

「わ、私も恋愛話に参加します！　えっと、フィルヴィスさんがよく一緒にいるお相手というと──ディオニュソス様ですか!?」

「レフィーヤッ!!」

「へぇ～、神様が相手かー」

「まぁ、神格者じんかくしゃの【ファミリア】だったらよくある話じゃない？」

　この機会を逃してはならじっ、とレフィーヤが全力で乗っかり、そんな彼女の余計なお世話にフィルヴィスが真っ赤になって叫び散らす。

　ティオナとティオネがあっけらかんと言えば、後はもう止まらない。

　少女の団員達も俄が然ぜん乗り気となって色恋沙汰の話に盛り上がる。

　ぎょっとするアイズを一人取り残して。

「そ、そういうお前達はどうなんだ!!　人を問いただす前に、自分のことを言え！」

「私は団長よ！」

「あたしはねー、気になってる男とかはよくわかんないけど、応援してる冒険者君ならいるよ！　えへへー」

「私は団長よ!!」

「私は別に、そういう人は……あっ、でもっ、憧あこがれている人はいますけど……！」

「私は団長よッッ!!」

「ティオネうるさーい」

　連呼するティオネを置いておけば、ティオナが嬉しそうに破顔し、レフィーヤがおろおろするアイズにちらちらと視線を送る。

「アキは？　よく一緒にいるラウルとか？」

「ないない」

「う～ん、【ファミリア】の中じゃあ……やっぱり、団長？」

「可愛くて格好いいってズルイですよね！　叶かなうなら抱き締めてみたい！　じゅるり」

「ティオネー、振り上げてる拳て下ろしてー」

　他の者にも話は伝でん播ぱしていき、少女達特有の勢いでとことん盛り上がった。

　やはりというべきか派閥の首領を慕う声が大半を占めながら、夜の迷宮街を賑やかに進んでいく。

「じゃあ、リーネは？」

「えっと、私は……」

　恋愛話の発端となったヒューマンの少女もティオナに迫られる。

　結わえたおさげを揺らし、かけている眼鏡めがねの位置をいじりながら答えた。

「……ベートさんが」

「はぁ!?　噓でしょうリーネ！」

「リーネ、絶対に趣味悪いよ～～！　前の『遠征』の時に、『弱い奴等に関わるだけ時間の無駄ー』、とかあの馬鹿狼に言われてたじゃん！」

　思ってもみない答えにアマゾネス姉妹が猛反発する。

　そんな二人を他所よそに、頰を赤らめたリーネははにかんだ。

「ベートさんはその、格好いいですし……それに、優しい人、だと思います」

「えぇ～、ないない、絶対なーい！」

　ほんのりと甘い表情をする後輩に、ベートと仲の悪いティオナが盛大にぶーたれる。

　レフィーヤ達が苦笑を浮かべる中、最後に矛ほこ先が向かうのは金髪金眼の少女だ。

「それじゃあ、アイズは？」

「……別に、そういう人は……」

「ほんのちょっとくらい気になった、っていう人くらいいるでしょ？　ほらほら！」

「私は……」

　話を促すティオナの笑み、唇を持てあますアイズ、あの【剣姫】の話に興味津々になる団員達に、全力で聞き耳を立てるレフィーヤ。すっかりぐったりとしたフィルヴィスを仲良く巻き込んで、やかましい会話が頻りに行き交う。

　当初の目的も忘れ、少女達は年相応の話題に花を咲かせるのだった。
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「ぶえっきし！」

　くしゃみをしたベートに、団員達の目が集まる。

「風邪かぜかい、ベート？」

「んなわけねーだろ、フィン。はっ、どっかの雑魚ざこがくだらねー陰口でも叩たたいてるんだろうぜ」

「そういう団長は、何だかさっきから震えてないっすか？」

「いや何故なぜかはわからないけど、ずっと寒気が止まらなくてね」

「またティオネ辺りが暴れとるような気がするのう……」

　フィン、ベート、ラウル、ガレスの声が隧ずい道どう状の通路に反響していく。

　場所は地下の下水道。ロキが率いる派閥の女性陣が『ダイダロス通り』を探索している頃、フィン達男性陣は、都市に張り巡らされた地下水路を調査していた。

　十名ほどの下位団員やラウルが携行用の魔石灯を持ち、隊列を組んでいる。

「神ニョルズが例の怪しい男と出会ったのは、確かにこの地下水路とは聞いているが……それも五年以上も前の話じゃろう？　手がかりが残っているとは思えんぞ」

「まぁね。ここはベートとロキが一度調べてるし、アイズ達が食料庫パントリーの事件に巻き込まれていた時、僕やティオネ達も調査してる。食人花とは何匹か遭遇したけど、それだけだった」

「わかってんならどうして来たんだ、フィン」

「人と怪物モンスターを探す場合じゃあ、やり口が違ってくる。あと、今回は『ダイダロス通り』……都市南東付近の地下水路を重点的に調べるつもりだ。ただでさえ広大だった調査範囲が限定できれば、何かしらの痕跡が見つかるかもしれない」

　疑念を口にするガレスやベートに、フィンは淀よどみなく答える。

　長槍を装備する小人族パルゥムの首領は隊列の中央に身を置きながら、その碧へき眼がんを油断なく周囲に配っていた。突発的な戦闘も視野に入れて武装を命じられている団員達も同じだ。僅わずかな異変も逃すまいと、迷宮探索と何ら遜そん色しょくのない集中力を発揮する。

　地下を走る水の流れを聞きながら、一行は薄暗い道を進んでいく。

「！」

「ベート、どうした？」

　都市南部から、『ダイダロス通り』が存在する南東へ足を踏み入れてしばらく、ベートが足を止める。

　彼だけでなく他の獣人達も反応を示し、その鼻を鳴らしていた。

「このくせぇ臭い……食人花だ」

　返ってきた答えに、フィンは顔付きを変える。

　直ただちに隊列を組み直し、ベートを先頭にして進路を転じた。

　金属靴メタルブーツのつま先が向くのは『旧式の地下水路』。

　古い両開きの鉄扉を経て、石橋を進む。ばらばらと響く足音の間隔がどこか急かされるように速くなっていた。

　ややあって。

「……隠し階段？」

　水路から外れた袋小路の先で、ぽっかりと床に口を開けた段差を発見した。

　横に滑った跡がある石板は、普段は『蓋』をなしている証だろう。幅は広く、これならば食人花の長軀ちょうくも優に出入りが可能であろういう規模だ。

「前は影も形も見当たらなかったってのに……あっさり見つかりやがった」

　きな臭くせえ、というベートの呟きに、彼の真意を察するラウル達は緊張を纏った。

　フィンとガレスもまた瞳を細めながら、一同に指示して階段の奥へと進入する。

　地下水路とは明らかに構造が異なる石材の通路を、モンスターの残り香に導かれるまま移動し続けると──それを見つけた。

「金属の、扉……」

「この輝き……まさか、『オリハルコン』か？」

　呆ぼう然ぜんとするラウルの後に、ガレスの声が続く。

　高さ三Ｍメドルを優に超える金属塊。

　傷一つない銀の光沢の中に存在する、紅の宝玉のきらめき。

　言葉を無くす【ロキ・ファミリア】の目の前に、巨大な扉が屹きつ立りつしていた。


















　ガツッ、ガツッ、と。

　闇やみの奥から土つち塊くれを砕く音が響いてくる。

　鎚つちを振り抜いては、杭くいを打ち込む。土を削り出す作業が延々と続けられていた。

「力を貸してくれない、バルカちゃん？」

「……邪魔を、しないでくれ、タナトス」

　角灯がぼんやりと照らす隧ずい道どう内。穴を掘り続けている背中に、男神は語りかけていた。

　バルカ、と呼ばれたヒューマンの男は振り向かず、手を止めることもしない。

　片目を隠す前髪、もう片方の瞳ひとみを窪くぼませた暗然とした面持ち。間違いなく、アイズ達が探している似顔絵の人物その人であった。

「時間がない。こうして貴方と話している暇さえ惜しい……わかってくれ神タナトス、永遠を生きられない私達の苦悩を。『作品』の完成には未いまだ……」

「それがさぁ、いよいよ【ロキ・ファミリア】がここまで迫ってきているみたいでさ」

　ぶつぶつと生気のない亡者のように呟つぶやきを重ねていたバルカだったが、その作業の手が一度止まる。

　じっと見つめるタナトスは、笑みを浮かべながら言葉を選んだ。

「ずっと嗅かぎ回られていると不都合なこともあってさ、彼等を何とかしないと資金繰りも上手うまく進められなくなる……かもしれない。俺おれとしてはここに招待して、安らかな闇と添い遂げてほしい、と思ってる」

　押し黙る背中に、神は決め手となる台詞せりふを押し付ける。

「このままじゃあ、ご先祖様の『迷宮』、作れなくなるかもよ？」

　だらり、と男の両手が垂れ下がった。

　ゆっくりと振り向いたバルカは、暗い瞳でタナトスを見つめる。

「何をすればいい……」

「使いたい仕掛けがあるんだけど、アレ、バルカちゃん達にしか扱えないでしょ？　ちょっと前に出てきてよ」

「……我々の『作品』に、傷をつけるつもりか、タナトス？」

「俺達が一いち網もう打だ尽じんになったら元も子もないじゃ～ん。何のために用意してきたかって問われれば、こーいう時のためでしょう？　違う？」

「……」

「ね、頼むよ」

　目を細めた神の笑みから、沈黙するバルカは目を背けた。

「……時が来たら、呼んでくれ」

　面倒臭そうに、はっきりと不承不承の様子で頷うなずく。

　再び作業に戻る己おのれの眷族こどもに、ぶれないなぁと一笑を落としながら、男神はその場を後にした。
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　フィン達が地下水路の先で発見した『扉』。

　その情報は、『ダイダロス通り』での捜査が空振りに終わり本拠ホームへ戻っていたアイズ達のもとに伝令され、【ロキ・ファミリア】はこれの調査に当たることとなった。

『門』発見から一夜明けた翌日。

　ロキを含め、団員達が隠し通路内に集結する。

「うわー、これが言ってた『オリハルコン』の門？　でっかー」

「こんなけったいな玄関もんを準備しとるんや、ここが連中の住処アジトで間違いなさそうやな」

　大双刃ウルガを肩に担ぐティオナが眼前の金属扉に驚嘆し、ロキが確信のこもった声を落とす。

（私の《デスペレート》と、同じ……）

　腰に佩はいた愛剣に片手を添えるアイズもまた、団員達の輪の中からその扉を見据えた。

『オリハルコン』。

　アイズの武装《デスペレート》──『不壊属性デュランダル』の特殊武装スペリオルズを作成する上で欠かせない素材となる最硬精製金属マスター・インゴット。その強度はダンジョンで採掘される超硬金属アダマンタイトの上をいくものであり、紛れもなく世界最高位の金属だ。『真の白銀ミスリル』と同じく人の手で作り出された精製金属インゴットの製法は、怪物モンスターの地上進出によって人類が一丸となった『古代』に確立されたと言われている。『鍛冶』の技能アビリティもなければ『神の恩恵ファルナ』も存在しない前時代に、だ。

　ヒューマンとあらゆる亜人デミ・ヒューマンの技術がつぎ込まれた人類の叡えい智ちにして、下界の大いなる『可能性』を示す『古代』の結晶である。

　最硬金属オリハルコンが用いられているこの『扉』を破壊することはまず不可能。

　ロキの言う通り、これほどまでに仰々しい『扉』を構えている時点で、先に『何か』があると言っているようなものである。

　アイズ達は、とうとう敵の本拠地を発見したのだ。

「地図上で照らし合わせてみても、間違いなくこの隠し通路は『ダイダロス通り』とも繫つながっているな。ロキの読み通りだったか」

「それにしても……団長やガレスはともかく、男共ベートたちに先に越されたのって何か癪しゃくっていうか、不ふ甲が斐いないっていうか……」

　旧地下水路と繫がる現在地の隠し通路は、東と南東のメインストリートに挟まれた都市の第三区画と重なっている。迷宮街との接続アクセスも見越すリヴェリアの横で、ティオネが口惜しそうに呟いた。

　昨夜、『ダイダロス通り』を調査して何も手がかりを得られなかった女性団員達は、ティオネの言う通り肩身の狭い思いだったが、男性陣の見解は違った。

「気にする必要はないさ。僕達もまるで誘おびき出されるように発見したからね」

「見つけてくださいと言わんばかりに、隠し階段の入り口が開いておった。食人花モンスターの臭いを残した、おまけ付きでの」

　女性団員等らがフィンとガレスに目を向ける。

　その側では、ラウル達が強張った顔で『扉』を見つめていた。

「つまり……罠わな、ですか？」

　レフィーヤの強張った声が、石造の通路内に響き渡る。

　一瞬静しずまり返る空気がその呟きを肯定していると──『扉』が音を立てて開き始めた。

「!!」

　最硬金属オリハルコンの『扉』が上へと昇り、ゆっくりと口を開けていく。

　目を見張るアイズ達の前で、薄闇が蔓延はびこる通路があらわになった。

　青い燐りん光こうを放つ魔石灯が、まるで不気味な陰火のように揺らめいて奥へ続いている。

「フィン……」

「ああ、見えた」

　ガレスの問いに、フィンは瞳を細めた。

「仮面の人物……間違いない。『扉』を開けてくれたのは、あの怪人クリーチャーのようだ」

『扉』が開き切る直前、闇の奥へと後退した影をフィンの碧へき眼がんは正確に捉とらえていた。

　紫し紺こんの外套フーデッドローブに不気味な紋もん様ようの仮面。

　24階層の食料庫パントリー、そして遠征先の53階層でアイズ達が交戦した仮面の人物だ。

　敵は【ロキ・ファミリア】を歓迎している。

「はぁ～、あの一瞬でよく見えたなぁ。うちは全然わからんかったわ」

「『恩恵』によって五感が強化されている我々と、一般人も同然の神を一緒にするな。それにフィン達小人族パルゥムは亜人デミ・ヒューマンの中でも視覚能力に優れている」

　手を額に当てて眉み間けんを寄り合わせるロキに、リヴェリアが呆あきれたように言う。

　彼女達の会話を脇にフィンは指示を出した。

「ベート、クルス。内部に侵入して偵察に向かえ。ただし、深入りはするな。すぐに戻ってくるんだ」

　第一級冒険者のベート、そして派閥の第二軍であるクルスに斥候を命じる。

　慎重を期す彼の指示に従い、Ｌｖ．６の狼人ウェアウルフとＬｖ．４の犬人シアンスロープは無言で通路内部に侵入した。

　数分後、二人は帰還する。

「内部の入り口付近には、人影もモンスターも見当たりません。ですが、しばらく進んだ先で道が複雑に分かれていて、まるで迷路のように……いえ、迷宮ダンジョンのようでした」

　ベートの代わりに、普段は寡黙なクルスが見てきたものを報告する。

　話を聞いた一同が思い浮かべるのは、兵が籠城ろうじょうした城塞だ。

　小人族パルゥムの首領が黙って思索する中、他ほかの団員達は議論を交わす。

「こ、これから、どうするっすか……？」

「最硬金属オリハルコンの『扉』をどうにかする手間が省けたじゃん。これで中に行けるよ！」

「でも、絶対に罠よ？」

「連中から招いてくれてるんだから誘いに乗ればいいじゃない。小細工ごと叩たたき潰つぶせばいいのよ」

「確かに、ここまで来て手をこまねくのもおかしな話ですが……」

　ラウルに、ティオナ、アキ、ティオネ、そしてエルフのアリシアが順々に発言する。

　意見を交わす団員達に、リヴェリアが口を開いた。

「結論から言えば、行くしかない。敵の狙ねらいが『精霊の分身デミ・スピリット』を召喚することである以上、我々に時間はないのだから。あれが地上に出現することになれば、都市オラリオは火の海と化すだろう」

　──リヴェリアの言う通りだ。

　思考に沈むフィンは胸中で相あい槌づちを打つ。

　ここで踏み込んで敵を止めるか、手をこまねいて『精霊の分身デミ・スピリット』の地上現出を待つか。どちらを選ぶべきかは言うまでもない。

　敵を追い詰めた。それは間違いない。例え罠が待ち受けていたとしても、突入の先延ばしは趨すう勢せいの悪化をもたらすのみだ。

（だが……疼うずいているな）

　フィンが見下ろす右手の親指。

　それがまるで虫の知らせを告げるようにひりついていた。

　そしてその疼とう痛つうは、ダンジョンの『深層』に進入する際にいつも感じるものと似ている。

　ラウル達やリヴェリアに最終的な判断を無言で仰がれるフィンは、側にいるロキを見やった。

「ん、いや～な感じがするなぁ、確かに。ま、行かなきゃならんのやけど」

　主神もフィンと同じものを感じている旨を告げる。

　己の直感が正しいことを確信しつつ、フィンは脳裏に部隊の編成を描いていく。

　そこで、

「フィン。雑魚ざこは置いていこうぜ」

　それまで黙っていたベートが、開かれた『扉』の奥を睨にらみながら、進言した。

　頭上の獣の耳を立ち上げ、鼻を数度鳴らす。

「気に食わねえ臭いがしやがる……足手纏まといは要らねえ。邪魔だ」

　その乱暴な発言にむっとするのは下位団員達だ。

　ティオナとティオネもベートの物言いに嚙かみつく。

「ちょっと、ベート。あたし達仲間ファミリアなんだから、いい加減そういう言い方やめなって」

「後衛サポーターの支援もなしに突っ込んで、あんたや私達がどれくらい力を発揮できるのよ。一応ここ、ダンジョンもどきなんでしょ？　武器や道具アイテムがなくなったとか言って騒がないでよね」

　彼女達の言い分に対し、ベートは舌打ちを放った。ティオナはともかく、ティオネの指摘はもっともである。更にこの先にダンジョン第二の出入り口が存在するというのなら、それを見つけ出すためにも人手は必要となる。

　我の強い若い幹部陣が揉もめる光景にガレスが嘆息する中、フィンは決断した。

「前衛と後衛、そして治療班。僕とガレスが率いて進攻アタックする。リヴェリアは万が一のためにここで待機。この隠し通路の情報を収集しつつ、ロキや他の者と一緒に待っていてくれ」

「わかった」

　団長の指示に団員達が素早く動き出した。

　本拠ホームから運んできた予備武器スペアや道具アイテムなど装備一式を纏っていくサポーター達。

　フィンが選抜する隊員メンバーに名を連ねたレフィーヤも、筒形のバックパックを手に取って装備を整えていく。するとその途中で、声をかけられた。

「レフィーヤ……お前も行くのか？」

「フィルヴィスさん……？」

　昨夜から引き続いて、フィルヴィスは【ロキ・ファミリア】と行動をともにしている。

　彼女の赤緋せきひの瞳は、じっとレフィーヤのことを見つめていた。

「あの狼人ウェアウルフと意見が重なるのは癪だが……私も、嫌な予感がする。ここは、何かが……」

　言葉を濁しながらも、フィルヴィスはレフィーヤから視線を外さなかった。

　自分のことを案じてくれている少女の気持ちを嬉うれしく思いつつ、レフィーヤははっきりと言い返す。

「私は行きます。アイズさんを……みんなを助けたいから」

「……そうか」

　自分は魔導士だから。

　杖つえを両手で握って言うレフィーヤに、フィルヴィスは瞑めい目もくした後、自身の胸に手を押し当てた。

「なら私も行く。お前を、守ろう」

　どこか騎士の誓いのように約束するフィルヴィスに、レフィーヤは一瞬どきっとして頰ほおを染めてしまったが、すぐに破顔してお礼を口にした。

　慌あわただしい団員達に囲まれながら、二人のエルフは微笑ほほえみ合う。

「うひょ～。美少女エルフ二人のユリユリな組み合わせ、ごちそうさまや～。ええなぁやっぱり」

「何がええんじゃ、まったく……」

　そんなレフィーヤ達の様子を外から見守りながら、ロキはニヤニヤと笑い、ガレスは溜ため息いきをついていた。

「良かったのか？　他派閥よそのエルフの同行を許して」

「ん～、まぁ24階層の時も力を貸してもらったしなぁ。それにさっき、軽～く問い詰めてみたけど、どうも主神ディオニュソスの指示じゃなくて独断で動いとるっぽい。本人はあのキザ男の指示とは言うとるがな」

「ほう？」

　ガレスに答えるロキは、協力を申し出てきたフィルヴィスとのやり取りを語る。

『私は、レフィーヤを守りたいのです』

　噓うそをつけない神の眼まなこの前で、白いエルフははっきりとそう告白したのだと。

「噓は言っとらん。あのエルフの娘こは、ほんまレフィーヤの騎士ナイト様や」

「……慣れたつもりでいたが、エルフどもの生真面目きまじめさは、やはりドワーフの儂わしにはむず痒がゆくて堪たまらんのう」

　しししっ、と笑うロキに対し、ガレスは目を細めながら二の腕をかく振りをする。

　二人が見つめる先で、若いエルフの少女達は進攻アタックの準備に手を貸し合っていた。

「……」

　ガレス達の会話を耳にしていたアイズも、レフィーヤとフィルヴィスを一いち瞥べつして微笑む。

　そこから表情をあらため、前を向く。

　忙せわしなく動き回る仲間の喧騒を聞きながら、ぽっかりと口を開けた敵の住処アジトを黙って見据えた。
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　リヴェリアを除いた第一級冒険者に、ラウル達Ｌｖ．４の第二軍、そしてＬｖ．３を主体にした下位団員達。これにフィルヴィスを加えたパーティは、扉内部へと侵入した。

　先頭にガレスとティオナを据え、石板で覆われた通路を進んでいく。

「それにしても、敵の住処アジトだと思って乗り込んでみたら……本当にまんま迷宮ダンジョンじゃない」

「城塞なんかは敵の進攻に備えて、えてして楽には進めない造りになってるって聞きますけど……流石さすがに、これは度が過ぎますね」

　ティオネの悪態にレフィーヤが同調する。

　一本道はすぐに複雑な迷路に成り変わった。二股道に四つ辻、いくつもの横道。通路から枝分かれする道が目に見えて増え、冒険者達に分岐を突き付ける。

　典型的な迷路構造だが、その複雑さは『ダイダロス通り』にも劣らない。岐路の度に斥候を放てば往々にして『行き止まり』という報告が持ち帰られ、残された正解を手探りで探っていかなければならなかった。

　通路はドワーフが三人並んでも優に通れるほど。計算しつくされたかのような画一的な造りが崩れることはない。石材そのものは多くが罅ひび割れており、年月のほどを感じさせた。

　それこそ、遺跡の中に築かれた迷宮のようだ。

「って、どわぁ!?」

「ラウル!?」

「あ、いや……ただの彫像だったっす。ごめんなさい……」

　突如悲鳴を上げたラウルだったが、すぐに空笑いする。

　彼が持つ携行用の魔石灯が照らすのは、通路内に設置された悪魔のような彫像だった。アキを始め、身構えた冒険者達から顰ひん蹙しゅくの声が上がる。

　通路内には怪物を象った彫像が散見していた。壁面には植物の彫細工レリーフが刻まれており、否いやが応おうでも【ロキ・ファミリア】にとある『食人花モンスター』の存在を想起させる。

　壁に埋め込まれた青い魔石灯が、緊張感を帯びる冒険者達の横顔を照らす。

　本来ならば大したことのない足音が、かつーん、かつーん、と石造の迷宮によって無視できない反響エコーとなって耳じ朶だを震わせていく。

「何て言うか、その……ダンジョンより、冷たい感じがします」

　治療師ヒーラーとして同行しているリーネが、不安そうに呟きを落とした。

　ダンジョンは『生きている』。それは周知の事実だ。『異常事態イレギュラー』の数々はまるで一つの生物のように襲いかかり、冒険者達を苦しめる。

　だが、この人工の迷宮にはダンジョンの『息遣い』が感じられない。

　その決定的な差異が無機的なものを、冷然とした何かを感じさせる。

　そう、これは……薄ら寒さだ。

　不気味な静寂と、仄ほの暗ぐらい重圧。

　人工的に作り込まれた石の迷路は物言わず、ただただ侵入者達に閉塞感を与え続ける。

「未開拓領域なんかもそうだけどさぁ、碌ろくに地図作成マッピングされてない迷宮ダンジョンって、ちょっと緊張するよね。迷子になったら出口どころか、右も左もわからなくなるしー」

「うん。ダンジョンで、一番なっちゃいけない状態……」

「山腹の洞窟なんぞには通り風が吹いておることが多いから、それを目印にすることはできるんじゃがな」

　もう既に敵陣の中だ。団員達は罠を覚悟して進む。

　言葉が途切れがちとなるそんなパーティの中で、自覚があるのかないのか、緊張を和らげるようにティオナは喋しゃべり続けた。それにアイズとガレスが応じる。

「どういうこと？」

「外と中で温度差で気流が生じ、洞窟内を風が行き来……まぁ、出入り口から風が吸い寄せられていると考えておけ」

　首を頻しきりにひねるティオナを見て言い直しながら、ガレスは迷路を闊かっ歩ぽしていく。

「つまり風が吹く方か、吹いてくる方に進めば、行き止まりに出くわさんということだ。といっても、往々にして人が通れない道であることが多いがの」

「あ、なるほどー！」

「ちょっとは頭を使いなさいよ……」

　合点いったと笑うティオナにティオネが呆れていると、不意にガレスは辺りを見回した。

「……進路が限定されておるな」

　通路の先々に現れる最硬金属オリハルコンの『扉』を、ガレスが仰ぐ。

　持ち帰られる斥候の報告も彼の言葉を肯定している。固く閉ざされた不壊の扉はアイズ達の行く手を何度も遮さえぎっていた。

「誘導されてるってこと？　でも大丈夫でしょ、いざとなったら壁を壊して進めばいいし！」

「いや、それも難しいのう」

　女戦士アマゾネスらしい発言をするティオナだったが、ガレスの返答に「へ？」と目を丸くする。

　ドワーフの戦士は横手の壁を拳こぶしで殴り付ける。突如響ひびいた拳打音に、レフィーヤやリーネは肩を跳ねさせた。

「これって……もしかして、『アダマンタイト』？」

「うむ。外見こそ石板で覆っているが、恐らく通路全体がこの稀少金属レアメタルで作られておる。儂やお主辺りなら壊せんこともないじゃろうが……まぁ現実的ではないのう」

　砕かれた石板の奥から露出する鋼色の稀少金属レアメタルを見て、ティオナは更に目を丸くした。

　超硬金属アダマンタイトは最硬金属オリハルコンに次ぐ強度を持つ。厚さも知れない金属の壁を破壊するのは困難であり、よしんばできても人一人通れるほどの穴を作るのは相当な時間を浪費するだろう。

　最硬金属オリハルコンの扉だけでなく超硬金属アダマンタイトで構築されている迷路そのものに、話を聞いていた団員達は驚きを見せた。

「このアホみてえな迷宮アジトを作るために、連中は港街メレンを巻き込んで金の荒稼ぎをしてたってことか？　理解できねー」

　ベートの乱暴な罵りは団員達の総意を表していた。

　最硬金属オリハルコンも超硬金属アダマンタイトも入手困難な稀少金属レアメタル。

　これだけの量を揃そろえるにも、アイズ達が及びも付かない労力と資金が必要だった筈はずだ。

「数年足らずで築けるものじゃないな。それこそ何十年、いやもっと……どうやら中々規格外のものを作っていたようだね、闇派閥イヴィルスの残党は」

「やはり舐なめてかかると痛い目に遭いそうだ」と素直な感想を述べるフィンは、来た道を見失わないために、ラウル達へ白墨チョークで壁に線を引くよう指示を出す。

　冒険者として如才じょさいない彼の行動を横目で窺うかがいながら、アイズは心の中で呟いた。

（最硬金属オリハルコンの扉に超硬金属アダマンタイトの壁……脱出も、侵入も困難）

　難攻不落の城塞。

　そんな言葉を脳裏に浮かべる一方で、何か違和感が拭ぬぐえない。

　何故なぜこうまで複雑な迷めい路ろを形作っているのか。誰だれが何を思い着工したのか。ふとした拍子に迷宮の造りから伝わってくる暗い感情……このおどろおどろしい感覚は何なのか。

　──本当に、ここは敵の住処アジトとして用意されたものなのか？

　不可思議な思いを抱きつつ、アイズは疑念を封じ込めてパーティの進行に身を委ゆだねた。

　やがて、進路に変化が現れる。

「この先に階段があります。下へと続いているようです」

「逆の道も同じです。待ち構えている敵の気配はありません」

　偵察に向かってきたクルスとアキが同じ報告をもたらす。

　パーティが足を止めているのは、道が丁字ていじとなった分岐点であった。

「どうする、フィン？」

「……二手に分かれる。どの道、この大所帯じゃあ襲われたら碌な戦闘もできないしね」

　ガレスに答え、フィンは言葉通りパーティを二つに分けた。

　右の進路にガレスとアイズ、ティオナ、ティオネ。

　左の進路にフィン自身にベート、レフィーヤとフィルヴィス。

　従える下位団員の比重バランスからガレス側に第一級冒険者を偏らせた采配だった。編成内容に対し鼻息を荒くするティオネが必死に異議を申し立てたが、想おもい人本人の説得でことなきを得る。

　治療師ヒーラーを含め、戦力を均等に分けた。

「後は頼んだ、ガレス」

「おう。……フィン」

「？」

「くれぐれも足もとをすくわれるなよ」

「……ああ、肝に銘じておくよ」

　軽口をたたくガレスに、フィンも笑みを返す。

　二分したパーティは左右の道を進んだ。
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「それにしても……全然、敵もモンスターも出てこないっすね。逆に不気味っていうか……」

「食人花モンスターの臭いはそこら中に残ってるがな……水路にいやがった化物どもも、ここを通って放されていたのは間違いねぇ」

　フィンの班に組み込まれたラウルが辺りを見回し、ベートが顔をしかめながら答える。

　階段を下りた先はこれまでと同じ迷路構造を取っていた。こちらの道の物見をしたアキの報告通り、伏兵の類は見受けられない。同行しているレフィーヤとフィルヴィスもまた、注意深く辺りを見回す。

（……ダンジョンの『上層』と構造が似ている）

　通路の高さ、横幅、分かれ道の形式を観察するフィンは、双そう眸ぼうを細める。

（旧式の下水道……都市に張り巡らされた地下水路から更に下った場所に最硬金属オリハルコンの『扉』はあった。これまで降りてきた階段の長さを逆算しても、現在位置はちょうどダンジョン１階層から２階層の辺りで間違いない）

　摩天楼施設バベルの地下にあるダンジョンの『大穴』、更に１階層と２階層の地図をフィンは脳裏に広げる。今も進むこの大規模な迷路はダンジョンの初層に隣接していると、彼の頭脳は解答を叩き出した。

（方法はともかく、隣接しているダンジョンと繫がれば『バベル』に代わる出入り口として成立する。迷路……いやこの人工の迷宮そのものが『ダンジョン第二の出入り口』として考える方が無難か）

　そこで、フィンは整然と並べられた足もとの石畳を見下ろす。

（問題は、この迷宮の深度……）

　扉をくぐってから測っている歩数、更に経過時間から考えても、この迷宮は広大だ。都市に張り巡らされた地下水路と同等の規模があると考えていい。

　一体どこまで広く、どこまで深くこの迷宮は続いているのか。

　24階層食料庫パントリーで生み出されていた食人花。レフィーヤが18階層で目撃した闇派閥イヴィルスの残党。

　もし今フィンが思い描いている通り、迷宮の深度が最低でも『中層』にまで及んでいるのだとしたら……驚嘆と戦せん慄りつを禁じえない。

　アイズが直感したものと同じ懸念を、フィンは拭い去ることができなかった。

「……広間ルームに似てる」

　開けた視界に、アキの呟きが落ちる。

　辿たどり着いたのは、ダンジョンの広間ルームに似た正方形の空間だった。何十人もの冒険者が優に居座れるほど広い。一辺が五〇Ｍメドルはあるか。

　左右の辺には最硬金属オリハルコンの『扉』、正面には上り階段の先に一つの通路口が存在する。

「……」

　ここでも不気味な静寂に包まれる中、不意にベートの耳が鋭く立ち上がった。

　アキを始めとした他の獣人も同様である。

　団員達とともにフィンの視線が正面に固定されると、通路口の暗がりより悠然とした足音が響き、間もなく人影が揺らめいた。


「フィ～～～～～～～～～～～～ン～～～～～～～～～～～ッ!!」



　姿を現した瞬間、彼女は大音声をぶちまけた。

　女性とは思えない馬ば鹿かでかい肉声に、ラウル達が咄嗟とっさに両耳を塞ふさいでしまう。

　フィン達を見下ろすのはヒューマンの冒険者だった。

「会いたかったぜぇ、クソすかした勇者様ァ!!」

「あぁ、やっぱり生きていたか……ヴァレッタ」

　唾を飛ばし凶笑を浮かべる相手に対し、フィンは目を細めた。

　毛皮ファー付きの長外套オーバーコート。見るからに荒々しいヒューマンの女である。

　フィンが発したヴァレッタという名に、ラウルとアキは緊張の面差しを浮かべた。

「その澄ました面ツラを忘れた日はなかったぜクソッタレ！　てめえは私のことを覚えていたか？　覚えていたよなぁ？　忘れたなんてとぼけやがったらブチ殺す!!　腸を引きずり出して顔を切り刻んで全身を滅多刺しにしてっ、二度と舐めた口を利きけねえように私の存在を魂に刻み付けてやるッ!!」

　現れた直後にも関わらず、女は我を失ったかのように叫び散らした。

　眦まなじりを裂いた形相でフィンだけを見つめ、その双眼の奥を凶悪な光で輝かせながら。

「……おい、フィン。てめーは変な女に気に入られる持病でも持ってんのか？」

「ティオネのことを言っているなら、それは彼女に失礼だよ、ベート」

　度を超えたフィンへの執着を発露する女、ヴァレッタに、ベートが嫌そうに告ぐ。

　今も睨みつけられる小人族パルゥムの首領はそれをたしなめた。

「少なくとも、ティオネは彼女のように非道な人間じゃない」







[image: ]







　フィンの碧眼が女の凶笑を仰ぐ。

　相手を知った素振りを見せるフィン達に、他の団員達が驚きを見せた。

「し、知ってるんですか、団長？」

「ああ、彼女の名前はヴァレッタ・グレーデ。十五年前から始まったオラリオの暗黒期、秩序を乱し、混乱をもたらした闇派閥イヴィルスの主要幹部……その一人さ」

　下位団員である兎人ヒュームバニーのラクタが問いを発すると、フィンは淀よどみなく答えた。

　その返答を聞き、団員達は息を呑のむ。

「団長やリヴェリアさん、ガレスさんは勿もち論ろん、【フレイヤ・ファミリア】に【ガネーシャ・ファミリア】……ギルド側についた沢山の派閥と、敵対してたっす」

「五年前、【疾風しっぷう】の暴走が止とどめになって闇派閥イヴィルスが壊滅した時には、既に死亡扱いされていたの。他ならない、あの『27階層の悪夢』で……」

　十五年前から台頭した闇派閥イヴィルスの撲滅には、当然【ロキ・ファミリア】も関わっていた。

　八年前に【ロキ・ファミリア】に入団したラウルとアキは、硬い声音で当時の情報を補足した。

「となると、『27階層の悪夢』はやはり、死を偽装するための隠れ蓑みのだったわけかな？」

「腹が立つくらい正解だよチビ勇者。六年前のあの時点で、ギルドとてめえ等にやられまくって闇派閥イヴィルスの力は削そがれていた。そこで白髪鬼オリヴァスを唆そそのかして、幹部どもは死んだふりをしたのさ」

　フィンの指摘にヴァレッタは笑みを歪ゆがめながら答える。

『27階層の悪夢』は闇派閥イヴィルスが引き起こした集団規模の『怪物進呈パス・パレード』だ。階層中のモンスターに加え『迷宮の孤王モンスターレックス』を誘き寄せ、罠にかけたギルド傘下の冒険者達にぶつけたのである。

　後に広がったのは屍山しざん血河けっかの光景であり、敵味方も判然としないほど食い荒らされた亡なき骸がらが転がることとなった。ヴァレッタ達たち主要幹部はそこに偽造した己の死体を混ぜ、ギルドの目を欺こうとしたのだ。

　数え切れない同志を犠牲にした上で、いつの日か再起するために。

　凄せい惨さんな結末を招いた『悪夢』の真相は、力を失いかけていた闇派閥イヴィルスの延命処置であった。

　しかし。

「フィン、てめーはクズだ！　私達からすれば、悪魔みてえに最悪な糞くそ野郎だ!!　あの日、てめーは27階層の救援にはいかなかった！　情報を聞くなりフレイヤとガネーシャの連中を連れて、私達の主神どもを攻め入った!!」

　激情に駆られるヴァレッタの怒声がフィンに投げつけられる。

　当時のフィンはヴァレッタ達の目もく論ろ見みを看破した上で、間に合わないと判断した27階層を切り捨てた。代わりに、候補に挙がっていた闇派閥イヴィルスの本拠地を全て襲撃したのだ。敵陣の守りが薄くなっていることを見抜いて。

　主神等らの手を借りたフィン達は、見事『邪神』と呼ばれていた闇派閥イヴィルスの神々を数多く送還させることに成功した。そしてそれが闇派閥イヴィルスとギルド側の力関係パワーバランスを大きく傾かせる決定打となる。

　闇派閥イヴィルスの生き残りからすれば、【勇者ブレイバー】の存在は忌いま々いましいことこの上ないだろう。

「主神様が送還されて、ダンジョンの中で『恩恵』が封印された私の恐怖……てめーにわかるか？　何度モンスターに喰くわれそうになったことか！」

「心中お察しするよ。でも君達が犯した所業を思えば、哀れむには至らないな」

「スカしてんじゃねー！　壊滅した闇派閥イヴィルスなんざもうどうでもいい！　だがてめえだけは許さねえ！　絶対に復讐してやる　私はそう誓った!!」

　当時の記憶を思い出しているのか、ヴィレッタは両眼を血走らせながら唾を散らす。

「四肢をブッタ切った後、てめーの体に跨って好き放題陵辱おかして、そのスカした顔をグチャグチャにさせてやる!!　好きなだけ見下ろして、高笑いしてやるぜ!!」

「何だい、一夜のお誘いかい？　生憎あいにく僕ぼくには一族の悲願があるから、寝台ベッドで睦むつ言ごとを語るのは同族の異性と決めているんだけど」

　品のないヴァレッタの罵声に、フィンは笑みを浮かべ飄々ひょうひょうと受け答えする。

　いわゆる下ネタに応じる団長の不敵な横顔に、女性団員達は顔を赤らめながらも興味津々であった。

　ティオネ以外もみんな大好き小人族パルゥムの団長。

「それに、女性相手にこんなことを言うのは心苦しいけれど……ヴァレッタ、君は品性がなさ過ぎる。せめてリヴェリアくらい淑しとやかになった後で、また誘ってくれるかな？」

　キャア!!　という黄色い悲鳴が上がった。

『やっぱり団長の好みはリヴェリア様……!!』『メモメモ、と』と状況そっちのけで手帳に走り書きする女性団員達。首領の魅了チャームに取り憑つかれていない男性陣とアキ、レフィーヤ他が怒戦士ティオネの反応を危ぶみ二の腕をさする。

　挑発だと理解しているベートもげんなりしていた。

「フィ～ンッ、てめぇ……!!」

　一方で、怒りが突き抜けるのはヴァレッタである。

　ビキビキと青筋を走らせながら、射殺さんばかりに小人族パルゥムの勇者を睨みつけた。

「やっぱりてめーは私が必ず殺す!!　今日、ここで！」

「随分と気が長かったね？　そんなに僕のことが気になっていたなら、今日じゃなくてもいくらでも機会はあっただろう？」

「ばぁ～か!!　私は待ってたんだよ、てめーらがここに！　私達の城にのこのこやって来るのをなぁ!!」

　唇を吊つり上げるヴァレッタに、初めてフィンの顔から笑みが消える。

　猛もう禽きんのように目をぎらぎらと輝かせ、復讐に取り憑かれた女は言い放った。

「ここがてめーらの墓標だ！　この『クノッソス』に呑まれて死ね!!」

　──『クノッソス』？

　その単語ワードこそが迷宮の名称かと眉まゆを上げるフィンを前に、ヴァレッタは球体を持った右腕を突き出す。

　外を覆う材質は精製金属インゴット──その内部には『Ｄ』という記号が刻まれた赤い球体。

　魔道具マジックアイテムらしき球体が紅あかく輝いたかと思うと、フィン達の背後の『扉』が閉まった。

「閉じ込められたっす!?」

　ラウルの叫びが上がった次には、大広間の左右の『扉』が勢いよく開き、夥おびただしい食人花の群れが出現した。

　眼下の光景に笑みを作り、ヴァレッタは床を蹴けって通路の奥へ後退する。

「てめー等、やるぞ!!」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　ベートの雄お叫たけびと食人花の吠声が重なり合い、戦闘の幕が開けた。

　それぞれの得物を抜いた【ロキ・ファミリア】の団員達がモンスターに応戦する。

（ヴァレッタが使ったあの魔道具マジックアイテム、あれが最硬金属オリハルコンの『扉』を開ける『鍵かぎ』か……わざと見せたな）

　黄金の穂先を持つ長槍を軽かろやかに操あやつり、仲間の中でもベートと並ぶ勢いで食人花を屠ほふっていくフィンは、ヴァレッタが消えた正面通路を見やる。

（餌えさをぶら下げて、本命の罠のもとまで導くつもりか……癪だが、乗るしかないか）

　左右の通路から出現するモンスターは途切れない。退路を断たれた今、選択肢は前しか残されていない大広間で、フィンは即断した。

「総員、正面に進め！」

　首領の指示に団員達は手足のごとく従った。

　敵勢の攻撃をすり抜け、素早く、かつ一糸乱れぬ動きで大広間から正面通路に駆け込む。

　当然、食人花の群れもこれを追った。

　冒険者達には十分幅広な通路、だが大型級モンスターにとっては狭い直線通路に、何本もの長軀ちょうくが雪崩なだれ込む。

「──団長、殿しんがりは私とフィルヴィスさんに任せてください！」

　その光景を見て叫んだのはレフィーヤだった。

　魔導士が買って出るには危険な配置ポジションにラウル達が驚いていると、中衛位置で振り返ったフィンは少女の紺こん碧ぺき色の瞳を見つめ、頷いた。

「頼んだよ、レフィーヤ」

「はい！」

　首領が送る信頼の笑みにレフィーヤは体を昂たかぶらせながら、反転し、追撃に押し寄せる食人花と相対する。

「フィルヴィスさん！」

「……なるほど、任せろ！」

　行動をともにする同どう胞ほうの少女は、呼びかけと眼まな差ざしから全てを察し、一歩前に進み出た。

「【盾となれ、破邪の聖杯さかずき】！」

　左手を突き出し、一瞬で呪文じゅもんを完成させる。

「【ディオ・グレイル】！」

　超短文詠唱からなる円形障壁。少女の気高さを表す純白の光輝はまさに鉄壁の盾と化し、複数の食人花の突撃をまとめて防いだ。

「【解き放つ一条いちじょうの光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら。汝、弓の名手なり──】」

　それに続く歌声はレフィーヤの詠唱である。

　蓋となって通路を覆うフィルヴィスの障壁が一歩もモンスターを進ませない一方、歌い慣れた呪文が淀みなく紡つむがれ、あっという間に砲台を完成させた。

「フィルヴィスさん、撃ちます！」

　阿あ吽うんの呼吸で魔法解除と後退を行う少女と入れ替わり、レフィーヤは砲撃を解放する。

「【アルクス・レイ】!!」


『─────────────────アァッッ!?』



　眩まばゆい大光閃が、光に燃える食人花ごと通路内を洗い流した。

　直線通路に殺到していたモンスターを全て消滅させ、文字通り一掃する。

「こ、このやり方、普通にダンジョンでも通用するんじゃあ……！」

「ここから戻ったら何度でも試そう。次、来るぞ！」

　新たな食人花が押し寄せる中、山吹色と白色の魔法円マジックサークルを展開し続けるエルフ達は、たった二人で追撃を食い止めていく。

「す、すごいっす、レフィーヤ！」

「まぁ、壁からモンスターが産まれ落ちる心配は要らないし、最適ね」

　レフィーヤの機転にＬｖ．が上のラウルとアキは掛け値なしに称賛を送り、

「……はッ、ようやく使い物になってきたじゃねえか」

　ベートは、はっきりと見て取れる少女の成長に不敵な笑みを落とした。

「後進が期待を超えて育ってくれて何よりだよ。──ベート、そのまま前衛で障害を払え！　先行し過ぎるな、隊列の長さに注意しろ！」

　同じく口もとに笑みを浮かべていたフィンは、次には鋭い指示を飛ばす。

　前方から現れるモンスターの影に、ベートが率いる先頭集団が接敵する。

「食人花じゃない……新種!?」

　遭遇エンカウントするのは　水黽ミズグモにも似たモンスターだった。

　六本の脚は長くヒューマンの腰ほどの高さがある。中央の体たい軀くには『魔石』とは異なる赤い結晶クリスタルが存在した。小型で、何より数が多い。

　先頭集団に紛れている兎人ヒュームバニーのラクタが攻撃方法も不明なモンスターに警戒していると、

「構うか！　仕掛けてくる前に──潰つぶしちまえばいいだろうが！」

『ギイィ!?』

　疾走したベートの攻撃が、いっぺんにモンスター達を喰らった。

　鋭するど過ぎる足刀によって両断される複数の敵体軀。有言実行とばかりに攻撃する暇も与えず、新種を瞬殺してのけた。

　強者に許された芸当にビビりながらも、先頭集団の団員は頼もしい狼人ウェアウルフの背中に続く。

「うわっ、落とし穴があるっす!?」

「気を付けて！　周りにいくつもあるわ！」

　前方でベート達が猛威を振るう他方、場を飛び退のいたラウルと注意を促すアキの声が上がる。

　彼女達の言葉通り、幅五Ｍメドルはある通路の随所には正方形の縦穴が開いていた。暗あん澹たんたる闇は遥はるか下方に続いていることを示している。

　無造作に開いた落とし穴は罠トラップというより、増設の途中で放置した印象が見受けられた。足もとに注意しつつ、小型盾バックラーと片手剣ライトソードを装備するアキ、弓矢を取り出すラウルは、周囲の横道からわらわらと現れ始めるモンスターに応戦する。

（ヴァレッタ……見ているな）

　混戦の様相を呈する中、中衛の団員達とともに槍を振るうフィンは、辺りへと視線を飛ばした。

　ヴァレッタは離脱していない。闇派閥イヴィルスとの抗争の中で何度も衝突し、相手の思考は熟知している。いずれかの横道の中にひそみ、こちらを窺っている。

　機を窺い、本命の罠でもたたみかけようとしているのだろうか──。

　頭を回転させるフィンが、巨大な十字路に差しかかった、その時。

　親指が、疼いた。


「────」



　かつてないほどの疼痛。

　指が引きつるほどの虫の知らせ。

　同時に、フィンの耳はそれを捉えた。

　付近の『扉』が開く重々しい音を。

（──これ、は）

　危機を察知する『勘』を有するフィンでも、ままならない事態がある。

　知覚できようとも指示が間に合わない、肉体が追いつかない、個人と集団の処理能力を超過した『異常事態イレギュラー』。何度それで『深層』の遠征中、部下を失ったことか。

　その脅威の前兆が今、絶対零れい度の悪寒となって降りかかった。

　直後、フィンが据わるパーティ中衛の真側面。

　凶暴なモンスターの群れが、一斉に縦に割れる。

　あたかもかしずくように、王の代行者に道を開けるように。

　十字路の先の『扉』が解き放たれ、風を裂いて突撃してくるのは──。




（──赤髪の）




　緑の双眼、黒塗りの不気味な長剣、鮮血のごとき紅い髪。

『扉』の奥で気配を殺し、その時を待っていた猛襲者デス・レイダー。

　怪人クリーチャー──レヴィスは瞬時にフィンの眼前へ急迫した。

「っっ!?」

「また会ったな、小人族パルゥム」

　冷ややかな声とともに振り下ろされる黒剣の一撃。

　それを防いだフィンに走り抜ける、凄すさまじい衝撃。

　甚だしい威力、速度、小さ過ぎる体では受け皿たりえないほどの破壊力。

　剣けん戟げきを交わすことたった三合、それだけでフィンの体勢が死んだ。

「18階層の借りを、返しておくぞ」

　以前見まみえた時とは比べものにならない威圧感。ありえない戦闘能力の上昇。

　敵は怪人クリーチャー、そして『強化種』。

　一体、どれほどの『魔石』を喰らって──。

（──『魔法ヘル・フィネガス』を）

　使わなければ負ける。

　しかし、フィンの頭に一抹の危惧ノイズが過よぎってしまう。

　凶猛の魔槍ヘル・フィネガスは能力を激上させる『魔法』。だが代わりに漲みなぎる好戦欲に支配され、まともな指示を下すこともできない凶戦士に成り果ててしまう。

　この状況でラウル達が自分の指揮を失ってしまったら──。

　上に立つ者であるが故の一瞬の懊おう悩のう。

　そして、そのたった一瞬が、勝負の明暗を分けた。




「死ね」




　フィンが抱いた迷いは、今の化物レヴィスにとって致命的な隙すきに他ならない。

　猛烈な弧を描いた黒き剣身が、フィンの体を斬り裂いた。


「づっ────」



　構えるも両断される槍の柄え、矮わい小しょうな身に刻まれた深過ぎる刃創。

　夥しい紅血が散るフィンの視界から、無感動のレヴィスの顔が遠ざかっていく。

　冒険者達の間から一いっ切さいの音が消え、時の流れが緩慢になる中、断たれた勇気の槍フォルティア・スピアとともに小人族パルゥムの体がぐらりと後方へ傾いた。

「だ……」

　怪人クリーチャーの急襲に何も反応できなかった団員達の瞳が、勇者の斜陽を映す。

「……団長ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　フィンの体が床石を跳ねる。団員の絶叫が轟とどろく。

　ベートが、レフィーヤが、背後を振り返って時を凍結させる。

　フィンが倒れた。

　どんな時も【ファミリア】を鼓舞してきた【勇者ブレイバー】が、下された。

　リヴェリアやガレス、アイズ達が倒れたとしても覚えることのない絶望。蒼あおざめる団員達のその衝撃たるや計り知れるものではない。瞬く間に膨張する恐慌が停止した時を爆発させようとする。

　彼の代わりはいない。

　フィンは【ロキ・ファミリア】にとって、決して崩れてはいけない精神的支柱だった。


（────）



　故に。

　張本人であるフィンはいかに現状が致命的であるか誰よりも深く、速く理解していた。

　士気の低下、混乱、瓦解。

　鮮血に霞かすむ思考の中で下した結論は、『全滅』の二文字。

　よって彼の最後の決断は、最速をもって下された。

「ラウルッ!!」

　血に塗まみれたなけなしの叫びは、立ち竦すくんでいた一人の青年に届いた。

　首領フィン達にあらゆる知識と経験を叩き込まれているラウルは目を見開いて、みなまで言われずともすべきことを察し、実践する。

「っ!!」

　弓矢を打ち捨て、何ものよりも速く──レヴィスよりも速く飛び出す。

　追撃せんとしていた怪人クリーチャーは青年に向けて剣を一閃させるが、フィンしか見ていない愚直な疾走は、絶対に勢いを緩めなかった。

　その断行が奏功を摑つかみ取った。

　右の肩当てのみが砕け散り、衝撃によろめくラウルの手が、僅差で小人族パルゥムに届く。

「ちっ」

　レヴィスの舌打ちの下でフィンの体を赤子のように抱き、渾こん身しんの力で床を蹴り付け、通路の一角へ──遥か奈落へと続く縦穴へ。

「続けぇ!!」

「！」

　青年が遮しゃ二に無む二に放った声に引き寄せられるように、アキ達もその後に従った。

　戦闘を放棄し、ラウル達が落下した縦穴へ身を投げる。全滅を回避するために、怪人クリーチャーと怪物モンスターから逃れるために。

　フィンの側にいた中衛位置の全団員が、この場より逃走した。




「ひゃはははははははははははははははっ!!」

　ヴァレッタの哄笑こうしょうが通路内に響き渡る。

　フィンの読み通り戦況を窺っていた彼女は、横道の一つから顔を出したかと思うと、ラウル達が落下した縦穴のもとへ歩み寄った。


「ざまぁねえぜ、フィ～～～ン！　お前が尻尾しっぽを巻いて逃げ出すなんてなぁ、最高の見世物みせもんだ！」



　愉悦を含んだ声を縦穴に残響させるヴァレッタは、顔を上げレヴィスを見やる。

「ありがとうよ。流石、用心棒様だぜ」

「これで、奴やつ等の頭は潰したな」

　怪人クリーチャーの女は億おっ劫くうそうに答えながら、フィンを取り逃がした縦穴に一瞥を落とす。

　彼女の関心はそれで終わった。

「私はもうアリアの方に行く」

「おい、まだフィンに止めは……」

「あとはお前の方でやれ。それとも、これ以上のお膳立てが必要なのか？」

　小人族パルゥムの血を浴びた黒い剣身からぽたぽたと赤い滴が滴り落ちる。剣を振り鳴らすレヴィスは、ヴァレッタを冷たくあしらった。

　赤髪の怪人クリーチャーは己の目的のために踵きびすを返す。

「ちっ、勝手な女だぜ……いけ好かねえ」

　背を向けて去っていく赤髪の女に、ヴァレッタは顔を歪める。

「まぁいい……誰にも譲る気はなかったからなぁ。待ってろよぉフィ～ン、すぐに仕留めにいってやるからなァ」

　だがすぐに気を取り直し、縦穴に向かって嗜虐しぎゃくの笑みを落とす。

　吊り上げられた口端が、執着のほどを物語っていた。

「……てめえ、ら」

　そんな彼女達に対し、掠かすれた呟きを落としたのはベートだった。

　硬直する前衛の面々の中でいち早く衝撃から立ち直った狼人ウェアウルフは、双眼を引き裂いて地を蹴りつけた。

「がぁああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　怒りの咆ほう哮こうを上げてヴァレッタ達目めがけて疾走する。

　立ち塞がるモンスターを全て灰粉にして吹き飛ばし、己の爪そう牙がを叩き込まんとするが、

「Ｌｖ．６のてめえと、まともにやり合うつもりなんてねぇ～んだよ、【凶狼ヴァナルガンド】」

　ヴァレッタは、それもあざ笑う。

　手の中の魔道具マジックアイテムが突き出され、光を放ったかと思うと、ベートの正面に極厚の金属壁が急落下した。

「!!」

　轟ごう音おんとともに閉ざされる十字路、眼前に立ち塞がる最硬金属オリハルコンの『扉』。

　目の前に立ち塞がる不壊の障壁に、ベートは怒号を放った。

「くそったれがァ!!」

　拳を打ち付けた凄まじい殴打音が散るも、最硬金属オリハルコンの『扉』はびくともしない。

　顔に刻まれた青い刺青いれずみが盛大に歪み、歯がぎりぎりと嚙み締められる。

「ベ、ベートさん!?」

　更に、団員達の悲鳴が悪報を届ける。

　振り返った先で迫ってくるのは、水黽ミズグモのモンスターに食人花まで加えた大群だった。

　ヴァレッタが元々仕込んでおいたものだろう、敵の罠トラップに苛いら立だちを募らせながらベートは周囲に視線を走らせる。

　袋小路と化した現在地にいては文字通り袋の鼠ねずみだ。数え切れないモンスターの大群をまともに相手にしていては、ベートはともかく団員達の身が危ない。

　ベートは断腸の思いで叫んでいた。

「てめえら、走れ！」

　前から押し寄せるモンスターの波をかき分けながら、残された退路に駆け込む。

　ベートもまた、この場からの撤退を余儀なくされた。




「だ、団長……ベートさん……」

　一部始終を見ていたレフィーヤは、何もすることができなかった。

　ようやく倒しつくしたのか食人花は通路に押し寄せてこなくなったものの、その場から動くことができない。殿しんがりとしてパーティから離れていたレフィーヤとフィルヴィスだけが、通路内に残ってしまった。

　フィルヴィズともども立ちつくしていると、ヴァレッタが一瞥を飛ばしてくる。

「おい、用心棒様よ。せめてそこのエルフどもは片付けておいてくれよ。私はフィンの泣き面をさっさと拝みてえからな」

　言って、もう一つの『扉』を閉ざし、十字路の地帯を完かん璧ぺきに隔てる。

　フィン達の救援を妨げるヴァレッタの笑みは隔壁の奥に消えた。

　意趣返しのつもりなのか、押し付けられた指示にレヴィスは不愉快そうに眉を曲げ、レフィーヤ達に振り向く。

　凍いてついた眼差しに、レフィーヤの肩が震えた。

「……」

　レヴィスの瞳がすっと細まる。

　間もなく怪人クリーチャーの女は──レフィーヤ達を無視し、自らも横道の一つに入って立ち去った。

「なっ……」

　──見逃された！

　構うにも値しない相手だと判断されたのか。レフィーヤの腹の底が、かっっ、と熱くなる。

　道の奥から響く『扉』の開閉音。レフィーヤは駆け出したが、女が消えた横道は既に金属扉によって閉ざされていた。


「っ……！」



「レフィーヤ、待て！　落ち着け！」

　唇を嚙むレフィーヤにフィルヴィスが追いつく。

　彼女の言葉を聞いて何とか感情を自制し、荒くなっている息を吐き出す。


「フィルヴィスさん、団長達がっ……助けにいかなくちゃ……！」



「わかっている。だが【勇者ブレイバー】のもとには行けない。引き返そうにも最硬金属オリハルコンの『扉』が邪魔で進めない……！」

　フィルヴィスの声には焦あせりがあった。レフィーヤも気付いている。

　後方の大広間は既に最硬金属オリハルコンの『扉』で閉ざされており、フィンやベート達への合流もヴァレッタによって阻止された。

　今のレフィーヤ達は孤立無援であり、この迷宮の中に閉じ込められている。

「取り残されたお前の仲間を助けるにしても、脱出してリヴェリア様達に救援を求めるにしても、今いま私達がすべきことは──」

「──新しい経路みちを見つけ出す」

　言葉を引き継ぐレフィーヤに、フィルヴィスは緊迫した表情で頷いた。

「行くぞ、戦闘は極力避けろ。今の私達は──既に蜘蛛くもの巣に捕われている」

　そして、その中から道標アリアドネたる正解の糸を見つけ出さなくてはならない。

　息を呑みながら、レフィーヤは頷きを返す。

　周囲から伸びている横道の一つに入り、二人のエルフは一いち縷るの希望を求めて走り出した。
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「──」

　ピシッ、と。

　前触れもなく手甲に走った罅を見て、ガレスは動きを止めた。

「ガレス……？　どうしたの？」

「……いや、何でもない」

　アイズに返答したガレスは己の片腕を見つめた後、背後を振り向いた。

　フィン達と別れた背後の道を顧みて、後ろ髪を引かれる思いを拭い去る。

　不穏な胸むな騒さわぎを覚えつつ、パーティとともに先へと進んだ。

「ここは……」

「広っ……」

　行き着いた先は、ちょうどフィン達が見たものと似た大広間だった。

　前方以外に道はなく、その正面の通路も上方に位置している。二階建ての建物に匹敵ひってきしようかという高さで、階段が備わっていない奇妙な造りとなっていた。

　ティオネとティオナの呟きが反響する中──一人の男が正面の入り口から現れる。

「！」

「お初にお目にかかる……【ロキ・ファミリア】の冒険者達」

　通路奥の暗がりから魔石灯の光のもとに姿を晒さらすのは、一人の陰気な男だった。

　長い腰巻を巻いた動きやすそうな衣装は作業衣だろうか、くたびれて汚れた様は清潔の対極にある。不健康そうな白過ぎる肌は、一切の日の光を浴びてないことを物語るかのようだった。

　色素の薄い髪はぼさぼさで、前髪が片目を隠している。

　あらわになっている瞳にも盛大な隈くま。

　若干の年月を感じさせるものの、間違いない──。

「あたし達が探してた似顔絵の男！」

「あんた、港街メレンの漁神かみと取り引きをしたヒューマンで間違いないわね？」

　ティオナが指差し、ティオネが鋭い眼光と口調で問いかける。

　高所からアイズ達を見下ろしている人物は、ちらとアマゾネス姉妹に視線を向けた。

「そんなこともあったが……私を探していたのか？　私は、君達に会いたくなかった」

　ぼそり、と落ちた呟きに、ティオナとティオネは瞬きを繰り返す。

「そもそもこうしている時間すら惜しい。我らが始祖の悲願は遠大にして壮大、時がいくらあっても足りぬ……たとえ到達したとしても間違いなく私はそこに居合わせないだろう……人の身であるこの身が憎らしい……せめて長寿種族エルフの血さえ授さずかっていれば……嗚呼ああ、口惜しい」

　ぶつぶつ、ぶつぶつ、と怪しい独り言を始める男に、ティオナ達だけでなく他の団員達も引いた。アイズも若干。まさかの敵勢ロキ・ファミリアを放置である。

　食人花モンスターはもとより、問答無用で襲いかかってくる闇派閥イヴィルスの残党の中にはいなかった型タイプだ。

「ちょ、ちょっとちょっと！　自分の世界に浸ってないでさぁ！」

「一体なんなのよ、あんたは！　ていうか何がしたいのよ！」

　面食らっていたティオナ達がどうにか叫び返すと、男は独り言を止めて顔を上げる。

「これは失礼した。私の名は……バルカ、とだけ名乗っておこう」

　依然暗い声音で、けれど律儀に名乗るバルカは、億劫そうに右眼を細めた。

「私は、君達を闇の淵ふちへ招待する任を命じられている……」

　その言葉に、ようやくアイズ達は緊張感を取り戻した。

　治療師ヒーラーのリーネやクルスなど、他の団員達も身構える。

　そんな中で、先程から無言を貫くガレスは一人、違和感を覚えていた。

（この面子を前にして、あんなひょろい男が一人？　モンスターが出るわけでもない……アイズ達ならひとっ飛びで男を切り伏せられるぞ）

　バルカが纏う雰囲気は明らかに武闘派のそれではない。まだ魔術師メイジや呪術師ヘクサーと言われた方がしっくりくる。たとえ切札まほうの類があったとしても、この距離ならば短文詠唱を唱えようがアイズ達の攻撃の方が速い。ガレス達を相手取るには明らかな役者不足だ。

　ずっと警戒しているモンスターの奇襲の気配も皆無。

　となると、今も悠然としている男が企たくらむのは、罠トラップ──。

（──？）

　そこで、ガレスの視界にあるものが引っかかった。

（床の中心に、紅い宝玉……？）

　それは大広間の中央、床石の中に埋め込まれるようにして内蔵されていた。

　この迷宮を進む途中、何度か目にしたものと同質の『宝玉』であり、そして見てきたどれよりも大きい。

「!!」

　そこでガレスが、はっ、と弾はじかれたように顔を振り仰いだ。

　こちらを見下ろしているバルカの視線が宝玉の一点に向けられる。

　あたかも共鳴するかのように、紅の宝玉の中身が、揺らいだ。

「お前達、跳とっ──」

「遅い」

　ガレスの叫びを断ち切り、バルカが前髪をかき上げる。

　あらわになる片目、紅の左眼に刻まれるのは──『Ｄ』の記号。

　次の瞬間。




　バクンッ!!　と。




　轟音とともに、大広間の床が開いた。


「──────────」



　凍りつくアイズ、ティオナ、ティオネ、ガレス、そして他の団員達。

　突如喪失した足場、体を包むのは圧倒的な浮遊感、遥か下方に続くのは果てしない闇。

『落とし穴』。

　この大広間の『床』は、単なる床石ではなく。

　来る途中でアイズ達が見てきたものと同じ、最硬金属オリハルコンの『扉』。

　石板で偽装された規格外の巨大両扉。

　侵入者を奈落の底に突き落とす、迷宮の陥穽ダンジョン・ギミック。




「さようなら、【ロキ・ファミリア】──良い悪夢ユメを」




　間もなく、アイズ達の体は落下を開始する。


「ぅ──ぁああああああああああああああああああああああああああああ!?」



　深闇へ吸い込まれる団員が悲鳴を上げる。

　大広間全域が範囲内。『鍵』を開錠したバルカの手で、【ロキ・ファミリア】は例外なく罠トラップの餌え食じきとなった。

「落とし穴ぁ!?」

「ちッ！」

　ティオナの悲鳴を聞きながらティオネ、そして一部の団員がナイフや爪つめを取り付けた紐ロープ及び鎖を壁面に投とう擲てきする。だが継ぎ目のない超硬金属アダマンタイトの壁がその硬度をもって全てを跳ね返す。落下以外許さない縦穴の構造に、ティオネ達の目が驚きょう愕がくを宿した。

　第一級冒険者といえど地に足がつかなくてはどうすることもできない。

　衝撃と混乱によって頭を真っ白に染め上げる者が続出する中、頭上の最硬金属オリハルコンの両扉がゆっくりと、無慈悲に閉じられていく。

「アイズ！」

「っ！」

　だがそこで、ガレスとアイズが同時に動いた。

「ぬぅんっ!!」

「【目覚めよテンペスト】！」

　風を纏ったアイズに向けて、ガレスの大戦斧が投擲される。

　それに風剣を叩きつけることでアイズは真上へ加速、【エアリエル】の力を借りまさに気流のように上昇した。

　両扉が閉じ切る寸前、僅わずかな隙すき間まを抜けて一人落とし穴から脱出する。

「!?」

　大広間の高所にたたずんでいたバルカのもとまで、そのまま一気に躍り出る。

　距離を置いて着地する【剣姫けんき】の姿に、男は驚愕をあらわにした。

「これは驚いた……始祖の罠を躱かわす人間がいるとは」

「あの『扉』を開けて！」

　仲間の危機に鬼気迫るアイズに、バルカはすっと片眼を細めた。

「だが、私も捕まるわけにはいかない」

　逃げの一手である。

　床を蹴って後退するバルカを、アイズはそれ以上の加速で追う。

　しかし一歩届かず、男が横道に逸それた瞬間、最硬金属オリハルコンの『扉』が勢いよく落下した。

「くっ……!?」

　立ち塞がる金属扉に顔を歪め、アイズは通路を逆戻りする。

　先程までバルカがいた位置から、仲間が消えた大広間を見下ろした。

「みんな……！」
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　光の途絶えた迷宮内。

「閉じ込められたの……？」

「ガレス達とも、はぐれちゃった……」

　落下した先で、ティオネとティオナは団員達ともに呆ぼう然ぜんと闇に沈む迷路を見回す。




「ガ、ガレスさん……!?」

「もう切り替えるんじゃ。潔く認めろ。追い詰める側だった儂等は、狩られる側に変わった」

　モンスターの大群に囲まれながら、団員に声を返すガレスは、兜かぶとをかぶり直す。




「団長っ、団長!?」

「……ラウ、ル……指揮を、とれ……ここから、脱出、しろ……」

　止まらない血、絶え絶えの呼吸。

　半死半生の首領の姿に、泣き叫ぶラウルと団員達。

　ラウルの腕の中でかすかに瞼まぶたを開けるフィンは、闇に塞がれた天てん井じょうを力なく見上げる。




「ベートさん、どこに行けば……!?」

「知るかァ!!　鼻を使え、耳を澄ませろ、探し出せ！　何でも構いやしねえ、手がかりを拾ってフィン達のところへ行く！」

　現在地も判然としない迷路を進むベートは、自分に付き従う獣人達に怒声を放つ。




「レフィーヤ、まずは出口を探せ！　必ずどこかにある筈だ！」

「は、はい！」

　孤立しているレフィーヤもまた、フィルヴィスとともに仲間の窮地を救うため混沌の迷宮を奔走する。




　そして。

「【剣姫】は取り逃がしてしまったが……これでタナトスの注文通り」

　追撃を振り切ったバルカは、暗い通路を一人歩んでいく。

「ヴァレッタ達も上手くやったことだろう……準備は整った」

　彼の眼まなこの前ではあらゆる『扉』が従った。

　いくつもの扉を抜け、迷宮を自由に行き来する紅の瞳の持ち主は、静かに宣言する。

「『人造迷宮クノッソス』……始祖傑作の礎いしずえとなれ、【ロキ・ファミリア】」

　闇が牙きばを剝むく。


















「駄目です！　この先で『扉』が落ちて……内部に進めなくなってます！」

　団員の張り裂けるような悲鳴が隠し通路内に反響する。

　リヴェリア達が残る【ロキ・ファミリア】の陣営である。迷宮の出入り口前に陣取った冒険者達は、内部に送り出した斥候の報告を聞いてにわかに騒がしくなった。

　フィン達が迷宮に足を踏み入れて既に七時間。

　音信不通となった侵入部隊に何かあったのだと確信させるには、十分な時間であった。

「フィン達、閉じ込められてしもうたか……可能性は見越しとったけど、どう思う、リヴェリア？」

「いくら最硬金属オリハルコンの『扉』に隔離されたと言っても、いざとなればガレスが超硬金属アダマンタイトの壁を破壊して脱出してくる筈はずだ。それがないということは……迷宮の内部で罠わなにはまった、としか考えられん」

　引き際を誤るフィンとガレスではない、とリヴェリアは闇やみの奥を見据えながら言い切った。

　周囲で動揺する団員達を尻しり目めに、翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうが鋭く細められる。

「じゃあ、そうやな、もし落とし穴の類に引っかかったとして……フィン達は自力で脱出できると思うか？」

「これが普通の迷宮ならば、造作もないと断言できるが……」

　迷宮壁の前まで歩み寄るリヴェリアは、手にしている長杖の石突きでそのまま殴りつけた。

　超硬金属アダマンタイトの光沢が中から露出する中、砕いた石板の一部を拾い上げる。

「やはり、か……」

「なんや、それ？　何か混ざっとるんか？」

「ああ、『オブシディアン・ソルジャーの体石たいせき』だ」

　横から覗のぞき込むロキに、リヴェリアはとある『ドロップアイテム』の名を告げる。

『オブシディアン・ソルジャー』。深層37階層に出現する黒曜石の体を持つモンスター。彼のモンスターの特性は『魔除け石』のごとく『魔法』の効果を減げん殺さいさせる。

　地上に持ち帰られた『ドロップアイテム』は高額で取り引きされ、鍛冶師スミス達が往々にして優秀な対魔法装備の盾や鎧を作り上げるほどだ。

「超硬金属アダマンタイトを覆う石板、全てにこの石が混ぜられていると見ていいだろう。堅牢さだけでなく、『魔法』にも耐性がある」

　手の平にある魔除けの黒曜石を、白く細い指が握り締め、砕く。

　柳眉をひそめながらリヴェリアは言った。

「外から『魔法』を放っても、ダイダロス通りや地下水路に被害を出すだけだ。私でもこの迷宮は完全には破壊できまい。内部からでは尚更。……フィンの『槍』でも不可能だろう」

　冷静に、とうとうと見解を述べる副団長に、周りの団員達は息を呑のんだ。

　ロキも「マジか～」と口にして、迷宮に向けている目を薄うっすらと開く。

「この迷宮は、未み曾ぞ有うの存在だ。これを作るに至った経緯など知る由よしもないが……およそ我々の想像を絶する妄執が関わっているに違いない」

　もはや単なる敵の住処アジトと見なすのは自殺行為だと、リヴェリアは断言した。

　その上で、彼女は主神とともに状況の打開について精査する。

「んー、リヴェリア、自分の魔法円マジックサークルって探知器レーダーみたいな能力あるんやったっけ？」

「何を言っているかはわからんが……第二階位攻撃魔法ラーヴァテインならば魔法円マジックサークル内の人間、怪物モンスターは全て識別できる。ただし、あくまで『横』の範囲だ。下の階層は認識できない」

「全力の広域展開に、炎ブチかます前に中断キャンセルしてもらっての繰り返し……燃費最悪やし、めっちゃ非効率やけど、一応やっとくか。この階フロアだけは調べとくんや」

「わかった、やってみよう」

　ロキの命令を受け、リヴェリアは早速詠唱に移る。

　巨大な翡翠色の魔法円マジックサークルが展開する中、ロキは更に指示を飛ばした。

「アリシア、何人か連れてこの周辺の地図を用意しといてくれへん？　この迷宮がどのくらいでかいかわからんけど、リヴェリアを移動させて魔法円マジックサークルを試させるわ」

「わ、わかりました！」

　複数名の団員と出発するエルフのアリシアを見送った後、ロキは渋い顔を浮かべる。

　口を閉ざす神の顔が、足もとから上る翡翠色の輝きに照らし出されていた。
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　ぼんやりとした青の燐りん光こうが、薄闇を背負う二人の人物の顔を照らし出す。

「言われた通り、【ロキ・ファミリア】を８階層に落とした」

「ありがとう、バルカちゃん。助かったよ」

　落ち合ったバルカと、男神タナトスが言葉を交わす。

　そこは数ある広間のうちの一つだった。迷宮の中でも侵入者はまず辿たどり着けない奥深い場所にある。おどろおどろしい外見の剣や槍が置かれ、ローブを被かぶった者達が複数ある通路口から出入りを繰り返している。後付けの改修で迷宮に設置した闇派閥イヴィルス側の拠点であった。

　魔石灯をほぼ排しており、神タナトスが好む闇が立ち込めている。

「俺おれちょっと出かけてくるけど、それの操作、お願いね」

「わかった……」

　タナトスが広間から出ていくのを横目に、バルカはとある台座の前に立った。

　石造りの台座は切り株の形状に似ていた。蔦つたが幾重にも絡からみついており、一見植物と融合しているようにも見える。台座には月の光を思わせる青白い水膜が張られていた。

　台座の手前には紅の宝玉が備わっている。最硬金属オリハルコンの『扉』に埋め込まれている宝玉と同種であり、『扉』のものよりこちらの方が一回り大きい。

　これは装置だった。迷宮の中でも重要な装置。

『瞳ひとみ』を持つバルカと、ごく一部の者しか扱えない代物である。

「──今日はやけに人造迷宮クノッソスが騒がしいじゃねえか」

　その『ごく一部の者』が、バルカのもとに姿を現した。

　引き締まった肉体を持つ、長身のヒューマンだった。

　口もとに浮かぶのは粗暴な笑みであり、一目で悪党の類だとわかる。

　その顔に装着されているのは、煙水晶スモーキークオーツが用いられた眼装ゴーグル。

　黒がかかった色鏡レンズの奥で、紅あかい左眼がうっすらと透けて見えている。

「何をやっていやがるんだ？　ええ、兄弟？」

「止めろ、ディックス」

　広間の通路から現れた男に、バルカは冷然とした眼まな差ざしの中に嫌悪感を滲にじませた。

「同じ女の腹から生まれた、それだけのことだ。間違っても私を兄などと呼ぶな」

「冗談だよ、冗談。俺だっててめえみたいな『呪縛』の下僕どもと血が繫つながっていると思うと、虫むし唾ずが走るぜ」

　ディックス、と呼ばれた男も嘲あざける笑みで吐き捨てた。

　バルカはもう関心を失ったように、台座へと目を戻す。
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「で、何をギャーギャー騒いでやがる？　これじゃあおちおち化物どもを外にも運び出せねえ」

「我々を嗅かぎ回っていた【ロキ・ファミリア】を、人造迷宮クノッソス内に入れた」

「おいおい……聞いてねえぞ。また面倒臭ぇ連中に目ぇ付けられやがって」

　台座の水膜の中には、無人の通路を始め、階段をかけ下りるアイズの焦あせった横顔、闇の中を見回すティオナ達など、迷宮内の様々な光景が映し出されていた。

　迷宮の随所には蒼あお白い花が、不気味な彫像の瞳や植物の彫細工レリーフの中に隠されている。

　巨大花の寄生によって変貌した24階層食料庫パントリーに咲いていたのと同じものだ。

　その花が捉とらえる映像を台座の水膜からは全て見通すことができた。

　人造迷宮に元がん来らいない、レヴィス達怪人クリーチャーがもたらした技術である。

「ちょうどいい。ディックス、手を貸せ」

「あぁ？」

「ヴァレッタがいい加減な仕事をしたせいで、罠を逃れた狼いぬと妖精どもがちょろちょろ動き回っている……始祖の悲願のためにも、これを始末しろ」

「モンスターに、化物の女もいるだろうが。あいつ等に何とかさせりゃあいいだろう」

「あのおぞましい怪人おんなも勝手に動いている……こうなっては誰だれの指示も届くまい」

　遭遇したモンスターを蹴け散らしている狼人ウェアウルフ、二人で行動をともにしているエルフ、一人黙々と移動しているレヴィスの光景が、水膜の中で揺れる。

「ここが暴かれるようなことがあれば、モンスターの密輸も、お前の『悪趣味な遊び』もかなわなくなるだろう……」

　目を合わせて告げてくるバルカに、ディックスは口を閉ざし、やがて笑った。

「しょうがねえなぁ、やってやる。【ロキ・ファミリア】なんざ、関わりたくねぇ筆頭だが……ここは俺達の家ホームだ。地の理ってやつなら確かにこっちにある」

　迷宮の悪あく辣らつさを知る男は、喉のどを鳴らしながら笑い、顔を上げた。

「新しい槍をくれ。元々そのつもりで来たんだ。羽目を外して、壊しちまった」

「……そこにある。好きな物を持っていけ」

「流石さすが『神秘』持ち。呪術師ヘクサー様は準備がいいじゃねえか」

　壁に並べられた一本の槍が抜き取られる。

　捻ねじ曲がった穂先を持つ赤い長槍。形状はもとより、真紅の色そのものが『呪のろい』という単語を彷ほう彿ふつさせる。不気味な雰囲気を放つ得物を何度か振ったディックスは、気に入ったように柄で肩を叩たたいた。

「じゃあ、ちょっくら行ってくるか。──【ロキ・ファミリア】狩りだ」
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「団長、しっかりしてください！」

　悲痛な声が迷宮の一角に反響していく。

　落ちた高さはおよそ『上層』の六階層分。レヴィス達のもとから何とか離脱したラウル、アキ、他ほか三名の団員は、斬り伏せられたフィンの治療に当たっていた。

「駄目だラウル、傷が塞ふさがらない！」

「どうしてっすか!?　あんなに回復薬ポーションを使ったのに、なんで……！」

　道具アイテムを使用する団員の隣で、ラウルが取り乱しながら叫ぶ。

　いくら回復薬ポーションを用いても、床に寝かしつけられたフィンの傷は一向に塞がらなかった。

　赤い命の滴が今も小人族パルゥムの体から流れ落ちていく。浅く上下する小さな胸はかろうじて生き繫いでいることを知らせるものの、フィンの碧へき眼がんは掠かすれ、まともな視点を結べていない。

「『呪詛カース』……！」

　治療を受け付けない傷を見て、アキがぎりっと唇を嚙かんだ。

「『呪詛カース』って……そんな、どこでもらったんすか!?　怪しい『魔力』なんて、団長は勿もち論ろん、自分達は浴びてなんか……！」

「違うわ、ラウル。あの女が使っていた黒い剣……あれ、『特殊武装スペリオルズ』だったのよ。『呪詛カース』が込められていたの！」

　レヴィスが装備していた禍まが々まがしい漆黒の長剣。

　あの武器そのものが『呪いの武具』であったのだと、アキは見抜いた。

「『呪道具カースウェポン』……」

　アキの推察にはっとするラウルは、他の団員達ともども青ざめながら、呟つぶやく。

『呪詛カース』が込められた『特殊武装スペリオルズ』。魔術師メイジとは対の呪術師ヘクサーの手から生み出される忌いみ嫌われし武具だ。呪いの武器と一括りにされるそれらは、その特異性から『特殊武装スペリオルズ』の中でも更に稀少きしょうである。

　付与されているのは間違いなく、治癒不可能となる『不治の呪い』。

「それじゃあ、団長は……!?」

「解呪しない限り、道具アイテムや『魔法』をいくら使っても、傷は塞がらない……」

　言葉を絞り出すアキに、ラウルの膝ひざは折れかけた。

　フィンの事実上の再起不可能。どころか、早く解呪しなければ血は一向に止まらず、命そのものが危うい。

　このパーティに解呪ができる道具アイテムはなく、治療師ヒーラーもいない。つまり、

「一刻も早く、この迷宮から脱出しないといけない……！」

　アキの下した結論に、ラウルの顔が青を通り越して白くなる。

　恐ろしい敵とモンスターがひそむこの場所から、可及的速やかに脱出？　フィン抜きで？

　ここは地図作成マッピングもできていない未踏の迷宮。現在地もわからなければ、出口の存在も知れない。アイズやガレス達、頼れる仲間もいない。活路など、どこにも存在しない。

　自分達だけで──一体どうやって？

「ラウル、しっかりして！」

「！」

　アキに肩を摑つかまれ、ラウルはびくっと顔を上げた。

「私達が団長を助けないといけないの！　アイズ達じゃない、私達が！　私達だけで！」

「アキ……」

「それなのに、貴方まで自分を見失ったら……！」

　アキの手は震えていた。

　ラウル達が慌あわてるばかりの中、一人冷静に、気丈に振る舞っていた彼女も、やはり動揺を必死に堪こらえているのだ。この事態に屈しまいと必死なのだ。

　ひた隠そうとしている彼女の弱さに触れ、ラウルは何とか気を確かに持つ。

　だが、だが、だが、しかし。

　──団長、自分はどうしたら。

　ラウルは縋すがるように、微かすかな呼吸を繰り返すフィンに視線を落とす。

　考えれば考えるほど絶望的な状況に、青年の思考は音を立てて空転した。
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『フィ～～～～～～～ンッ!!　どこにいやがるぅっ！』



「！」

　その時、遠方より響いてきた大声がラウルの思考を中断させる。

　肩を跳ねさせ咄嗟とっさに振り向いたラウルは察した。フィンに止とどめを刺すために、追手ヴァレッタがやって来たのだと。

　ラウル達は縦穴の落下地点からすぐさま移動していた。ひとえにレヴィス達の追撃を恐れてのことである。迷宮を出で鱈たら目めに移動する危険性リスクを承知の上で、撤退を最優先させたのだ。

　ヴァレッタとはまだ距離があるようだが……伝わってくる足音の数からして、敵は相当の数を率いてやって来ている。

『私が行くまでくたばるんじゃねえぞ！　てめえは最後だ、目の前で子分どもをブッ殺して、たっぷり絶望させてやる！　ははははははははははは！』

「……！」

　嗜虐しぎゃく的な叫喚が恐怖を喚起し、その恐怖が行動を強制する。

「全員、移動するっす！」

　悪化するばかりの状況に、ラウルは仲間に逃走を促すことしかできなかった。




「まんまと罠にかかったわけね……！」

「どうしよう～、ティオネ～!?」

　薄闇に支配される通路の一角。動揺する他団員達とともにティオネとティオナはいた。

「ダンジョンと違ってここ、どこかわかんないし～！　ちょっとやばくない!?」

「落ち着きなさい！　慌てれば相手の思う壺つぼよ！」

　妹を含め他団員達に向けて叫ぶティオネも、内心の動揺を隠せない。

　仕掛けられた大掛かりな罠、直感で危険を察知するフィンとは別の集団パーティを狙ねらうやり方。敵は明らかに用意周到かつ臨機応変な計画をこの迷宮に巡らせている。それはつまり、幾重にも策を講じているということだ。

　二手に分かれた別のパーティは、フィンは無事なのだろうか。

（胸むな騒さわぎがする……大丈夫ですよね、団長？）

　自分より強い雄の心配など杞憂だと、アマゾネスの少女は自分に言い聞かせる。

　だが、そんな彼女をあざ笑うかのように。

　超重量の金属塊がティオネの背後に落下した。

「なっ!?」

　通路を分断する最硬金属オリハルコンの『扉』。

　ティオナと三名の団員が障壁の奥に消えた。

「ティオナ、ティオナ!?　ちくしょう！」

　パーティの更なる分断。暗闇のせいで『扉』の存在に気付けなかった。

　この場にいるのは自分と青ざめる獣人クルス、あとは男性団員サポーター一人のみ。

　怒り任せに金属扉を殴るティオネは己おのれの不覚を呪うが、それよりも、と周囲を見回す。

（『扉』を操作!?　どこかに刺客がいやがるのか!?）

　明らかに人為的な時機タイミングで『扉』は降ってきた。こちらの様子を見張っていなければできない芸当だ。獣人のクルスと、もう一名の男性団員が狼ろう狽ばいする中、不気味な彫像が闇を纏まとう通路を凝視していたティオネは──引き抜いた投げナイフを仲間目がけて瞬投シュートした。

「へっ？」

　高速で飛来する投具《フィルカ》。

　棒立ちとなるサポーターに鋭い光を放つ白刃は──彼の頰ほおすれすれを通過し、その背後にいた存在に命中する。

「グエッ!?」

「……へっ？」

「敵だ！」

　倒れる人影、二度呆ほうけた男性団員サポーター、一対の湾短刀ククリナイフ《ゾルアス》を装備するティオネ。

　慌てて戻ってくる団員とすれ違い、ティオネは無数の気配が蠢うごめく前方へ飛び込んだ。

「ティ、ティオネさん!?」

「クルス、オルバ、魔石灯を出しなさい！」

　クルスの方を見ずに指示し、ティオネは《ゾルアス》を閃ひらめかせる。

　肉を断った感触の次に、があっ、という人の呻うめき声。クルス達が慌てながら携行用の魔石灯を点灯させると、照らし出されるのは黒衣を纏った人間達である。

「いつの間に……!?」

　慄りつ然ぜんとするクルス達を他所よそに、ティオネは次々と敵集団を斬り伏せていく。

（レフィーヤ達から聞いていた闇派閥イヴィルスの連中と格好が違う……こいつ等、暗殺者アサシンか！）

　頭部を覆うフードに身軽な衣装。故郷テルスキュラから飛び出した後、長い旅の中で何度か遭遇した闇の者と足の運び方が酷似している。

　雇われたのか、それとも闇派閥イヴィルスの別部隊か。どちらにせよブチ殺すとティオネは猛る。

　が、

「っっ!?」

　非常に耳障りな高周波、更に『魔法』と思おぼしき光がティオネを襲った。

　空間が限定された通路内に加え、ちょうど肘鉄で黙らせた敵アサシンごと巻き込まれては第一級冒険者であっても躱かわしようがない。片耳を押さえながら何をされたと怒いかるティオネだったが、敵のナイフを咄嗟に回避したところで異変に気付く。

（体が、重い……!?）

　手の平も震え、力が上手うまく入らない。

　最硬金属オリハルコンの『扉』の前で戦闘していたクルス達は何かを悟り、呻いた。

「呪詛カースに、異常魔法アンチ・ステイタス……！」

　前者は被術者に支障デメリットを、後者は能力ステイタスの下降を引き起こす。

　恐らく呪詛カースの効果は倦けん怠たい感かんの付与。ティオネは敵の手で弱体化させられているのだ。

「ティオネさん、こいつ等ら不味まずい!?」

　クルスの警告も虚むなしく暗殺者アサシン達はティオネに群がる。

　多少能力ステイタスを落とされたところで屈するＬｖ．６ではない。だがそれが何度も、幾重にも呪詛カースと異常魔法アンチ・ステイタスをかけられては動きの精彩も欠けていく。敵の暗殺者アサシンは全て『呪い』の使い手であり、多勢に無勢をもってティオネを殺しにかかった。

「こ、のっ!?」

　味方の犠牲の上で『呪い』を重ねがけし、弱った大物を確実に仕留める。

　仲間を分断する人造迷宮との複合コンボ。人海戦術を駆使する暗殺者アサシン達に、ティオネはまともな握力がこもらない両手から、とうとう湾短刀ククリナイフを弾はじき飛ばされてしまう。

「ぐっっ!?」

　斬られ、殴打される。

　まるで風のように横切る黒衣の群れがティオネに傷を刻んでいく。

　そして彼女の膝が堪たまらず地についた時、巨漢の暗殺者アサシンが必殺の大鎚矛メイスを振り下ろした。

「ティオネさん!?」

　肉を粉砕する音が轟とどろいた。




「ティオネ、ティオネ!?」

　隔てられた通路で、ティオナはどんどんと最硬金属オリハルコンの『扉』を両手で叩く。

　返事も反応も何も聞こえてこない。姉同様、分断されたことに焦燥しょうそうを覚えていると、

「ティオナさん、モンスターです！　か、数が……！」

「！」

　魔導士のエルフィが上げる悲鳴に振り返ると、通路奥から新種のモンスター──ベート達も交戦した水黽ミズグモ型が押し寄せる。

　一瞬逡しゅん巡じゅんしたティオナだったが、悩むより先に行動を起こした。

「ここから離れよう！」

「は、はい！」

　自分はともかく魔導士エルフィ達が物量で押し潰つぶされる。そう判断したティオナは止むなく『扉』のもとから走り出した。ティオネ達に謝りながら、振り回す大双刃ウルガによってモンスターを蹴散らし、横道の一つに仲間を導く。

（フィンもガレスも、アイズもティオネもいない！　癪だけどベートも！　やっばいなぁ、これ～!!　あたし考えるの苦手なんだってば！）

　知恵や機転など最も自分が苦手とするものだ。右も左もわからない迷宮の突破口など何も思いつかない。むしろひたすら迷走する自信があるティオナは、必死に付いてくる下位団員を自分一人で守れるのかと、焦りを感じた。

「──ぐあああああっ!?」

「えっ、アークス!?」

　背後から上がった絶叫に振り向くと、ヒューマンの団員が片腕を押さえ蹲うずくまっていた。

　何事かと顧みると、彼の腕にこびりついていたのは一匹のモンスターだった。

「『ポイズン・ウェルミス』!?」

　第二級冒険者にも恐れられる『劇毒』のモンスター。

　前回の『遠征』帰りにも【ロキ・ファミリア】を散々苦しめた、毒妖蛆ポイズン・ウェルミスだ。

「エルフィ、シンシア、どいて！」

　驚くより先に得物を見舞う。大型武器の大双刃ウルガを速攻かつ精密に操あやつり、仲間の腕に傷一つ付けることなく毒妖蛆ポイズン・ウェルミスのみを両断した。

「駄目です、やられてる……特効薬がないと治療ができません！」

「どうしてこんなところに毒妖蛆ポイズン・ウェルミスが……！」

　毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの『劇毒』は『耐異常アビリティ』も貫通してのける。男性団員に駆け寄った少女達が悲鳴を上げ、現状の装備では癒いやせない仲間の惨状にティオナも焦っていると──ぼとっ、と。

　新たな毒妖蛆ポイズン・ウェルミスが、足もとに転がった。

「……」

　引きつった顔をゆっくり上げると、高い天てん井じょうに開いた無数の穴から、押し出されるように蛆モンスターの大群が這はい出ていて──。

「走って!!」

　ティオナ達が地を蹴ると同時、大量の毒妖蛆ポイズン・ウェルミスが頭上より降りそそいだ。


「ちょっとちょっとちょっと～～～っ!?　噓うそでしょー!?」



　毒された団員を肩で担ぎながら全力で逃げ出す。

　絶えず落下してくるモンスター、紫の体皮から分泌される毒液。ティオナ達のすぐ真後ろを劇毒の豪雨が脅かしている。ティオナの悲鳴に呼応するように魔導士の少女達は死にもの狂いで足を漕いだ。

「こんなの竜ドラゴンに追いかけられる方がマシだって～!!」

　全力の逃走の甲か斐いもあって毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの落下帯から何とか抜け出す。

　が、迷宮は安あん堵どの暇など与えず、ドオンッ!!　という絶望の音を放った。

「また『扉』!?」

「ティオナさん、後ろから!?」

　呆ぼう然ぜん自失とすることも許されず振り向けば、押し寄せるのは毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの大群。

　床を、壁を、天井を無数の蟻ありのごとく這う悪夢の行軍に、少女達は猛烈な生理的嫌悪とともに肌を粟あわ立だたせる。

　毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの群れはティオナ達を蹂じゅう躙りんせんと、一斉に飛びかかった。

「にゃろおー！」

　男性団員を仲間に押し付け、前に出るとともに大双刃ウルガを振り回す。

　縦横無尽に走る双刃の剛閃が荒々しい結界となって毒妖蛆ポイズン・ウェルミスを斬り飛ばした。飛びかかった側から『ピギィ!?』と鳴き声を上げ、モンスターの小柄な体たい軀くが次々に断たれていく。

　退路を失い、崖がけっぷちの上で抗うティオナが汗を滴らせるのも束つかの間ま。

　進行を止めた毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの大群は、その小さな口こう腔こうを開いた。

「──」

　毒液の一斉噴射。ティオナの時が止まる。

　劇毒が濁流となって、冒険者達に向かって放出された。




「むうんっ!!」

　モンスターの肉体を、ガレスの拳こぶしが粉砕する。

「アイズを逃がしたはいいが、斧おのを失くしてしまったのぅ」

　ぼやきながら、ドワーフの大戦士はモンスターを素手で打ち破っていった。

　場所は水黽ミズグモ型のモンスターがひしめく広間。

　初見の相手に対し警戒しつつ、他の団員達とともに怪物の包囲網を突破せんと暴れ回る。

（相当下したに落とされたようじゃの。『中層』の経験からいって、ダンジョンならば８階層分、といったところか）

　冒険者としてまだ歴史が浅かった頃ころ、『中層』の縦穴には何度かお世話になっている。52階層以降の『竜の壺』でも最近大落下を味わったばかりだ。

　縦穴の落下時間を逆算して、ガレスは現在地の当たりをつけた。

（半数以上の下っ端どもとはぐれてしまったか……ここにいないティオナとティオネのもとにおればいいんじゃが……）

　ガレスのもとに残ったのは、第二級冒険者の少女ナルヴィを始め団員は三名。モンスターを蹴散らしながら、散り散りとなってしまった団員達の身を案じる。

「ガレスさん！　敵の増援、来ます！」

「！」

　得物の双剣を懸命に振るうナルヴィが呼びかける。ガレスが視線を走らせると、複数の通路口からローブを纏った闇派閥イヴィルスの使徒が大挙して押し寄せてきた。

「いかん！　レフィーヤ達の情報が確かなら、そやつ等は自爆するぞ！」

　真名と所属が記された背中ステイタスを焼き払うとともに敵と共倒れする死兵。闇派閥イヴィルスの残党はどういうわけか死を恐れない。

　食料庫パントリーの戦闘で明らかになった異常者達は、ガレスの忠告の側からローブの下に忍ばせた『火炎石』を着火させた。


「愚かなる願いの代償をここにぃぃぃぃぃぃぃぃ!!」



『ィギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

　モンスターの波の中で人間爆弾が炸さく裂れつし、怪物どもの断末魔を攫さらう。

「逃げるぞ、お前達！」

　押し寄せる熱風にガレス達は一も二もなく撤退の選択肢を取った。

　唯一敵てきの増援がなかった通路口に飛び込み、間一髪巻き添えを逃れる。

　だが、敵の追撃は途切れなかった。四方八方、いくつも錯さく綜そうする迷路の先に闇派閥イヴィルスの残党が現れ、こちらに特攻を仕掛けてくる。

「話には聞いていたけど……無茶苦茶です!?」

「こんな狭い通路で自爆されたら、逃げ場などないのう……！」

　逃げ惑うナルヴィの悲鳴に、さしものドワーフの大戦士も忌いま々いましそうに顔を歪ゆがめる。

　そして、新たな横道を折れ曲がった時だった。

　進路に現れていた敵の姿が、途切れる。

「……敵の追撃が、止んだ？」

　息を切らすナルヴィ達の側で、壁に手をつきながらガレスは眉まゆを怪け訝げんな形に曲げる。

　あれだけ激しかった敵の足音と殺意がぴたりと止み、迷宮に静寂が訪れた。

「──やりましたぁ、バルカ様！　タナトス様ぁ！　我等に仇あだなす賊を、このトリスが追い込みましたぁ!!」

　直後、その歓喜の声に振り向くと、視線の先には残党の頭目と思しき男ヒューマンが立っていた。

　瞳から涙を流し、喜びとも恐怖とも知れぬ感情で体を震わした、常軌を逸した様。

　ナルヴィ達が思わず怯ひるんでいると、男は発火装置を起爆させようとする。

　──この距離で自爆？

　彼我の間合いでは火の手は届かない。

　そもそも『追い込んだ』とはどういうわけか。敵の言動を訝いぶかしんでいたガレスは、


「────」



　指が触れた、あるモノを見てしまった。

　壁に手をついた指の隙すき間ま。石板に埋め込まれ、輝くのは緋色の輝き。

　闇派閥イヴィルスの残党が体に巻き付けているものと同じ、『火炎石』。

　それが、等間隔で通路左右の壁にどこまでも内蔵されている。

「主よ、どうか我が願いをお聞き届けください……」

　男が轟ごう音おんを放って自爆した、次の瞬間。

　通路に仕込まれた『爆弾』が一斉に誘爆した。

「走れぇ!!」

　押し寄せる爆風と衝撃に、ガレス達は全力で背を向けた。

　誘爆する地雷のごとく、壁に設置された『火炎石』が次々に爆発していく。雄お叫たけびを上げる無数の爆炎はいつしか凄すさまじい火炎流となって、逃げるガレス達の背を猛追した。

　炎葬の罠トラップ。足を踏み入れた侵入者をまとめて焼死させる必死の領域。

　石板が弾け飛び金属の内部が露出するも、超硬金属アダマンタイトの組成はびくともしない、ただただ暴れ狂う火炎によって迷路内の温度が一気に上昇する。

　炎流の顎あぎとに脅かされながら、ガレスとナルヴィ達は大粒の汗を垂れ流す。

　そして、追い打ちをかけるように。

　ここでも『扉』が退路を断った。

「!!」

　ティオネ、ティオナ達の時と同様に処刑の宣告を告げる最硬金属オリハルコンの『扉』。

　ばっと背後を振り向けば、ガレス達の顔を緋色に染め上げる火炎流が──。

「う、うわぁあああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　団員の絶叫を道連れに、炎がガレス達を呑み込んだ。




「見つけたぜ」

　その男は、ベート達とモンスターが繰り広げる混戦の中で現れた。

「……なんだ、あの野郎は」

　血を連想させる真紅の長槍、前が開けた闇派閥イヴィルスのローブ。

　着崩した服装の中でフードを被り、素性を隠したヒューマンの男。

「ダセぇ服だぜ、ったくよぉー。万が一のための変装とはいえ、やってられねえなぁ」

　群がるモンスターを先頭で撃破していたベートが、パーティの後方に現れた男に向かって振り返ると、その男は自分の格好にゲラゲラと笑っていた。

　戦闘を続けながらラクタ達たち他団員も振り向く中、男──ディックスは、紅槍の柄えを一回転させ肩に置く。

　そして空いた右手の人差し指を、突き出した。

「じゃあ会って早々だが──死ね」

　フードに隠れる眼装ゴーグルの奥で、紅の瞳が細められる。

「【迷い込め、果てなき悪夢げんそう】」

　一瞬で唱え終わる呪文じゅもん。

　それが意味するところは、超短文詠唱。

　発散される不気味な『魔力』が、『呪い』の産声をもたらす。




「【フォベートール・ダイダロス】」




　放出された紅の波動を視認したベートは──その琥こ珀はく色の瞳を見開いた。


「────」



　次に彼が取った選択は、全力の回避。

　好戦的な狼人ウェアウルフが本能の激声に屈し、全てを放り出す。

　回避の指示を放つこともできず、退避上にいた仲間ラクタの襟えりを摑んで、横手にある道へ転がり込んだ。

　刹那、通路にいた団員達とモンスター、ベート達が立っていた場所を紅の波動が一過する。

　怨念めいたおどろおどろしい残響が耳じ朶だに絡みついた。

　次の瞬間、


『──────────────────────────────────ッッッ!?』



　仲間の団員達とモンスターが一斉に叫喚を放ち、暴走を始めた。

「えっ……み、みんな!?」

「……ッ!?」

　剣が、槍が、牙きばが、鞭むちが、出鱈目に繰り出され、血を飛ばす。

　人も怪物も関係ない。見境なく暴れ出す異様な光景に、床に転がったラクタがベートとともに驚倒する。団員同士、またはモンスター同士、側にいる存在に摑みかかっては手あたり次第襲いかかっていた。

「『呪詛カース』か……！」

『魔法』にはあるまじき効力を、ベートはすぐに悟った。

　恐らくは錯乱の『呪詛カース』。解呪しなければ力つきるまで暴走を続け、近付く者を敵だろうが味方だろうが攻撃する。

　超短文詠唱でなお必殺に値する規格外の『初見殺し』だ。

　ベートも側に逃げ道がなければ餌え食じきになっていただろう。

「見てから躱してんじゃねーよ、【凶狼ヴァナルガンド】……これだから都市最大派閥ロキ・ファミリアはよぉ～」

　一方、横道に退避したベート達に対し、ディックスは悪態を吐きながらも笑みを歪めていた。左手に持った紅槍の柄で肩を叩きながら、視線の先で繰り広げられる狂騒に唇を吊つり上げる。

　武器が、爪つめが幾度となく振るわれ、人も怪物も血を散らしながら、暴れ狂っていく。

「いいのかぁ、【凶狼ヴァナルガンド】!?　早く何とかしねえと、お仲間が共倒れしちまうぜぇ!!　は、はははははははははははははははははははっ!!」

　嘲弄ちょうろうの声がベートの眉み間けんに皺しわを刻ませる。

　暴走の宴を作り出した眼装ゴーグルの男は喉を鳴らし、哄笑こうしょうをまき散らした。
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「我らが始祖……昔日の名工ダイダロスは、混沌の美ダンジョンに劣らぬ最高傑作を作り出そうとした」

　台座を見下ろしながら、バルカは語る。

「それがここ……人造迷宮クノッソス」

　眼下の水膜には、逃げ惑う【ロキ・ファミリア】の面々が映し出されている。

「連綿と続く血族が、遺された『設計図』をもとに完成を目指す……始祖とその系譜たる我らの大望。未いまだ完成など見えぬ千年来の『作品』だ」

　ティオナ達の動向に瞳を細め、バルカは台座の大紅玉に手を置いた。

　彼の左眼と紅玉が共鳴の光を灯したかと思うと、毒妖蛆ポイズン・ウェルミスから逃げるティオナ達の退路が『扉』によって塞がれた。

「始祖の『設計図』に手を加え、独自の改造を施してある……不本意であるが、これも闇派閥イヴィルスとの契約だ。奴やつ等がいなければ我等は悲願を遂げることはできない」

　台座の大紅玉は迷宮中の『扉』を遠隔操作することが可能であった。

　バルカが語る名工ダイダロスの血を受け継いだ者、瞳に『Ｄ』の記号を宿した者だけが扱える装置。

　台座の中で、退路を断たれたティオナ達が毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの一斉射撃に見舞われる。

「ここは彼かの地下迷宮ダンジョンより、遥はるかに悪意ある迷宮。オラリオに巣食う『悪』を守るだけの、ただの砦アジトではない」

　足を踏み入れた時点でお前達の命運はつきていたのだと、バルカは台座を眺めながら言い渡す。

「獲物を群れから引き離し、仕留める……狩りの基本だ。冒険者は互いを補完し合う仲間パーティがいなければ碌ろくに力も発揮できない雑輩ざっぱいたる存在。【ロキ・ファミリア】も例外ではない」

　分断からの罠、追い打ち。全てが絶好の潮。

　配置された暗殺者アサシンが、大量のモンスターが、ヴァレッタを始めとした闇派閥イヴィルスの残党が、散り散りとなった【ロキ・ファミリア】を追い詰める。

「【ロキ・ファミリア】といえど、仲間がいなければこうも脆もろい」

　台座に映し出される光景の中で、瀕死のフィンを抱えるラウル達が、ティオネが、ティオナが、ガレスが、ベートが、一人、また一人と迷宮の罠の餌食となっていった。

　バルカに見下ろされる【ロキ・ファミリア】は、受け入れるしかなかった。

　信じられないことだが、認めるしかなかった。

　この人工の迷宮の脅威が、『深層』に匹敵ひってきすることを。

「『鍵かぎ』を持たないお前達には、この人造迷宮クノッソスの攻略など不可能……終わりだ」

　絶望に歪む冒険者達の顔を無感動に見つめ、バルカは言い切った。

「残るはエルフ達と、【剣姫けんき】……」

　やがて、台座の中の光景の二つに視線を向ける。

　ともに走る二人のエルフと、風のように疾走する金髪金眼の少女に。
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「レフィーヤ、私が前衛を務める。前へ出るな！」

「は、はい！」

　フィルヴィスの指示に、体が前へ急いていたレフィーヤは慌てて頷うなずいた。

　現在地も判然としない迷宮内。レフィーヤとフィルヴィスははぐれてしまった【ロキ・ファミリア】との合流、もしくは現状の打開策を求めて文字通り迷走していた。

「……問題ない。進むぞ」

　フィルヴィスは『魔法剣士』。純粋な後衛魔導士であるレフィーヤより配置ポジションを前にするのは自然の成り行きである。彼女が曲がり角から顔を出し、敵影の有無を確認した後、先導されるまま道を進んでいく。

「レフィーヤ……私はこのまま、外の出口を探すべきだと思う」

「えっ？」

「下へ落ちていった仲間を想おもうお前の気持ちは、わかる。だが今は何とかこの迷宮から脱出し、外に救援を求めるべきだ」

　フィルヴィスの意見に、レフィーヤは口を噤つぐんでしまった。

　彼女の言っていることは間違いなく正論だ。このまま二人で当てもなく迷宮を徘はい徊かいするより、外で待機しているリヴェリア達を呼んできた方がいい。つまり進路はフィン達が落ちていった下ではなく、上。

　理屈ではわかっている。だがレフィーヤはどうしても踏ん切りが付かなかった。

（アイズさん達は……大丈夫なんでしょうか）

　二手に分かれたもう片方のパーティを案じる。

　どうか無事でいてほしい、叶かなうなら合流できれば、とレフィーヤが願っていると、先行していたフィルヴィスがはっと動きを止めた。

　伸ばされた片腕がレフィーヤの動きを制したかと思うと、そのまま横道の影に引っ張り込んだ。

「な、何かあったんですか？」

「静かにしろ」

　フィルヴィスがその一言のみを返す。

　緊迫した彼女の声音にレフィーヤが息を止めていると、視線の先の辻に人影が現れた。

（……！　あれは……）

　覗き込むレフィーヤの瞳に映るのは、紫し紺こんの外套フーデッドローブ。

　24階層食料庫パントリーで見た仮面の人物に違いなかった。

　銀のメタルグローブに、肌を僅わずかも露出しない格好。

　交戦したフィン達の情報によれば、食人花を操る怪人クリーチャーであることは確定だそうだ。

（敵は、一人……）

　ここから見る限り、仮面の怪人クリーチャーは単独で行動している。

　どこへ行くつもりかと窺うかがっていると、不意に相手はこちらに振り向いた。

「……！」

　フィルヴィスが咄嗟に腕を引いてくれたおかげで、間一髪隠れることができた。

　バレてはいない、筈だ。

　レフィーヤの鼓動がばくばくと体中に鳴り響いていく。

　フィルヴィスも口を真一文字に引き結び、束の間の沈黙に耐えていた。

　ここでモンスターを呼ばれては一ひと溜たまりもない。レフィーヤ達が息を押し殺す中、こちらをじっと見つめていた仮面の怪人クリーチャーは──遠方より響いた音にぴくっと反応した。

　すぐにそちらへ駆け出していく。

「……行った、ようだな」

「危なかった……でも、今の音……『扉』が開く音に似ていたような」

　この迷宮に入ってから何度か聞いた硬質な金属扉が上下動する音。細いエルフの耳を揺らすレフィーヤに、フィルヴィスも肯定するように頷いた。

　すぐに二人は横道から出て、仮面の人物の後を追った。

　無論、尾行には細心の注意を払い、見失わないぎりぎりの距離を保つ。

　迷路を何度も曲がり、更に上へ続く階段を一つ通過することしばらく、仮面の人物は外に繫がる出入り口と思しき通路前に立っていた。

　開かれたばかりの『扉』の前には、フードとローブで顔を隠した二つの人影がある。

（あの人達は……？）

　レフィーヤが角から様子を窺っていると、来訪者の一人と仮面の人物は何かを話しているようだった。体の線からして来訪者達は男性と女性だと見抜く。

（一人は……神様？）

　遠巻きに眺めていても僅かに伝わってくる神しん威いにレフィーヤが瞳を細めていると、仮面の人物は来訪者達を連れ立って移動を開始する。

　取り出した『鍵』を使って、別の『扉』の奥へ消えた。

「どこへ行ったんでしょうか？」

「それはわからないが……やったぞ、レフィーヤ。外に繫がっている」

　来訪者が去っていった方向を一いち瞥べつしつつ、レフィーヤ達は迷宮の出入り口を発見した。

『扉』は放置していれば閉まる仕組みなのか、開けられたままとなっている。顔を出して覗けば、見覚えのある地下水路の隠し通路内だった。

　恐らくはリヴェリア達がいるところに繫がっているのだろう。

「モンスターも敵影もいない。出よう、レフィーヤ」

「……」

「……レフィーヤ？」

　安堵を滲ませるフィルヴィスの声に、押し黙る。

　怪訝に思ったのか振り返る彼女を他所に、レフィーヤは──魔法円マジックサークルを展開した。

「【ウィーシェの名のもとに願う──】」

「なっ」

　使用するのは召喚魔法サモン・バースト【エルフ・リング】。

　啞あ然ぜんとするフィルヴィスの隣で、レフィーヤは一気に詠唱を加速させる。

「【吹雪ふぶけ、三み度たびの厳冬げんとう──我が名はアールヴ】！」

　召喚するのは、リヴェリア・リヨス・アールヴの氷結砲撃。

　魔法円マジックサークルから翡翠色の輝きを放ち、両手で持つ杖つえを突き出す。

「【ウィン・フィンブルヴェトル】!!」

　放たれた三条の吹雪ふぶきは出入り口付近に見舞われた。

　天井に押し上がっている『扉』ごと氷漬けになり、まさに氷窟のごとき光景を生む。

「これなら……」

　そう、これなら。

『鍵』を使用されたとしても、しばらくは扉の『開口状態』を保てる。

「フィルヴィスさん……フィルヴィスさんはこのまま外に出て、リヴェリア様を連れてきてください。私は、引き返します」

「なっ……何を言っている!?」

　レフィーヤの言葉に、フィルヴィスは取り乱した。

　表情を激変させ声を荒げたが、すぐにはっとして辺りを見回す。

　レフィーヤの目と鼻の先まで詰め寄り、声をひそめた。

「引き返すだと？　この迷宮に？　無茶を言うなっ、一人で戻って何になるっ」

「フィルヴィスさんが言っていることは正しいってわかっています。私一人なんかが引き返しても……何もできないかもしれない」

　もはや睨にらみつけてくるフィルヴィスの赤緋せきひの瞳を、レフィーヤは気丈に見返した。

「でも、ここで助けを待っていたら……間に合わないかもしれない」


「っ……！」



「出口の場所はわかりました。『扉』もしばらくは開いた状態を保てます。こっちから迎えに行った方が、団長達と合流できる時間が短縮できます」

　レフィーヤの言い分に、フィルヴィスは呆然としていた。

　顔を力なく横に振り、「無茶だ……」と消え入りそうな声で反対してくる。レフィーヤの言っていることは愚かな希望的観測に過ぎないと。

　彼女の顔はいっそ泣き出しそうだった。懇願しているようにも見える。

　だが、レフィーヤの意志は曲がらなかった。

　筒形のバックパックを背負い直し、心の内を明かす。

「ごめんなさい、フィルヴィスさん……私は【ファミリア】の仲間みんなを、見捨てたくない」

　それはフィルヴィスにとって残酷な答えでもあった。

　同どう胞ほうの少女ははっと目を見張り、次には唇を嚙んでうつむく。

『27階層の悪夢』で仲間に生かされ、そして見捨ててしまった彼女には、傷口を暴き出された気分だろう。

　同時に、だからこそ止めることもできない。

　フィルヴィスはレフィーヤの決意が痛いほど理解できてしまう。

　静寂が辺りを包み、時間だけが過ぎていく。

　足もとを見つめていたエルフの少女は、やがて顔を上げた。

「……それなら、私もお前に付いていこう」


「えっ……？　で、でもっフィルヴィスさんっ、誰かが助けを呼んでこなくちゃ……！」



「お前を一人になんかできない!!」

　声を遮さえぎって、フィルヴィスは叫んだ。

　びくっ、と肩を揺らすレフィーヤは数瞬、息を止めてしまう。

「何て我わが儘ままで、何て強情なんだ……何て、危なっかしいんだ、お前は……」

「フィルヴィス、さん……」

「どうして、私の気持ちを考えてくれないんだ……私だって、お前を死なせたくないと思っているのに」

「……！」

「私は、お前を……」

　フィルヴィスは感情が溢あふれ出してしまったかのように、想いを言葉に変えた。

　赤緋の瞳を何度も揺らす同胞の姿に、レフィーヤは胸が締め付けられ、切なくなる。こんなにも自分のことを想ってくれる少女に申し訳なくなる。

　それでも、レフィーヤは言葉を撤回することはできなかった。

　押し黙り、フィルヴィスと悲しみの眼差しを交わす。

「……私はお前と行動をともにする。ここに残ろうが、迷宮に舞い戻ろうが。お前が我を通すというのなら、私もこの想いを曲げない」

　やがて落ち着きを取り戻したフィルヴィスは、ともすれば睨みつけるようにして告げた。

　レフィーヤも彼女を説得するのを諦あきらめた。

　自分も彼女も似た者同士。まるで鏡のよう。

　苦笑をしようとして、結局レフィーヤはできなかった。

　自分の我儘が彼女を巻き込んでいることを理解しているから。

「……」

　凍りついた壁面を見やる。多大な『魔力』を込めたにも関わらず、既に氷はうっすらと解け始めている。

『魔除け石ドロップアイテム』を含有する迷宮壁を見据えたレフィーヤは視線を巡らせた。

（信じるしかない……リヴェリア様、どうか）

　迷宮と隠し通路の境目、そこに己の杖《森のティアードロップ》を置く。

　先端に据えられた『魔宝石』を砕き、紺こん碧ぺき色の魔素が上っていくのを確認してから、レフィーヤは薄闇が続く先へ振り返った。

「行きましょう」

　無言で頷くフィルヴィスとともに、再び人工の迷宮に舞い戻る。

「フィルヴィスさん……ありがとう」

「……」

　一歩前を走っていく少女の背中は、何も答えてはくれなかった。
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　アイズは走っていた。

　罠に陥おちいった仲間の行方ゆくえ、そして彼等を救い出すことのできる手がかりを求めて。

「人工の迷宮……ずっと、作っていたの？」

　あまりにも壮大過ぎる。こんなものをいつの間に。

　先に進めば進むほど、アイズはそのように思わずにはいられなかった。

　無意味にすら思える広大さ。複雑な迷宮の構造はダンジョンにも匹敵する。現れては消える岐路の数々はアイズの方向感覚をとうに麻ま痺ひさせていた。

　どこか甘く考えていたのかもしれない。

　レヴィス達怪人クリーチャーはともかく、闇派閥イヴィルスの残党は自分達より遥かにＬｖ．が低い格下だと。

　迷宮の端々から不気味な薄ら寒さを覚えながら、アイズは敵勢力の底知れなさを感じた。

（ティオナ達は心配だけど……今しなきゃいけないのは、敵との接触！）

　当面の目標は『扉』を開閉できたバルカの身柄の拘束であるが、彼の居場所がわからない以上、目印をつけながらしらみ潰しに進み続けるしかない。けれど、とアイズは同時に思う。

　この広い迷宮をバルカ一人だけが自由に移動できるとは考えにくい。恐らく、『扉』を開けることのできる何らかの『鍵』がある筈だ。アイズ達が迷宮に足を踏み入れる直前、仮面の人物が入り口の『扉』を開けたように。

　遭遇するモンスターをすれ違い様、瞬時に斬り伏せながら、アイズは第一級冒険者たる己の感覚を研ぎ澄ませ人の気配を探った。

「階段……！」

　これで都合四つめ。

　現在の階層フロアは何故なぜか人の臭いが感じられない。朽ちたモンスターと思しき灰が方々に溜まり、壁や通路が汚され、どこか放棄されたような印象さえある。直感的にこの階層フロアに人はいないと思ったアイズは、遥か前方に見える下への連絡路に進もうとした。

「──！」

　だが、直前。

　先を急いでいたアイズの足は止まった。

　金の双眸が見つめるのは、ひとつの横道だった。

　他の通路と異なるところなど何もない、ただ闇を抱えるだけの通路。

　その通路から、アイズは目を離すことができなくなっていた。

　まるで引き寄せられるかのように、闇の奥に目を凝こらす。

（この感覚は……）

　どくんっ、と心臓の音が高く鳴いた。

　体を流れる『血』が、何かをアイズに訴えていた。

「っ……」

　思考の中に迷いが生じる。金の瞳が階段の方角を一瞥する。

　やがて少女のブーツは、横道の先へつま先を向けていた。

　魔石灯が完かん璧ぺきに沈黙した暗闇の通路。足を進める度に鼓動の音が速くなっていく。

　ずっと奥に見える出口と思しき先の薄明りが、アイズのことを呼んでいた。

（『扉』が、開いてる……）

　長い通路を経て、アイズは開けた空間に出た。

「──」

　石板に覆われた今までの迷宮風景から、そこは完璧に様変わりしていた。

　床石の上を這い回る、いくつもの管パイプ。円形を形作る広間に張り巡らされており、それらは壁際に設置された大型のフラスコに全て繫がっていた。

　連想するのは魔術師メイジの魔工房アトリエ、いや『実験室』などという単語。

　用済みであることを告げるように、ここも埃ほこりや灰が積もっており、荒廃とした雰囲気が漂っている。唯一生きている天井中央の巨大魔石灯が青白い燐光を放ち、不気味な広間を照らしていた。

「……これ、は」

　広間を取り巻くように設置されたフラスコの数は、七つ。

　体を丸めれば大人一人入れる大型容器フラスコは全て硝子がらすが破られていた。無論、中身はない。

　底に残った緑色の水溶液が異臭を放つ中、アイズは割れたフラスコに手を伸ばす。

　途端、どくんっ、と。

　一層『血』が強くざわめいた。

　次いで発生するのは、迷宮の宿場街リヴィラで感じたものと同じ目眩めまいと吐き気。アイズの『血』が、歪んだ『精霊』の残ざん滓しを感じ取る。

　間違いない。

　この中に、『宝玉の胎児』がいた。

「それじゃあ、この部屋は……」

　地上に運び込まれた『宝玉の胎児』を保存、生育していた施設。

　割れたフラスコの数は──胎児の数を意味する？

　ぞっっ、とアイズは寒気に襲われた。

『精霊の分身デミ・スピリット』。

　59階層でアイズ達を追い詰め、【ロキ・ファミリア】の第一級冒険者が総がかりでようやく撃破した怪物の『種』が、既に七つも地上に運び込まれている？

　息を呑みながら、アイズは放棄された広間を見回した。

「──やはり、ここに来たか」

　不意に響く、女の声。

　背に投げかけられたそれに、アイズははっと振り返った。

「貴方は……！」

「気配に引き寄せられ、羽虫のようにここへやって来る……『エニュオ』の言う通りだったな。地上の連中の言うことなど聞かず、待っていればよかった」

　赤髪の女、レヴィスは、アイズとは別の通路より広間に足を踏み入れた。

　もはや宿敵と呼べるほどの怪人クリーチャーの登場に、アイズの緊張感がはね上がる。

「久しぶりだな、アリア。長かったぞ、こうしてお前にまた会うまで……辛酸を舐なめさせられたあの日から、な」

　いつか聞いた時と同じ淡々とした口振りに反して、その緑色の双眼は猛々しい戦意を宿している。雪辱を晴らさんと、今度は彼女が再戦リベンジに臨もうとしていた。

　片手に提げられた抜き身の黒剣が、鈍く剣けん呑のんな輝きを放つ。

「……ここに、『宝玉』があったの？」

「答える必要があるのか？　もう理解しているだろう？」

「今は、どこに？」

「この迷宮のどこかにひそんでいる。探してみろ……できるものなら、な」

　逃がすつもりはないと、静かな殺気が言外に告げる。

　今まで感じたことのないほどの威圧感に緊迫するアイズは、愛剣の《デスペレート》を構えたところで……それに気が付いてしまった。

「その、剣の血は……なに？」

　レヴィスの手もと、黒い剣身は赤い血液に彩いろどられていた。

　それが意味するところは、レヴィスが自分アイズ以外の敵を、侵入者を斬りつけたということ。

　そしてアイズ以外の侵入者など、【ロキ・ファミリア】を置いて他にはいない。

　脳裏に過よぎるのは今も離れ離れになっている仲間達の顔。

　アイズが心臓を鷲わし摑みにされていると、レヴィスは「ああ……」と剣を見下ろした。

「あの小人族パルゥムを斬ってやった。槍を使う、あいつだ」

　アイズの時間が凍結する。

「止めは刺してやれなかったが、今頃闇派閥イヴィルスの連中の手で葬られている筈だ」

「うそ……噓！」

「事実だ」

「フィンがやられるわけない!!」

　普段ではありえない声量で叫び返すアイズ。

　必死に動揺を振り払おうとする彼女の表情に、レヴィスは無感動に腰の剣帯からあるものを取り出し、少女の足もとに放った。

「──」

　カラン、と乾いた音を立てるのは黄金の穂先。

　柄えを断たれた、フィンの《フォルティア・スピア》。

　アイズの聴覚から外界の全ての音が遠のく。

「安心しろ。お前の始末を終えたら……他の仲間もすぐに追わせてやる」

　その中で、女の声音が耳に障る不協和音のごとく歪んで届く。

　アイズの感情の振れ幅が、一気に振り切れた。

「ッッッ!!」

　管パイプの床を蹴り付け、荒ぶる風となる。

　脳裏を真紅の色にかき乱されるアイズは、猛然とレヴィスへと斬りかかった。

「お前から仕掛けてくるのは、初めてだな」

　初手から全力を込めたアイズ渾こん身しんの斬撃を。

　レヴィスは、難なく弾いた。

「っ!?」

　剣身を伝う衝撃とともに驚きょう愕がくに見舞われるアイズは、すぐさま次の攻撃を放つ。

　レヴィスはこれも容易たやすく対応した。【剣姫】が誇る剣技に、純粋な『力』と『速度』をもって斬り結ぶ。

　両者の剣劇に耐え兼ねたように、レヴィスの黒剣がビキッと破片を飛ばした。

「……ああ、そうか」

　レヴィスは何かに気付いたように己の得物を一瞥する。

　無造作な薙なぎ払いでアイズを弾き飛ばし、間合いを置いた。

　戦せん慄りつするのはアイズである。今も残る手の痺しびれが物語っていた。以前24階層と戦ったレヴィスとは、能力が桁けた違いであると。

「危なかったな。これでは殺してしまう」

　戦おののく少女の眼差しを他所に、レヴィスは砕けた呪いの剣を放り捨てる。

　代わりに、腰に佩はいていたもう一振りの長剣を引き抜いた。

「『風』を使っておけよ、アリア」

　直後、女の身に纏う空気が一変する。

「死なれては──あとで面倒だ」

　レヴィスは地を蹴り砕いた。


「──っっ!?」



　かき消える速度の肉薄に、アイズの目が見開かれた。

　衝撃、轟音。防御に構えた剣ごと横手に吹き飛ばされる。

　踏鞴たたらを踏む彼女に秒を待たず迫る剛撃。『技』をもって咄嗟にこれを往いなすも、レヴィスの乱舞に捕まった。

　霞かすむ斬撃に何本もの金の髪が散り、衝撃によって管パイプごと床石が巻き上げられ、器材も巻き添えを喰くらう。

　視界に広がる圧倒的な破壊の光景を前に、アイズに選択の余地はなかった。

「【目覚めよテンペスト】!!」

　発動する【エアリエル】。風の付与魔法エンチャントが解放される。

　研ぎ澄まされた風の剣と鎧を身に纏い、アイズは怪人クリーチャーに応戦した。

　が──。

「人間共おまえたちは、本当に仲間の死に敏感だな」

　呼応するようにレヴィスの速度が上昇する。

　風の鎧を前に、もう全力でぶつかっても命を奪う心配はなくなったかのように。

「動揺が透けて見えるぞ」


「────」



　吹き荒すさぶ風の隙間を縫って攻撃を織り成し、アイズの視界を圧迫する。

　そして振り上げられた長剣が、力任せにアイズの剣を弾いた。

　気流から千切られる風の残滓、消失する防御。

　生じた隙すきを摑み取り、レヴィスは容赦なく渾身の袈け裟さ切りを放った。

「私の勝ちだな、アリア」

　風の鎧を断ち、斜め一閃に刻まれる赤の軌跡。

「あ──」

　胸当てが斬り裂かれ、体から大量の血ち飛沫しぶきが舞う。

　灼熱しゃくねつの激痛とともに、必殺の一撃がアイズに叩き込まれた。


















　薄うす闇やみの中で、台座に張られた水膜がぼんやりと輝きを放っている。

　台座の前に立つバルカは無感動の表情で、映し出される光景を見下ろしていた。

「【剣姫けんき】もレヴィスが仕留めた……我等の勝利は時間の問題……」

　金髪金眼の少女が鮮血を散らしながら床を転がっていく。彼女を追い詰めるのは怪人クリーチャーの女だ。大型容器フラスコが設置されたその広間の光景以外にも、人造迷宮クノッソスの随所で【ロキ・ファミリア】の面々が窮地に晒さらされている。

　全ての光景を水膜越しに視認していたバルカは、おもむろに呟つぶやきをこぼす。

「残る問題は……エルフ達の位置がわからないこと……」

　無感動であった男の表情が僅わずかに眉まゆをひそめる。

　言葉通り、バルカはエルフの少女達を見失っていた。

　全くの偶然であろうが、少女達は彫像や彫細工レリーフに隠されている『目』の死角に当たる部分を頻しきりに移動していた。詳しい位置情報が摑つかめなければ、いくら『扉』を遠隔操作し罠トラップを発動しても意味はない。

　無論、迷宮の随所に配置された『目』を躱かわし切れることはなく、ちょうど今も映像の一つに少女達の姿が映し出されるのだが、

「また『魔法』か……」

　白のエルフが放った雷条の光が、映像の一つをかき消した。

『魔法』によって破壊される彫像や彫細工レリーフ。直接狙ねらわれているわけではない。モンスターと応戦するために放たれた攻撃に巻き込まれているのである。特に【千の妖精サウザンド・エルフ】の『魔法』は凶悪で、繰り出される大光閃は通路内の石細工を全て消し飛ばしていた。

（一度１階層まで行ったようだが、今いまは４階層に出没している……動きが不鮮明だな。何を狙っている？）

　時折映うつし出されるエルフの少女達の姿を、優先して追っていたバルカは、大体の進路を予想するうちに、ふとあることに気が付いた。

「この先は……」
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「レフィーヤ、撃て！」

「【アルクス・レイ】！」

　フィルヴィスが指示した方向に、レフィーヤの砲撃が放たれる。

　石造の通路内を焼きつくす大光閃は、固まっていた水黽ミズグモの群れを一瞬で蒸発させた。

　出口を発見してから数時間。レフィーヤ達は怪物モンスターの交戦を経ては進行を繰り返していた。

『魔法』の乱発によってレフィーヤは精神力マインドを消耗しているものの、幸か不幸か、闇派閥イヴィルスの残党とは誰だれとも接触せずに迷宮の４階層まで辿たどり着いている。

　道筋を忘れないようフィルヴィスが地図を作製しながら、白墨チョークで目印も刻んでいく。

「！」

「フィルヴィスさん？」

　変化が訪れたのは唐突だった。

　肩を揺らすフィルヴィスに気付いたレフィーヤは、足を止めて彼女の視線を追う。

　通路の先は造りを変え、地下の迷宮とは思えない広い回廊となっていた。空の光が届かない代わりにうっすらとした蒼あおい魔石灯が幽玄な雰囲気を醸し出しており、長い柱が何本も立ち並んでいる。

　レフィーヤがすぐに思い浮かべたのは、『遺跡』という言葉。

　その理由は、壁一面に描かれた図絵の存在である。

「壁画……？」

　レフィーヤの言葉通り、回廊には壁画が施されていた。

　赤い石板の上に描かれたもの、罅ひび割れて色あせている岩壁に刻まれたもの……都市外にある複数の遺跡から引き剝はがし運んできたものだろうか、様々な壁画が迷宮壁に貼はり付けられている。

　壁画に共通しているのは、巨大な竜や怪鳥など、モンスターから逃げ惑う人々の構図。

　数々の絵画からは怪物の咆ほう哮こうや人々の泣き叫ぶ声が聞こえてくるかのようだった。

　厄災と狂乱。破壊と悲鳴の宴。

　得体の知れない不気味な空間に、レフィーヤは何かおぞましいものを感じてしまう。

　一体ここは何なのかと見回していると……紺こん碧ぺき色の瞳ひとみは、ある壁画の前で止まった。

「これは、竜と……？」

　それは他ほかの壁画と内容を異にするものだった。

　絵の中央に据えられた巨大な竜に、それを取り巻く六人の乙女おとめ。

　乙女達はみな目を瞑つむりながら両手を組んでおり、一見祈いのり子ごのようにも見える。

「生いけ贄にえの娘……それとも、聖女？」

　千年以上も前の『古代』、辺境の地ではダンジョンより進出したモンスターを鎮しずめるため、女子供を生いけ贄にえに捧げる儀式があったと文献には残されている。

　亀裂が走り劣化も激しい壁画に、レフィーヤの体は自然と引き寄せられた。

「それに、この竜は──」

　レフィーヤが食い入るように見つめていた、その時。




「そいつ、ニーズホッグって言うんだってさ」




　闇の淵ふちから這はい出たような、仄ほの暗ぐらい声が投じられた。

「!?」

　自分でもなければフィルヴィスのものでもない第三者の声に振り向く。

　回廊の支柱の陰から現れるのは、一柱の男神だった。

「『陸の王者ベヒーモス』、『海の覇王リヴァイアサン』、そして『隻眼の竜』……『三大冒険者依頼クエスト』の目標、黒竜達が出てくるまで、地上を恐怖のドン底に陥おとしいれていた化物モンスターだよ」

「貴方は……!?」

　女性のように長い髪。闇を凝縮したような風貌。醸し出す雰囲気は退廃的なそれ。

　超越存在デウスデアであるが故に容姿端麗であるにもかかわらず、ここまで陰いん鬱うつな神をレフィーヤは目にしたことがなかった。

「俺おれはタナトス。君達の言うところの闇派閥イヴィルスの残り滓かす……それの主神さ」

「！」

　はっとするレフィーヤは予備スペアの短杖ワンドを身構え、咄嗟とっさに問いただしていた。

「それじゃあ、貴方が闇派閥イヴィルスの遺志を引き継いで、こんな組織を……！」

「正確には、ギルドが『邪神』なんて呼んでいた神々の、最後の生き残り……かな」

　男神はそれに笑い返す。

「まぁ、残党を率いているのは否定しないよ。主神に先立たれたヴァレッタちゃん達を拾ったのも俺、この五年の間に言うことを聞いてくれる子達を集めていたのも俺、レヴィスちゃん達の誘いに乗ってオラリオを壊そうとしているのも……ぜ～んぶ、俺」

　送還を免れ、逃げ延びた最後の『邪神』。

　吸収、勧誘、再編成、そして勢力の拡大。闇派閥イヴィルスの残党が今日まで至った経緯に触れる男神に、レフィーヤは後ずさりしたい衝動を堪こらえる。

　底が見えない茫ぼう漠ばくたる暗闇。タナトスを表すとしたらそれであった。

　ごくりと喉のどを鳴らすレフィーヤは、目の前の神物じんぶつを見据え、おもむろに尋ねていた。

「貴方が、『エニュオ』なんですか……？」

　それはレヴィスが一度だけ口にした重要神物じんぶつの名だ。

　その名が意味するところは『都市の破壊者』。

　主神ロキ達の推測から、全ての事件の糸を引く黒幕だと考えられている。

「俺が？　エニュオ？　……はははっ、違う違う」

　それに対し、タナトスはおかしそうに笑って否定した。

　思ってもみなかった反応を返され、レフィーヤは目を白黒させてしまう。

　フィルヴィスともども、笑い続ける男神のその姿に戸惑った。

「姿も見せない、声も聞いたことがない、いるのかもわからない……本当に神なのかも疑わしい、そんな奴やつじゃないよ、俺は」

「し、知らない？　姿も、声も？」

　その意味深な発言に、益々困惑する。

　レフィーヤ達は『エニュオ』こそが怪人クリーチャー達の地下勢力を利用し、地上勢力である闇派閥イヴィルスの残党を率いる存在だと思っていた。しかしレヴィス達と同盟を組んでいるタナトスでさえも、『エニュオ』を名乗る者の正体を知らないという。

　判然としない『エニュオ』という記号に、疑問が募るばかりであった。

「レヴィスちゃんや仮面ちゃんの話じゃあ、今やろうとしている悪巧みは、全て『エニュオ』の考えらしいんだけどね……その壁画も、エニュオがどっかの遺跡から持ってこさせたらしいよ」

　肩を竦すくめながら、タナトスは竜と祈り子達の壁画を一いち瞥べつした。

「ニーズホッグは『闇と絶望』の象徴……都市の破壊者エニュオはあの魔竜りゅうにでもなりたいのかねぇ」

　レヴィス達が掲げているのは『迷宮都市の崩壊』。

　オラリオを滅ぼせば、モンスターによる混乱と厄災は下界全土へ広まる。そこに『穢けがれた精霊』の脅威も加われば、まさに『闇と絶望』が世界を覆うだろう。

　面白おもしろおかしそうなタナトスの言葉に、レフィーヤはぞっと身を震わせた。

「それにしても、よくここまで来たね。人造迷宮クノッソスに惑わされないでここまで辿り着ける子達がいるなんて、思ってみなかった。驚いてるよ。ええっと、確か、君達は……」

　単なる幸運だとしてもレフィーヤ達を素直に称賛するタナトスは、記憶を掘り起こす素振りを見せる。

「君が【千の妖精サウザンド・エルフ】のレフィーヤちゃん、それで君が……」

　濃紫の目が、レフィーヤからもう一人の少女に移る。

「【白巫女マイナデス】、フィルヴィスちゃん、だったかな？　……あれ、君、どこかで……」

　フィルヴィスの公式の二つ名を呟くタナトスは、首を傾かしげた。

「……ああ、そっかぁ。そういうことかぁ」

　そして、にぃ、と。

　死神の鎌のように唇を吊つり上げ、頻りに頷うなずいた。

「『27階層の悪夢』……あれから、君も大変な目に遭ったわけだ」

「！」

　びくっとフィルヴィスの肩が震える。

　その赤緋せきひの瞳が大きく見開かれ、声を失っていた。

「フィルヴィスさん！」

「言っておくけど、あれ、俺は加担していないからね」

　そんな彼女を、レフィーヤは咄嗟に背で隠す。

　事件の数少ない生還者を嬲なぶるタナトスから、少女を守った。

「どうして貴方はっ、貴方達は迷宮都市オラリオを滅ぼそうとしているんですか!?　神様なのに、どうして下界を混乱させるような真似まねを！」

　レフィーヤは声を荒げ、話を強ごう引いんに切り替える。

　タナトスを含めた『邪神』そのものに疑問を呈する。

「えっと、ね……『邪神』って呼ばれていた連中にも色々いたんだけど」

　レフィーヤの問いに、男神は薄笑いを纏まといながら、口を開いた。

「単純に退屈を嫌った神やつ、秩序が大っ嫌いで混沌を謳うたっていた神やつ、英雄のために必要悪になろうとした神やつ……弁明もしようもない屑くずは勿もち論ろんいたけど、レフィーヤちゃんが思ってるほど愉快犯や快楽主義者ってわけじゃなかったのよ」

「……！」

　下界に『未知』と興奮を求める快楽主義者──港街メレンで出会った戦神カーリーを思い出していたレフィーヤは、自分の心の内が読まれたことにたじろぐ。

「で……俺は、『死』の神だから」

　タナトスは語る。

　己おのれが司る事物は『死』そのもの。

　告白する男神は、再び鎌のように口端を上げた。

「『死』がより多くの命を望んじゃうのは、いけないことかな？」

「!!」

　レフィーヤは寒気を覚えた。すぐ後ろで息を呑のむフィルヴィスも同じであった。

　エルフの少女達は神の凶気に触れたような気がした。

　そこに理由や理屈はなく、感情も主張さえ存在しない。

　決して認めてはならないことだが、それには摂理や真理に通ずる響きがあった。

　気け圧おされるレフィーヤ達に、タナトスは「冗談、冗談だって」と笑いながら手を上げる。

「俺はさぁ、天界じゃあ真ま面じ目めなやつで通ってたの。天に還る子供達の『魂』を管理して、漂白して、それで再び生まれ変わらせて……仕事神様ワーカーホリックってやつ」

「……下界の住人の、『転生』を担っていた、ということですか？」

「そ。どろどろになって還ってくる『魂』が、赤ん坊みたいに漂白されていく光景……好きだったんだ」

　かろうじて口を開くレフィーヤに対し、タナトスは軽く天てん井じょうを見上げる。

　その瞳に、懐古の念、あるいは恍こう惚こつの気配を滲にじませて。

「昔はよかった。どんどん子供達が死んで、オレも働けて」

「……っ」

「でも今は違う。オラリオがモンスターを……ダンジョンを封じたから」

　タナトスが言う『昔』が『古代』を指していることを、レフィーヤ達はすぐに察した。

　モンスターの地上進出によって多くのヒューマンと亜人デミ・ヒューマンが虐殺され、人類と怪物の因縁を決定づけた、繰り返してはならない恐怖と闘争の時代。

「地上を暴れ回るモンスターが……自分達の領分を越えてやってきた怪物あっちの方が正しくないのはわかってるんだけどさぁ、うん、俺はあの良き時代に戻ってほしいわけ」

「なに、を……」

「今の下界は『生』が溢あふれ過ぎている。なまじ『神の恩恵ファルナ』なんてモノももたらされてしまったから。生と死は表裏だよ、還ってくるものがなければ巡るものも巡らない」

　だから、これは俺の持論、と。

　指を開きながら、死神タナトスは笑った。




「子供達は、もうちょっと死んでもいい」




　ぞっっ、と。

　レフィーヤ達は絶望にも似た戦せん慄りつを覚えた。

　秩序を壊す『邪神』でもなく、『未知』を望む愉快犯でもないタナトスの魂胆。

　死の蔓まん延えん。己が司る事物に沿った、世界を正そうとする使命感。

　彼自身が称したように、タナトスは真面目であり、真しん摯しであり、忠実であり、平等だ。それに噓うそはない。彼に善悪などという概念は介在の余地がない。

　あるとすればそれは一つ、虚無だ。
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　まさしく彼こそが『死』そのものである。

「……まさか、お前達に従っている残党どもは……」

　フィルヴィスが何かに気付いたように声を落とす。

　男神は目を細めて頷いた。

「ご明察の通り。俺は俺の眷族こども達に、『死後の進路』を約束している」

「ど、どういうことですか……？」

「思い出せ、レフィーヤ。24階層の食料庫パントリーで闇派閥イヴィルスの残党は、己の命を犠牲にして自爆を敢行していた。ああまで奴等が死をためらわなかった理由は……」

　そこまで聞いたレフィーヤは、はっとした。

「亡くなった眷けん族ぞく達に、『来世』を……？」

「ああ、一人一人と契約したよ。俺の神しん意いに殉じて、見事オラリオが崩壊したら……俺が天界に戻った後、死に別れた大切な存在と、一緒に転生させてあげるってね」

　家族、友人、恋人、伴侶。大切な人々を失って悲しみに暮れる人々にとって、タナトスは言わば救いの神だった。

　そしてタナトスにとって、彼等は『鴨カモ』だった。

　死の神は甘い言葉で誘いざなったのだ。

　失った家族や恋人を、お前の『来世』ではすぐ近くに転生させてやると。

「そ、そんな……！」

『来世』であろうともう一度最愛の人と会いたいと願ってしまった者達は、死神との契約を結んでしまったのだろう。それが死兵の正体。【タナトス・ファミリア】にとって死は大切な者達との再会の入り口であり、自爆をも断行できた。

　壊滅してなお、闇派閥イヴィルスの残党が凄すさまじい動員力を誇っていた理由も同じだ。世界は『死』の悲しみに満ちている。それこそタナトスが勧誘スカウトの対象ターゲットにこと欠かないほどに。

　眷族達は死後の見返りのために、死神タナトスの人形と化したのである。

「人の一生を、子供わたし達の生を神様が取り上げるんですか!?　それに生まれ変わったとしても、人は『前世』のことを何も覚えていない筈はずじゃあ……！」

「勿論、事前に『来世』の規則ルールは全部話してある。記憶を失うこともね。でもそれでも構わないって、話を持ちかけられた子達、みんな言うんだよ。全てを忘れていても、大切な人とまた会えるならって」

　人々の悲しみを利用するやり方をレフィーヤは糾弾するが、全て眷族達が選んだ結果だと神は答える。自分は何も強要していないと。

「こんなことを言う子もいるよ。『生まれ変わっても私だけはあの人のことを忘れない』、って。自分の愛の深さを信じて疑わない……ふふっ、愛の女神が聞けば鼻で笑いそうだ」

　子供達の心を見透かしているかのように、タナトスはこの時、確かにおかしそうに笑った。

　まるでその無む知ち蒙もう昧まい振りを嘲あざけるように。

「ま、死と生誕を司る神々おれたちが見たことのない異常事態イレギュラー……奇跡が起こるかもしれない。だから俺はあの子達の言うことを否定しないよ」

「そんな、無責任過ぎます！」

「俺も期待しているんだよ、レフィーヤちゃん。下界の……子供達の『可能性』に。叶かなえばいなぁって応援しているんだ」

　激げき昂こうするレフィーヤに、タナトスは偽いつわりない本音を晒した。

「お涙頂戴の綺き麗れいな物語……俺も、大好きだからさ」

　その物言いが、眼まな差ざしが、暗い笑みが、全てが癇かんに障る。

　レフィーヤの誇り高いエルフの血が、まるで同どう胞ほうを侮辱されたかのように憤っていた。

　激情が赴くまま、目の前の神をこの場で取り押さえようとするが、

「タナトス様！」

　レフィーヤ達が動く前に敵の援軍が現れた。

「っ!?」

「無事ですか!?　お怪我けがは！」

「あぁ平気平気……ごめんね、レフィーヤちゃん。話、長くし過ぎちゃった」

　広間に押し寄せてくるローブ姿の【タナトス・ファミリア】に、レフィーヤは唇を嚙かんだ。まともにやり合ってどうにかなる数ではない。

　この場をどう切り抜けるか判断に窮していると、

（レフィーヤ、目を瞑れ）

（フィルヴィスさん？）

　背後にいるフィルヴィスが、レフィーヤにしか聞き取れない声量で囁ささやいた。

　直後、彼女は手にしていた短杖ワンドを地面に向ける。

「【一掃せよ、破邪の聖杖いかずち】──【ディオ・テュルソス】！」

　超短文詠唱が瞬時に黄金の迅じん雷らいを生み出し、地面に炸さく裂れつさせた。

「!?」

「うおっ、眩まぶしっ」

　眩まばゆい目くらましに、ローブの男達とタナトスは反射的に腕で顔を覆う。

「今だ！」

「はい！」

　その隙すきを突いて、レフィーヤ達は広間から脱出を図った。

「くそっ、逃がすな!?　追え！」

「あーぁ、上手うまいことやられたなぁ」

　レフィーヤ達を追う眷族達を横目に、タナトスは一笑を漏もらす。

　そんな彼に、護衛にとどまった一部の者が諫かん言げんする。

「タナトス様っ、護衛も付けずお一人で出歩かないでください！　今この迷宮には【ロキ・ファミリア】がいます、貴方様にもし何かあれば我々は……！」

「あーごめんね。ちょっと気になることがあってさぁ……で、今の状況はどうなってるの？」

「……依然、バルカ殿の策略により、【ロキ・ファミリア】の大半が８階層に囚われています。全滅も時間の問題かと。死にかけの【勇者ブレイバー】や【凶狼ヴァナルガンド】、【剣姫】もヴァレッタ殿達が……」

「順調、ってことね」

　自分の地の性格を知っている幹部の一人に、気紛れな神はへらへらと笑い返す。

　現状の趨すう勢せいを聞き出し、笑みを深めた。

「勝ったかな？」

　今も自分達を守る金城鉄壁の迷宮を見上げる。

　ほどなくしてタナトスはその場から立ち去ろうとした。

「──随分と面白いことになっているな」

　そこで、彼の背中に投げかけられる一声があった。

　振り向いたタナトスは呟く。

「あんたは……」
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「ラウル、右の三体を押さえて！」

「う、うっす！」

　アナキティの片手剣ライトソードが水黽ミズグモ型の怪物モンスターの脚を切断し、ラウルの短槍が別の個体を薙なぎ飛ばす。

　追手ヴァレッタから逃れている最さ中なか、ラウル達は群がる新種のモンスター相手に抗戦していた。

　足を止めてまともにやり合っては切りがない、走り去るように斬っては蹴けりつけて空いた進路に体をねじ込む。

　瀕死のフィンを背負った少女団員ヒューマンを守るように隊列を組み、先が見えない逃避行を続ける。

「駄目です、この先は行き止まりです!?」

「また……！」

　先行する団員の悲鳴のような報告に、アキの顔が歪ゆがむ。

　飛びかかるモンスターを左腕の小型盾バックラーで弾はじき、返す片手剣ライトソードで瞬く間に撃破する。最後の一匹を仕留めたことでモンスターの襲撃はいったん途切れた。

『フィン、そこかぁ!?』

「……っ!?　右の道へ行くっす！」

　だが、後方より追手ヴァレッタの大声が響いてくる。

　ラウルは残っている道にパーティを移動させた。

　逃げ回ることしかできない。団員達の切れかかっている呼吸が心身の疲労を訴えてくる中、ラウルは打開策を見つけられずにいた。

「ラウル、やっぱり追い詰められてる。敵は私達を迷宮の奥に追い込もうとしてる」

「……！　そ、それじゃあ、すぐに仕掛けてこないのは……」

「じわじわと、嬲り殺しにするつもりね……」

　並走するアキの指摘にラウルの顔が青くなる。

　その様子に目を眇すがめる猫人キャットピープルの第二級冒険者は、何も言えなくなる彼の代わりにパーティへ補給の指示を下した。モンスターと追手の気配が付近にないことを念入りに探り、足を止めて残り数本しかない回復薬ポーションと、僅かの水を分け合う。

「団長、下ろします……」

　寝かされるフィンの傷は、『魔法』によって凍結されていた。

『呪詛カース』によって塞ふさがらない傷から出血を抑える、苦し紛れの応急処置。アキの指示であった。

「……、……っ、ぁ」

　何かを言おうと口を開くフィンだったが、声にならない。

　今まで目にしたことのない弱々しい団長の姿が──これ以上ない苦境の象徴が──再びパーティの士気を低下させる。

「このままじゃあ……団長も、私達も……」

　それは誰の呟きだったのか。パーティの間で落ちた言葉が団員達の顔に陰を落とす。

　度重なるモンスターとの遭遇エンカウントにより増えていく傷、降り積もる猛烈な不安。

　現在地もわからない迷宮という名の牢ろう獄ごくに、肉体はもとより精神の負担は最高潮に達しようとしていた。

「駄目よ、落ち着いて。顔を上げなきゃ。上げないと……私達は……」

　必死にパーティを鼓舞しようとするアキの声ですら、普段の覇気が欠如している。

　その姿を見て、どうしようもない諦念がラウルの体を蝕むしばみ始めた。不ふ甲が斐いない自分の代わりに、必死にパーティを先導している優秀な同僚も限界に近い。その細い体は今すぐにでも抱きとめてやらなければ、折れてしまいそうであった。

　──もう、無理だ。

　──終わりだ。

　自分も、アキも、団員達も。

　追手の哄笑こうしょうにいたぶられながら、自分達はこのまま全滅する──。

「……ル」

　その時。

　今にも首が折れ曲がろうとするラウルの耳に、か細く、とても小さな、声の欠片かけらが届いた。

「……ラゥ、ルッ」

　誰よりも満まん身しん創そう痍いである小人族パルゥムの。

　フィンの、なけなしの叱咤激励よびかけであった。


「──ッッ!!」



　瞬間、ラウルの双そう眸ぼうが勢いよく見開かれる。

　死地という真っ暗闇の中でフィンが与える『勇気ひかり』に、胸がざわめき、両の拳こぶしが力を取り戻す。

（諦あきらめようとっ、投げ出そうとするな!!）

　固めた拳で、絶望に屈しかける己の心を全力で殴り飛ばした。

（まだ自分はっ……俺は、何もやっていない!!）

　フィンはラウルに団員達パーティを託した。アキはそんなラウルをずっと支え続けている。

　ラウルが今、一番恐れること。

　それは今も掠かすれた瞳でこちらを見上げている、フィンの信頼を裏切ることであった。

　責任を放棄し、自分がパーティを全滅に導いてしまうことだった。

（腹を括くくるっす、ラウル・ノールド……！）

　これが集団迷宮探索パーティ・プレイ。これがリーダーの役割。逆境でこそ隊長は真価を求められる。

　自分が金魚の糞ふんのようにいつも偉大な先達の後を付いていった日々は、何のためにあった？

　自分が彼等に様々な知識を、教えを説かれていたのは何のためだった？

　──この時のためだ。そう思え。そう騙だませ。

（空元気でもいい、吠ほえろ、吠えろ、吠えろ……叫べ!!）

　歯を食い縛っていたラウルは、己の箍たがを外した。




「──みみみみみみみみみんなっ、しっかりするっす!?」




　盛大に上擦った大声。

　場違いなまでに滑こっ稽けいな声音に、アキがびくっと尻尾しっぽを跳ねさせ、団員達がぽかんとする。

「こっ、こーいう時こそ落ち着いてっ、じょじょっ、状況をよく観察して……！」

　舌をもつれさせながら、肩をがちがちに緊張させ、両の拳までプルプルと震わせて。

　見ていて哀れになるほど一杯一杯になるラウルに……アキと団員達は遠い眼差しをそそいだ後、はぁ～、と大きな溜ため息いきをついた。

「えっ、え？　なんすか、この空気……？」

「……貴方のそんな姿を見て、逆に冷静になっちゃったわよ」

　ほとほと呆あきれていたアキは、ふっと笑みを浮かべる。

「ラウルは頼りないんだから、私達がもっとしっかりしなきゃね」

　アキの呼びかけに、ある者は噴き出し、ある者は苦笑する。

　彼女達の顔には、もう悲ひ愴そうの影は存在しなかった。

　それはラウルの数少ない美徳だった。

　自分達がしっかりしなくては、支えなくては、この人は転んでしまう、と。

　フィンとはまた違った方向から、彼が持つ独自の空気は仲間の士気を上げられる。

　それはフィンやリヴェリア、ガレス、アイズ達、偉大な第一級冒険者が持つことのできない一種の才能であった。

　笑顔が戻った団員達に、挙動不審であったラウルも安あん堵どを得る。

「──これが、『冒険』」

　そして。

「気合を入れろ。剣を握れ。声を奮わせろ」

「ここで本当の冒険者の真価が問われる」

「──団長なら、きっとそう言うっ」

　ラウルは凡夫であっても、愚かではない。

　彼は得た経験を糧にし、偉大な先達の背中を目に焼き付ける、勤勉なものを持っている。

　立て続けに放ったラウルの言葉に、アキや団員達はぐっと胸を震わせ、力強く頷く。

　瞳に光が戻り、パーティは完かん璧ぺきに持ち直した。

　その光景を外から見るフィンは一人、血に濡ぬれた唇を曲げ、目を細めた。

「みんなで知恵を出し合うっす。敵はまだ舐なめてかかってる。今が最初で最後の好機っす」

　ラウルに促される団員達は少ない時間の中で、それぞれの意見を速やかに出し合った。

「この迷宮を出で鱈たら目めに進んでも迷うだけ……一番手っ取り早いのは、敵が持っている『鍵かぎ』を奪うことです」

「でも、あっちの手勢は絶対俺達より上だ。返り討ちに遭うようじゃ追撃にならないからな。奪うことは難しいだろう」

「どちらにせよ……敵が私達を迷宮の奥に追い詰めているのなら、やっぱり突破口はあいつ等を抜いて、来た道を戻るしかない」

　三名の他団員が考えを述べる中、アキが口を開く。

「多分、ヴァレッタ達は、新種のモンスターに攻撃されない『何か』を持っている」

「……？　どういうことっすか、アキ？」

「調教師テイマー……怪人クリーチャー以外に極彩色のモンスターを従わせることはできない。なら迷宮アジトにモンスターを放し飼いしていたら、自分達も襲われちゃうのが普通でしょ？」

　アキの洞察に、あ、とラウル達は合点がいった顔をする。

「私達がさっきから戦っているモンスターは全部同じ種類……きっとあの水黽ミズグモみたいな新種、何か条件を満たせば攻撃を仕掛けてこないのよ」

「ってことは、あの新種はこの迷宮アジトのために作られた雑兵モンスター……」

「ええ。最初に戦った時以外、食人花とも遭そう遇ぐうしていないしね」

　ヴァレッタとの初見時、広間に出現した食人花は確かに『扉』の奥にひそんでいた。問答無用に攻撃するモンスターは罠トラップ用に隔離されている可能性が高い。

　頭上の猫耳をぴんと立てて周囲を警戒しながら、アキは己の考えを口にする。

「新種の習性なのか、臭いなのか、道具アイテムなのか……とにかくモンスターに攻撃されることがないから相手は油断し切っている。そこを何とか覆して、混乱させれば……」

　アキの推理は十分に正せい鵠こくを得ているように感じられた。ラウルはない頭をうんうんと唸うならせ、何か打開の糸口はないかと腰の小鞄ポーチを片手でまさぐる。

「……あ」

　と、ある道具アイテムに触れたラウルは、そこで『奇策』を思いついてしまった。

　それは『遠征』に何度も同行してきた経験が故だった。

　顔を青くし、引きつらせたりと、短い時間の中で百面相をするヒューマンの青年は、覚悟を決めてぼそぼそと語り始める。

「なっ……本気なの、ラウル!?　私は反対よ！」

「アキ、まともな方法も、悠長に考えている時間もないっす……多分」

　アキ以外の団員達からも猛反発される中、ラウルは足の向きを変えた。

　議論に加わっていないたった一人、寝かされている小人族パルゥムのもとに近付く。

「団長……犠牲になってほしいっす」

　蒼ざめながら言い渡すラウルに。

　フィンはただ、笑みを返した。




「どこ行きやがったぁ、フィ～ン」

　ヴァレッタは暗殺者アサシンを率いて通路を進んでいた。

　彼女も含めて総勢十名。【勇者ブレイバー】を失ったラウル達など一呑みにできる戦力である。


『シィィ……』



　ヴァレッタ達の眼前に新種のモンスターが現れ──素通りする。

　暗殺者アサシン達が慣れない様子で身構えかけるのを無視して、無数の極彩色のモンスターはヴァレッタ達と何度もすれ違っていった。

「おい、ビビってんじゃねえ。この結晶クリスタルさえありゃあ『晶黽ヴァルグ』どもは襲ってきやしねえよ」

　紐ひもで首からかけた結晶クリスタルを取り出し、ヴァレッタはあざ笑う。アキの読み通り、闇派閥イヴィルスの残党は新種のモンスターから攻撃されない術すべを持っていた。

　新種のモンスター『晶黽ヴァルグ』。

　専用の苗花プラントから採取できる結晶クリスタルを持つことで、同じモンスターであると誤認させることができる。これによって闇派閥イヴィルスの残党はモンスターに襲われることなく、迷宮内を自由に行き来することができた。

「大分静かになってんなぁ。隠れてんのか、それとも……死にぞこないのフィンが入れ知恵でもしたかぁ～？」

　先程から聞こえなくなったラウル達の交戦音に眉をひそめていたヴァレッタだが、足もとにあるものを見つけ、笑みを漏らす。

「ひははっ、さっきからてめえの血が落ちてんだよぉ、フィ～ン」

　床石に滴り落ちた血痕。獲物の足跡を告げるように、断続的に通路の先へ続いている。

　ヴァレッタは舌なめずりして血の跡を追った。

（……血の跡が増えてんなぁ。さっきまではたまたまこぼれ落ちた、って感じだったが……今は『これを追ってください』と言わんばかりだ）

　まるで先へ誘い込むように血の斑はん点てんが続いている。暗殺者アサシン達も既に警戒している中、罠わなか、とヴァレッタは呟いて冷笑を纏った。

　不意打ちに備える一行が進行速度を緩め、慎重に血の跡を追うと、辿り着いたのは蜘蛛くもの巣のように複数の道が入り乱れる交差地点だった。

　そして血痕が続く先、壁の一角に背を付けて、座り込んでいたのは……一人の小人族パルゥム。

　フィンである。

　彼はたった一人、『置き去り』にされていた。

「ふっ……はははっ、ヒャハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ!?」

　小人族パルゥムの種族もあって、その姿はまるで打ち捨てられた人形のようだった。

　一人取り残された惨めなフィンの姿に、ヴァレッタは呵々大笑かかたいしょうする。

「お仲間に見捨てられたのかぁ!?　犠牲になってくださいってよぉ!?　ははははっ、傑作だぜぇフィ～ン!!」

　ゲラゲラと笑う女に対し、フィンは息をするのも苦しそうに胸を小さく上下させるだけだった。血ち塗まみれの勇者に目を細めるヴァレッタは、ゆっくりと近付いていく。

　──そんな彼女の死角、通路の陰。

　暗がりの中で息をひそめていた青年は、女がフィンの正面に立った瞬間、獣のように飛び出した。

「っ!!」

　一振りの短剣を両手に持ったラウルが、ヴァレッタ目がけて突撃する。

「──まぁ、そんなオチだろうなぁ」

「うがっ!?」

　が、いともたやすく体当たりごと刺突を躱したヴァレッタは、片手で摑んだラウルの体を思いっ切り地面に叩たたきつけた。

　あまりの衝撃に、仰あお向むけに転がった青年の目が剝むかれる。


「あっ、がぁぁ……!?」



「私のＬｖ．を忘れたのかよぉ、【ハイ・ノービス】！　Ｌｖ．５の私にてめえの猿知恵が通じるわけねえだろぉ～？」

　陸に打ち上げられた魚のように体を痙けい攣れんさせては苦悶するラウルに、彼の二つ名を呼ぶヴァレッタは唾を吐きかける。惨めな青年の姿に、無表情だった暗殺者アサシンも嘲笑した。

　憎き敵フィンの腰巾着として記憶している凡夫の冒険者に、鼻を鳴らす。

「フィ～ン、てめえの子分は本当に能無しばかりだなぁ。そこのところだけは哀れんでやるぜ、ヒャハハハハハハハハハッ！」

　耳に障る笑い声。

　その盛大な嘲弄ちょうろうに、壁に寄りかかるフィンは緩慢な動きで見上げ──笑った。

　唇を僅かに吊り上げるだけの、小さな、けれど確かな笑み。

「なに笑ってんだよ……フィン？」

　それはヴァレッタの記憶にこびりついて離れない、忌いま々いましい勇者の笑みだった。

　笑みを消し殺気に満ちる彼女に、フィンは囁く。

「……ぼくの、部下に……能無しなんて……一人も、いない……」

　その言葉にヴァレッタは鼻を鳴らす。


「こんな無様な姿を見てそう言えるんなら、てめえの頭も花畑…………？」



　ヴァレッタの嘲笑がふと途切れる。

　彼女が見下ろす先は、大の字になって無様に転がっている青年。

　嘲笑の対象は目め尻じりに涙を溜ためながら、ぶつぶつと独り言を呟いていた。

「あぁ、やっぱりダメかも……今度こそもう……すいません団長、巻き込んで……母さん、ゴメン……でもやっぱ死にたくないっす……！」

　短剣を放り出したその手に握られているのは、拳大の袋。

「おい、【ハイ・ノービス】、お前いったい何を用意して──」

　ヴァレッタが問いただそうとした、その間ま際ぎわ。

「ヴァレッタ様、奴等の仲間です！」

「！」

　暗殺者アサシンが上げた声に振り向けば、分かれ道の一つから疾走してくるのは一人の猫人キャットピープル。

　更に他の道からも残りの三人の団員が、それぞれこちらに向かって突撃してくる。

　何をする気だと警戒するヴァレッタは、次には硬直した。


「──────」



　汗を散らし、余裕など放り投げたアキの背後から現れるのは──モンスターの大群。

　囮フィンに注意を集めていた間、通路中を駆け回ってありったけのモンスターを釣っていた冒険者達。三名の他団員の後方にも怪物の行列パレードが続く。

　その光景に目を疑う敵勢の隙を見逃さず、起き上がったラウルは手にしていた袋の中身をヴァレッタ達に向けてブチまけた。

「なっ、臭ぇっ、これは……!?」

　それは港街メレンで押収した『魔法の粉』。

　漁神ニョルズが食人花を引き付けるため、砕いた『魔石』を混ぜ込んだ粉末。

　ヴァレッタ達に付着した『魔法の粉』は、極彩色のモンスターの攻撃優先順位を跳ね上げる。


「────」



　全てを悟り瞳が血走るヴァレッタ、加速するアキの疾走、目尻に涙を溜める三名の他団員、そして四方から殺到するモンスターの大群。

　ラウル達が断行した作戦。

　それは、命がけの『怪物進呈パス・パレード』である。

「死なないでよ、ラウルッ！」

　間もなく、アキは暗殺者アサシン達の目の前で跳躍し、頭上に躍り出る。

　彼女を追ってきたモンスター達は、『魔石』の粉末を被かぶった『餌えさ』に目の色を変え──。




「ふっ──ふざけんなァああああああああああああああああああああああああああああ!?」




　地獄の宴が始まった。

　ヴァレッタの絶叫を皮切りに夥おびただしい怪物が人間達に襲いかかる。

　アキ以外の団員等も一斉に突っ込み、数え切れないモンスターが交差地点に雪崩なだれ込んだ。

「団長！」

　フィンを抱き締め床に転がるラウルの側で、血ち飛沫しぶきと怪物の体液が飛び散る。

　目標を誤認させる結晶クリスタルなど『粉えさ』の前では何の意味もなさない。目の色を変えて飛びかかるモンスターの物量に暗殺者アサシン達が押し倒され、貫かれ、嚙み付かれ、悲鳴が連鎖する。抵抗するヴァレッタ達は死にもの狂いで得物を振り回し、怪物の怒ど涛とうに抗わんとした。

　敵の本拠地に乗り込むということで主神ロキにもらっていた粉袋。

　万が一のための道具アイテムは、人と怪物が入り乱れる混戦を生み出した。

「くそがぁぁ!?」

　第一級冒険者級の力を持つヴァレッタでさえ危機を覚えるほどのモンスターの数。彼女が能無しと嗤わらった冒険者の機転が生んだ誤算と窮地。

　襲われる心配はないと高をくくっていたヴァレッタ達は忘れていた。

　ここは怪物がひしめく『ダンジョン』であることを。

　迷宮に絶対はない。『晶黽ヴァルグ』の増加は、途切れない。

　混乱に拍車がかかるそんな最さ中なか、たたみかけるように。

　アキがヴァレッタに向かって疾走した。

「!?」

　遮しゃ二に無む二にに振り回される剣と爪つめに肌を切り裂かれながら、片手剣ライトソードを装備する猫人キャットピープルは『鍵』を持つ女を狙う。

「舐めんじゃねぇえええええええええええ！」

　だが、女の能力ステイタスはＬｖ．５。

　その実力をもって取り付くモンスターを力ずくで振り払い、肉薄する敵を叩き斬ろうとした。

「っ！」

　激昂するヴァレッタに対し、アキは最後まで冷静であった。

　強力な剣閃に右手の片手剣ライトソードを這わせ、まさに猫の身のような身のこなしで、回転。

　反撃を往いなすと同時、左腕の小型盾バックラーで、敵頸けい椎ついに裏拳バックブローをお見舞いする。

「ぎっっ!?」

　女の目が見開かれ、体勢が崩れたところへ。

　再び、ラウル。


「────」



　短剣を持って突っ込んでくる青年を前に、ヴァレッタは怨敵フィンの言葉を思い返す。

　──『ぼくの、部下に……能無しなんて……一人も、いない……』。

　危地に際して生じた動揺と、死地を脱出しようとする強い覚悟が、ヴァレッタとラウル達のの明暗を分けた。

　格下である筈のＬｖ．４の連携。団長フィンと副団長リヴェリアを彷ほう彿ふつさせる共力コンビネーション。

　アキの支援を受け、ラウルは短剣を閃ひらめかせた。

「ッッ!!」

「がぁっ!?」

　振り上げたラウルの一撃が、ヴァレッタの胴に斜め一線の傷を刻み込む。

　直後、斬り付けられた拍子に所持していた『鍵』が女の手から滑り落ちた。

「しまっ──!?」

　拾う間もなく、踏み出されたモンスターの足爪に砕かれる魔道具マジックアイテム。

　よろめくヴァレッタが声を失う一方、その光景を見たラウルは顔を歪め、叫んだ。

「撤収っ！　逃げるっす！」

　第一目標だった『鍵』がなくなった今、【ロキ・ファミリア】がこの場に残る道理はない。

　暗殺者アサシン達とモンスターの間を縫って命からがら脱出したラウルは、同じく脱出したアキ達とともに、ヴァレッタ達が辿ってきた道を逆走する。

「追ええええっ!?　逃がすなぁ、あいつ等を逃がすんじゃねええええええええ!!」

　ヴァレッタの叫びが飛ぶが仲間の暗殺者アサシン達はそれどころではない。

『魔法の粉』によって優先的にモンスターに狙われ続ける彼らは、ラウル達を取り逃がしてしまう。


「フィ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ンッッ!!」



　まんまと出し抜かれた女の怒号が、ラウル達の消えた通路に轟とどろいた。

「ラウル、大丈夫なの!?」

「あ、あんま大丈夫じゃないけどっ、平気っす！」

　急いで離脱する中、フィンを抱くラウルの隣にアキが並ぶ。

　ラウルも、アキも、団員達も傷まみれだった。だが体は動く。フィンも無事だ。見事に敵の裏をかいた喜びに浸ることもせず、活路を求めてひた走る。

　だが、『人造迷宮クノッソス』は冒険者達を逃さない。

　遥はるか前方、横手の『扉』が開き、食人花の群れが幅広の通路に出現した。

「!?」

　見計らったかのような時機タイミングにラウル達は驚倒する。

　台座の映像を監視するバルカの仕業であった。首領フィン一行の始末はヴァレッタに一任していたが、ラウル達の『奇策』を目まの当あたりにして素早く手を打ったのだ。

　──絶望の息遣いが聞こえる。

　仲間の心が折れかける音を、傷だらけのラウルは背中で聞いた。

　死地を脱したと思った矢先の出来事、希望をあっさりと砕こうとする迷宮の悪意。

　今、自分達は『追い風』に乗っている。

　これに振り落とされれば、今度こそ自分は、仲間はもう前に進めない。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　破われ鐘がねの咆哮を上げ突撃してくる長軀ちょうくの群れに、ラウルは眦まなじりを決する。

「団長を！」

「ラウル!?」

　少女団員ヒューマンにフィンを預け、ラウルは先頭に飛び出し、加速する。

　アキが驚く先で、仲間の手から奪った短槍と短剣を持って突撃した。

「続けぇ!!」

　食人花の群れに、単身特攻する。

　その後ろ姿は、団員達に見慣れた光景を思い出させるものだった。

　すなわち先陣を切るフィン、そしてアイズ達──第一級冒険者達の背中だ。

「うあああああああああっ!!」

　曲がりなりにもＬｖ．４、第二級冒険者。ラウルの槍と剣は食人花の触手を切り裂き、出会い頭の数匹を撃破してみせる。

　だが後には反撃が待つ。触手の雨が彼を四方から殴った。

　頭から流血し、指の骨を折り、無様に鼻血を垂れ流す。

　これが限界。

　当然だ。

　ラウルは第一級冒険者とは──フィン達とは違うのだから。


「──ッッッ!!」



　しかしラウルは止まらなかった。

　傷を負っても見返りとばかりに『魔石』を砕き、モンスターを灰に変え、パーティの進路を強引に確保する。

「駄目、ラウル!?」

　後に追いつくアキが悲鳴を上げる。

　剣を振って必死に食人花を切り抜けながら、振り向かない青年の背中に何度も呼びかけた。

「止まって!!　それじゃあ貴方が……！」

「団長なら、こうするっす！」

「貴方は団長じゃない!!」

　張り裂けるように叫ぶアキだったが、

「わかってるっ!!」

　即座に返ってきた青年の大声に、瞠どう目もくした。

「俺は、団長みたいに……あの人達みたいになれない!!」

　ラウルは身の程を知っている。

　優柔不断で、情けなくて、後輩達や他の【ファミリア】からも『ぱっとしない』なんて言われている。フィンやアイズ達には逆立ちしたって敵わない。

　──いくら追いかけたって、あの人達みたいにはなれないなんて、わかってるよ。

　剣を振り回す視界が歪む。悔し涙のせいだ。あの選ばれた者達の残酷な背中は、どうしたって自分から自信を奪っていってしまう。

　自分は駄目なやつなんだと、そう思い知らされてしまう。

「でも……！」

　鼻血と鼻水を拭ぬぐった腕に、渾こん身しんの力を込め、ラウルは槍を前に突き出した。

「ここで追いかけるのを止めたら、俺、もっと駄目なやつになっちゃう……！」

　顔に一杯皺しわを寄せて、泣きそうな表情で告げるラウルに、アキは言葉をなくす。

　憧しょう憬けいを追うレフィーヤと同じ。

　彼もまた、追いかける者だ。


「馬ば鹿かっ……！」



　アキも泣きそうな声でそれだけ言って、周りの敵を切り払う。

　放たれる触手を防いで、ラウルの助けとなった。

「おおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　迫る醜悪な花顎に槍を突き出す。

　ぼきりっと音を立てて折れる短槍。しかし奥に据えられた『魔石』を砕く穂先。

　呑み込まれる間一髪、最後の一匹を撃破した。

「先に進むっす！　止まるなァ!!」

『お、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!』

　ぼろぼろのラウルの姿に他団員も奮い立つ。

　槍を捨てて長剣を抜剣する彼の背に、パーティは続いた。

「……は、もう」

「団長？」

　首もとで呟かれた声に、フィンを背負う少女は振り向く。

　団員の背中で、小人族パルゥムの首領はかすかに笑った。


「きみは、もう、とっくに…………立派な『冒険者』だよ、ラウル」






　生き汚い、冒険者達の悪あがきが始まった。
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「ティオナさん！」

　毒妖蛆ポイズン・ウェルミスによる毒液の一斉射撃。

　待ち受ける凄せい惨さんな末路に、魔導士のエルフィは固く目を閉ざした。

「……？」

　だが一向に最後の瞬間はやってこない。

　代わりに鳴り響くのは、何かの猛烈な風斬り音。

　恐る恐る目を開けたエルフィは、次には瞠目していた。


「なろおぉ～～～～～～～～～～～っ!!」



　ティオナが片手に持った大双刃ウルガを、風車のごとく回転させていた。

　その凄まじい回転速度と風圧によって毒液を弾き飛ばし、遮断している。

　武器の防壁が一滴たりとも魔導士エルフィ達に劇毒を届かせない。

「みんな、詠唱お願い!!」

「！」

　叫ぶティオナの背中に、はっとした少女達は力強い頷きを返した。

　すかさず始まる詠唱。毒液と大双刃ウルガの拮抗きっこう音でかき消える歌声。杖を構える二人の少女が奏で、劇毒に蝕まれた男性団員も片手を伸ばし、喘あえぐように呪文じゅもんを口ずさむ。

　数え切れない群体ポイズン・ウェルミスと根競べを続けるティオナが汗を滴り落とした瞬間、団員達の『魔力』が満ちた。

「ティオナさん！」

「撃っちゃって！　そっちに合わせる!!」

『遠征』で幾度となく培った後衛との連携を発揮し、ティオナは『魔法』が発動されるのとほぼ同時に頭上へ跳躍した。防壁がなくなったことで押し寄せる大量の毒液。だが完成した火炎魔法がその全てを焼きつくし、敵の一斉射撃を押し返す。


『──────────────────────ァッッ!?』



　三種類の火炎魔法が迷宮の通路を燃やし、毒妖蛆ポイズン・ウェルミスを焼き払った。

　唸る火の手が全ての個体を余さず包み込み、炎の海には溶解した無数の『魔石』だけが残る。

「ティ、ティオナさん……その手……」

　危機は乗り越えたものの、団員達はティオナの片手を見て呆ぼう然ぜんとなった。

　いくら大型武器で防いだとはいえ、その柄を握っていたティオナの片手は無残に『劇毒』に侵されていた。健康的な褐色の肌が、今はどす黒い色彩に変色している。

「大丈夫！　あたし、港街メレンでもっとキツい『猛毒どく』を浴びながら闘争ケンカしてたから！」

　泣き出しそうな表情のエルフィ達に、蠱毒の戦士バーチェとの交戦を引き合いに出す。

　ティオナは脂汗を流しながら、いつもの明るい笑顔で笑い飛ばした。

「……ごめん、みんな。あたし一人じゃあ、みんなを助けられない」

　毒に犯されたティオナの汗は止まらない。

　笑みを消したアマゾネスの少女は、神妙な顔で三名の団員達を見つめた。

　ティオネはいない。フィンもガレスも、アイズもレフィーヤもいない。ついでにベートも。自分一人だけでは、仲間をこの窮地から救ってやれないと第一級冒険者ティオナは早々に認めた。

　何も思いつかない己の馬鹿さ加減が嫌になる。

　それでも悲壮の欠片も感じさせず、次の言葉を訴えた。

「だから、みんな……あたしを助けてくれない？」

　汗まみれの顔に浮かぶ、満面の笑顔。

　苦境にあってなお笑う少女に、魔導士エルフィ達は目を見張って、叫んだ。

「「「はい!!」」」

「よし、行こう！　大丈夫、力を合わせれば何とかなるって！」

　四肢を打ち震わせる団員達もまた笑みを返す。

　士気が持ち直したパーティを率いて、ティオナは突破口を求め走り出した。




　巨漢の暗殺者アサシンから振り下ろされた必殺の大鎚矛メイス。

　直後鳴なり響いた肉の粉砕音に、クルスと男性団員サポーターは蒼白となった。

「──ぐげぇぇ？」

　粉砕される巨漢の顔面。

　男の鼻柱を砕き、ぐしゃぐしゃになった顔面中央に叩き込まれている褐色の鉄拳に、クルスと男性団員サポーターは血の気が引いた。


「ど、どぼじでぇ……？」



　折れた前歯に鼻血、大粒の涙をこぼしながら、巨漢の暗殺者アサシンが仰向けに倒れる。

　その手に握られる大鎚矛メイスは、彼の顔と同様、粉々に打ち砕かれていた。

　他ならない女戦士アマゾネスの拳によって。

「さっきから、ごちゃごちゃ、ごちゃごちゃと……」

　誰もが動けずに静まり返る通路内、皮が破れた拳が握り締められる。

　振り下ろされた大鎚矛メイスを真っ向から殴り砕いた張本人、うつむいていたティオネは──眦を裂いた怒りの形相を振り上げた。

「うざってえんだよ、てめえ等ァ!!」

　そして、蹂じゅう躙りんが始まる。

　繰り出される拳が、振り上げられる足刀が、暗殺者アサシン達に血ち反吐へどをブチまけさせ、破壊する。

　巨漢の暗殺者アサシンをのした際と同様、たった一撃のもと次々に再起不能に追いやっていく。

　絶叫の連鎖に、他の暗殺者アサシンは戦慄交じりの混乱に陥おちいった。

「どうなってる!?　異常魔法アンチ・ステイタスが効いてないのか!?」

「そ、そんな筈──ってギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?」

　考える暇も与えず千切っては投げられていく暗殺者アサシン達。

　重ねがけされた『呪詛カース』や『異常魔法アンチ・ステイタス』など忘れたかのように女戦士アマゾネスの進撃は止まらない。

　まさに無双に等しい暴れっ振りであった。

「あ……【憤化招乱バーサーク】」

　ふと思い出したように、クルスが少女の『スキル』名を口にする。

　ティオネの【憤化招乱バーサーク】は、損ダメ傷ージを負う以外にも怒りの丈によって攻撃力を上昇させる。

　真っ当な戦い方ではない、暗殺者アサシン達のちまちまとした弱体化デバフ戦法に、ティオネの苛いら立だちは最高潮に達していたのだ。あたかも重ねがけされた『呪詛カース』や『異常魔法アンチ・ステイタス』と反比例するように──それこそ低下した能力ステイタスより、その攻撃力が上回るほどに。

「ブッ潰つぶす!!」

　今のティオネの速度は元来の『敏捷はやさ』と比べるまでもない。だが遥か格下の暗殺者アサシン達相手には十分過ぎるほど。単調な肉薄をもって怒いかれる女戦士アマゾネスは殴打と蹴打の嵐あらしを起こした。

　バキッ、グシャ、ドゴッッ、という耳を塞ぎたくなる惨むごたらしい破砕音。

　連鎖する絶叫と悪鬼のごとき暴虐に、味方のクルス達でさえ内股となり、恐怖する。

「おいっ、『鍵』はァ!?　ブッ殺されたくなかったらさっさと出せッ!!」

　既に半分ブッ殺している暗殺者アサシンの襟えり首を摑み上げる。

　ティオネの足もとには全滅した暗殺者アサシン達が血と涙を流し、死屍しし累々るいるいと横たわっていた。

「も、持っていないぃ……と、『扉』を閉めたのは、俺達じゃあ」

「使えねぇ!!」

　最後まで台詞せりふを言わせてもらえず床に叩きつけられ、ひぎゃ、と漏れる悲鳴。

　返り血で両拳を真まっ赤かにし、肩で息をするティオネに、クルス達は思わず距離を取りそうになった。

「クソッタレめっ……オイてめえ等！　勝手にくたばった奴はあたしがブチ殺す!!　いいか!?」


「「はいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?」」



　本気マジの怒声に直立不動となるクルスと男性団員サポーター。

　実妹ティオナとは異なった方向ベクトルで仲間の士気を底上げするティオネは、生還するために駆け出した。




「……ガ、ガレスさん」

　少女ナルヴィの掠れた声がこぼれ落ちる。

　火炎流に呑み込まれた筈の彼女の体は軽度の火傷やけどを負っているものの、命に別状はない。他の団員達も程度の差はあれ軽傷の範はん疇ちゅうである。

　床に伏せた彼女と団員達の眼前、雄々しい背中を晒すのは、ドワーフの大戦士だった。

　大盾を並べ、火炎流を凌ぎ切ったガレスである。

「いい火加減じゃあ……！　まったく、前衛壁役ウォール冥利みょうりにつきるぞ……！」

　全身からブスブスと煙を上げ、戦闘衣バトル・クロスや鎧を焼き焦こがす彼の言葉は明らかに強がりであったが、その顔には不敵な笑みが刻まれている。

　差し迫った猛烈な火炎流を前にガレスが取った行動は、支援団員サポーターから大盾を奪い、自身を火除けの防壁に仕立て上げることだった。

　咄嗟にナルヴィ達を自分の背後に押し倒すことで、炎の脅威から守ったのである。

「だ、大丈夫なんですか……!?　というか、何で普通に立ってるんですか!?」

「どこぞの小人族パルゥムが言うには、体だけは頑丈のようじゃからなぁ、儂わしは！」

「答えになっていません!?」

　──と、言葉を並べるのは簡単だが、それで凌しのぎ切れるかは別問題だ。

　ナルヴィ達は目をあらん限りに見開く。開いた口が塞がらない。

　あれほどの火炎流の直撃を果たして、生き残れる冒険者が一体どれほどいるのか。

　小細工など何一つとして必要ない、あまりにも強過ぎる超前衛特化の肉体。

　その身一つでガレスは悪あく辣らつな罠トラップから仲間の窮地を救ったのである。

　頼もしいを通り過ぎて、ナルヴィ達は畏怖を抱いた。

「……!?　『扉』が開いて……!?」

「ガレスさん、またあの罠トラップです！」

　ドワーフの出鱈目振りに狼ろう狽ばいするように、背後で閉まっていた『扉』が再び開口する。

　爆発音を皮切りに発動する二度目の火炎流の罠トラップ。『火炎石』が炸裂する音とともに通路の奥から点滅する光、そして凶暴な熱波が押し寄せる。

「やれやれ、せっかちじゃのう。だが生あい憎にく、二度目は遠慮させてもらうぞ。ナルヴィ、盾を持っておれ」

「えっ、あ……はい」

　動転する団員達を尻目に、肩を回すガレスは迷宮壁の正面に立った。

　激しい火炎流によって石板を吹き飛ばされ、超硬金属アダマンタイトが露出している壁面。輝きを放つそんな堅牢な金属壁を──ガレスは渾身の力で殴り付けた。

「!?」

　金属壁に走り抜ける罅割れ。一撃で陥没した超硬金属アダマンタイト。

　驚倒するナルヴィ達の前で、ガレスは両拳りょうけんを用いた連打ラッシュを開始する。

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉっ!!」

　ドワーフの原点に立ち返るかのような力技。一撃一撃が『魔法』の砲撃かと聞き紛う轟ごう音おんを放ちながら、超硬金属アダマンタイトの壁を破壊しにかかる。

　破れる筈のない迷宮壁がいくつもの破片を飛ばし、揺らぎ、呻うめいていく。まさに炭鉱を掘るドワーフさながら金属壁を崩していき──ついにはその鉄壁を撃砕した。

　隣の通路に繫つながる破砕穴が、ガレス達の目の前にでき上がる。

「何をしとる、さっさとくぐれ！」

　火炎流が通過するまさに間一髪の時機タイミングで、難を逃れるナルヴィ達。

　狭い穴をくぐって隣の通路に出た団員達は、夢でも見たかのような表情を浮かべていた。

「ガ、ガレスさん、手が……」

「なに、回復薬ポーションをかけときゃ治る」

「そ、そりゃそうですけど……」

　ガレスは骨の一部が剝き出しになった血塗れの拳を瞥見べっけんする。呻くナルヴィの前で表面がすっかり溶解した大盾を打ち捨てた後、何事もなかったように「ほれ、余計な罠を仕掛けられる前に行くぞ」と団員達に先を促した。

「……俺、ガレスさんに付いていけば、死なないような気がしてきた」

「そ、そうかもしれないけどっ、ダメだって！　私達も何か役に立たなきゃ！　めっ、目指せ第一級冒険者!!」

「声が上擦ってるぞ、ナルヴィ……」

　背後で団員達がやかましく騒ぐ一方、ガレスは眉をひそめる。

（荒あら業わざで何とかしたが、流石さすがに何度も使えんのう……やはり脱出する出口を見つけなければ、どうにもならん）

　果てしない規模を持つ大迷宮を走りながら、外套マントの下の腰巾着をまさぐる。

　ぼろぼろに傷付いた拳へと、限りある高等回復薬ハイ・ポーションを振りかけた。

「フィン達との合流に、脱出……やれやれ、久方振りの決死行じゃ」




「どうしたぁ、【凶狼ヴァナルガンド】!?　本当に見殺しにするつもりかァ！」

　ディックスの哄笑が届いてくる。

　通路内では依然として団員達とモンスターの群れが互いを攻撃し合っていた。

「ちッ……」

　横道から通路の様子を窺うかがうベートは舌打ちを放った。

　ディックスのもとへ行くにはあの暴動地帯を突破するしかない、だがよしんば素通りできたとしても団員達は力つきるまで殺し合いを続けてしまう。

　見境なく暴れる団員達の体に傷が増えていく。仲間の剣けん尖せんが少女の腕を貫き、野獣のような叫喚が上がった。しかしそれでもなお、彼女達は暴れることを止めない。

「みんな!?」

　ベートの隣で、迷暴呪詛フォベートール・ダイダロスを免れた兎人ヒュームバニーのラクタが焦燥しょうそうする。

　団員達に時間は残されていない。もう一度舌打ちを放ったベートは忌々しそうに、フードを目深に被った男を睨にらみつけた。

（すげぇ殺気だなぁ、オイ。俺の『呪詛カース』が術者をブチのめせば解呪できる類のモンだと、こりゃ気付いてやがるな）

　彼我の距離およそ三〇Ｍメドル、視界奥の横道から発散される剣けん呑のんな殺気に、ディックスは被っているフードと眼装ゴーグルの奥で目を細めた。

　相手も己の『呪詛カース』を警戒している。それが手に取るようにわかった。

　ディックスのＬｖ．は５。通常の白兵戦ならばベートが断然有利。

　だが彼の呪のろいは、たとえ都市最上級、格上のＬｖ．６であろうと抹殺してのける。

（もし仲間を見殺しにして俺を狙ってくるようなら、『扉』を下ろしてトンズラだ。仲間を助け出そうとするなら、今度こそあの狼人ウェアウルフに『呪詛カース』を喰くらわせちまえばいい。俺の呪いはたとえＬｖ．６だろうとブチ殺す）

　デッィクスの迷暴呪詛フォベートール・ダイダロスは一度解呪しなければ、新たに敵を呪えない。

　だがそれを差し引いても、この距離ならば新たな『呪詛カース』を切る方が早い。

　どちらにせよ詰みだ。ここで【凶狼ヴァナルガンド】を狩る。

　狡こう猾かつな眼装ゴーグルの男は喉を鳴らし笑った。

「出てこねえのかぁ!?　Ｌｖ．６が笑わせるぜ!!」

　ディックスが声を張って煽あおり続けていると──灰色の毛並みが動いた。

　表情を消したベートが、乱戦を催す通路内に現れた。

「もらったな」

　ディックスは笑い、突き出した指を照準する。

「ベートさん!?」

　ラクタは叫び、仲間の同士討ちを恐れる。

『オオオオオオオオオオオ!!』

　側に現れた新たな獲物に、錯乱するモンスターと冒険者達が飛びかかる。

　そして、ベートは。

「手間ァかけさせんじゃねえ」

　ほとほと面倒臭そうに、吐き捨てた。

　次の瞬間、飛びかかってきた獣人の少女の顔を鷲わし摑みにし──床に叩きつけた。


「──────」



　ディックス、ラクタが同時に動きを止める。

　轟然と陥没し、粉砕する床石。ぐったりと力を失う団員の四肢。

　仲間を返り討ちにしたベートは止まらない。襲いかかってくるモンスターは躊ちゅう躇ちょなく屠ほふり、【ロキ・ファミリア】の団員は壁か、床に叩きつけていく。

　──こいつ、まさか。

　敵味方見境なく瞬殺していく狼人ウェアウルフに、ディックスも、仲間のラクタでさえも、顔を引きつらせた。

「寝てろ、雑魚ざこども」

　迷暴呪詛フォベートール・ダイダロスの対抗策──張り倒す。

　錯乱した味方の強制除去。仲間への躊躇など最初から放り捨て、問答無用に駆逐して無効化する。『呪詛カース』の解呪など必要ないと言わんばかりの強行策だ。

　なるほど、確かに単純で効果は覿てき面めんだ。

　しかし、実行できるかは別問題である。

　──あの狼人ウェアウルフ、屑クズだ。

　味方を歯牙にもかけないベートにディックスが動揺した、僅か数瞬。

　その僅か数瞬で、通路の敵味方を全滅させたベートは──一気に肉薄を仕掛けた。

「っ!?」

　ディックスの予想を超えた速度の疾走。

　だが、まだ間に合う。

　心臓を鷲摑みされたものの、不敵な笑みを纏い直す眼装ゴーグルの男は、既に照準してある指から『呪詛カース』を放とうとした。

「【迷い込め、果てなき──】」

　が。

　ディックスの詠唱は、半ばで途切れた。

　ディックスの相貌は、凍結した。

（──おい。待て）

　ある事実を前に、男の時間が停止する。

　一瞬でかき消えた彼我の間合い。既に目前に迫っている狼人ウェアウルフの体たい軀く。

　もし、この距離で迷暴呪詛フォベートール・ダイダロスが放たれた場合、暴走するベートの牙きばが向かう先はどこか。

　真っ先に狙われるのは、一体誰か？

　我を失おうが、錯乱しようが、暴れ狂う餓狼の餌え食じきになるのは──。


（────っっ!?）



　ディックスだ。

　ディックス以外、ありえない。

　人も、モンスターも存在しない一対一。凶暴な衝動に従い、餓狼の牙は最も近いディックスの体に喰らいつく。ディックスを、喰い殺す。

　この至近距離で『呪詛カース』を用いても意味がない。

（──こい、つ）

　全て計算済み。ディックスの攻撃速度も、迷暴呪詛フォベートール・ダイダロスの威力とその性質も、全て視野に入れた上での接近。敵の選択肢を潰す渾身の速攻。

　自滅覚悟、否いな、必殺の意志。

　ぎらぎらとした殺意を漲みなぎらせる琥こ珀はくの双眼を前に、ディックスの嗤いが崩れる。

　直後、懐ふところに踏み込む白銀のメタルブーツ。

　刹那の戦慄に抱き竦められた男に、一瞬で急迫してのけたベートは、牙を剝いた。




「舐めた真似してくれやがったな」




　そして繰り出される、神速の拳撃。

「があぁっ!?」

　叩き込まれた右拳にディックスの体がくの字に折れ曲がる。

　一匹の狼人ウェアウルフは溜まった鬱うっ憤ぷんを爆発させ、咆哮した。

「らあぁああああああああああああああああああああああああああっ!!」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　蹴りが、拳が、肘が、男の体を猛襲する。

　滅多打ちにされるディックスに抵抗など許されない。既に超短文詠唱を行う暇さえなかった。殴られた口から血を吐き、腕の骨を折られ、視界が強烈な衝撃に幾度となく振り回される。

　確実に削り取られていく命いのち。怒れる狼の逆襲。

　凶悪な牙に喉笛を嚙み付かれたディックスの心身が、たった一つの感情に支配される。

　これは、恐怖だ。

　かつてない死の恐怖が、不遜で暴悪な狩猟者に降りかかっていた。

　──やばい、やばい、やばいっ!!

　両眼が血走り、本能が焦燥の悲鳴をがなり立てる。

　男はなり振り構わず、なけなしの力を込めて、己の体を背後に押し飛ばした。

「！」

　ベートの攻撃も利用しての後方への避難。Ｌｖ．６相手に成功させた最初で最後の抵抗。

　吹き飛ばされる男をベートは当然のように追撃する。

　背中をしたたかに打ったディックスは石床から顔を上げ、眼装ゴーグルの奥で紅の瞳を輝かせた。

「くそったれがぁあああああああ!?」

　瞬間、最硬金属オリハルコンの『扉』が天井より落下する。

「!!」

　ディックスに止とどめを刺そうと伸ばされていたベートの右腕が、撃墜される。

　振り下ろされた断頭刃ギロチンの餌食になったかのごとく、極厚の『扉』に叩き落とされた。

「は……ははっ、ははははははははははははははははは!?」

　己を守った障壁の内側で、ディックスは笑い声を上げた。

「残念だったなァ、【凶狼ヴァナルガンド】！　あともう少しだったのによぉ!!」

　どっと噴き出す大量の汗が彼の心境を物語っているが、それも助かった安堵と表裏であった。

　真上から落下した『扉』によって青年の腕は押し潰された。今いま頃ごろ『扉』の向こう側で痛みにもがき苦しんでいることだろう。あるいは腕一本、千切れて失ったかもしれない。

「あぁ、くそっ、痛いてええっ……!?　ちくしょうめっ、とんだ災難だ……！」

　繰り出す暇もなかった紅の呪槍を杖代わりにする。変装用のローブとフードの内側を裂傷と打撲まみれにしたディックスは、ぼろぼろの体を何とか立ち上がらせた。

「だが、これで……！」

　眼前に立ち塞がる金属塊を一瞥し、ディックスが口角を吊り上げていると。

　ごっっ、と音を立てて。

『扉』と石床の間に、隙間が生じた。


「────」



　ずずずずずっ……と音を立てて、ゆっくりと、『扉』が上がっていく。

　ディックスは呆然と立ちつくした。

（おい、馬鹿、どれだけの重量があると思って──）

　あらわになっていく『扉』の先で見え始めるのは、金属靴メタルブーツを装備した強きょう靭じんな二脚、揺らめく狼の尾。信じられないことに、銀の手甲ごとぐしゃぐしゃに潰れた右腕、それ一本で『扉』が持ち上げられている。

　やがて『扉』が胸の辺りまで持ち上げられると……血走った琥珀色の双眼と、目が合った。

「っっ!?」

　戦慄するディックスが取った行動は、逃走の一択であった。

　勢いよく背を向けて、ぼろぼろに傷付いた体を押して駆け出していく。

「バルカの野郎、ふざけやがって……！　もう二度とあんな化物の相手なんざするか！」

　眼装ゴーグルの男は、迷宮の奥へと逃げ込んでいった。

「ちっ、逃げやがった……」

　消えた男にベートは忌々しそうに顔を歪める。

　一思いに最硬金属オリハルコンの『扉』を押し上げ、彼は背後を振り向いた。

「おい、この先へ行くぞ！　そいつ等を全員連れてこい、急げ！」

「無茶言わないでくださいよ～!?」

『扉』を支えるベートに指示され、気絶した仲間の体を引きずる苦労人ラクタは、思わず悲鳴を上げるのだった。
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　風の弾けた音が轟いた。

　千切れた気流の破片が悲鳴を上げて空中に四散し、血に汚れた金の長髪がはねる。

　剣士の華きゃ奢しゃな体が吹き飛んでいった。


「～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　凄まじい勢いで床を転がるのはアイズ。張り巡らされた管パイプを何本も巻き添えにしたところで、ようやく彼女の体は止まった。

　剣つるぎを床に突き立て震えながら立ち上がるも、膝ひざが力を失いかけている。

　一部が脱落し既に機能を果たしていない軽装。

　破れた奥に傷付いた柔肌を露出させる戦闘衣バトル・クロス。

　頭部から流れ落ちる血が、美しい金瞳の片方を潰し、瞼まぶたがきつく閉ざされている。

　満身創痍であった。

「存外に粘ったな……」

　アイズのもとにレヴィスが歩み寄ってくる。

　彼女の体も傷付いていた。アイズ同様、戦闘衣バトル・クロスの一部は破れ落ちており、風の剣によって刻まれた傷口の中には深手のものもある。

　だがそれらも、全身から蒸気──『魔力』の粒子を発散させ、傷が浅いものから癒いやしていってしまう。

　怪人クリーチャーの出鱈目な治癒能力『自己再生』に、アイズは目もとを歪めた。

　その身体能力然しかり、一体どれほどの『魔石』を貪ったのか。

「一度は斬られておきながら、よくやる。お前はやはり強い」

　戦いの熾し烈れつさを物語るように、広間もまた破損していた。

　無数の管パイプがめくれ上がり、抉えぐれ、中に残っていた液体をどろりと吐き出している。壁際にある複数の大型フラスコは砕け散り原形を失っていた。

　肩で息をするアイズは何とか剣を構えようとするものの、レヴィスがそうはさせじと肉薄する。左手で彼女の顔を鷲摑みにし、そのまま壁に叩きつけた。

「あぐっ!?」

　夥しい亀裂が石板に刻み込まれ、大型のフラスコの一基が甲高い音を立てて飛散する。

　肺から呼気が引きずり出され、四肢が電流を流されたように痙攣した。

　レヴィスはそこから左腕を乱暴に薙いで、アイズをいともたやすく床の上へと投げ出す。

「う、ぐ……!?」

「だが、いたちごっこも飽きただろう？」

　うつ伏せになって呻くアイズの耳じ朶だに、レヴィスの冷え冷えとした声が落とされた。

　いたちごっこ。確かにその通りだ。

　一度目は宿場街リヴィラ、二度目は食料庫パントリー、三度目はここ、人造の迷宮。

　敗れては追い抜き、やり込められては再び上へ行き……アイズとレヴィスは熾烈な争いを繰り広げてきた。

　そして今日、アイズは再び死地に追い込まれている。

「終わりにしてやる」

　破滅を言い渡す足音がゆっくりと近付いてくる。

　アイズは断線しかけている意識を必死に繫ぎ止めた。


（……立た、なきゃあ……だめ、立って、じゃないと…………剣を、とって）



　思考が混濁している。血と激痛に体が燃えている。朦もう朧ろうとする意識の中でアイズは柳眉を逆立て、戦意をひたすら駆り立てた。

　心の中で胸を押さえて泣いている幼い自分アイズから目を背け、暗闇の中に突き立っている一振りの剣つるぎに──【剣姫】である自分アイズに手を伸ばす。

　力を手放しそうになる手足に大喝し、側に落ちている不壊剣デスペレートを手繰り寄せた。

「……もう止めろ、アリア。あがいても無駄だ」

　そこで、レヴィスの無感動の声が再び響く。

「今のお前は私に勝てない。助けなんてものも期待するな。この馬鹿げた迷宮はお前達を喰らう怪物モンスターそのものだ。今頃、お前の仲間も果てているだろう」

　女の言葉に、がりっ、とアイズの指が床を引っかく。




「お前に、救いはない」




　──知っている。

　そんなこと、アイズはもう知っている。

　助けはやって来ない。手は差し伸べられない。救いは来ない。

『英雄』は、現れない。

　母親を守っていた父親のように、アイズが憧あこがれた英雄は、彼女のもとには現れなかった。

　アイズを助けてはくれなかった。

　とっくに絶望して、ずっと泣き喚わめき、とうに涙は枯れている。

　心はもう笑顔を思い出せないほど凍いてついた。

　だからアイズは剣を執とった。

　救いなど待たず、歩き出した。たった一つしか残っていない道を走り出した。

　ひたすらに強さに餓え、今もがむしゃらに求めている。

　願望を、渇望を、悲願を叶えるために。

　からっぽのアイズにはもう、悲願それしか残っていなかった。

　アイズに救いはない。英雄は現れない。

　けれど──。

「──いま、は」

　血だらけの体を、震える腕が床から引き剝がす。

　赤い滴をこぼしながら、細い脚が立ち上がっていく。

　閉じられていた片目を、こじ開ける。

「みんなが……いる」

　大切な友達がいる。可愛かわいい後輩がいる。頼もしい戦友がいる。母親のように見守ってくれる大人達がいる。

　笑顔を思い出させてくれた、愉快で、楽しくて、温かな家族ファミリアがいる。

　かけがえのない絆きずなだ。もう失いたくない居場所だ。

「だから……諦めない」

　目を見張るレヴィスの前で、アイズは剣を携え、完全に立ち上がった。

　輝きを秘める金の瞳で、より強くなって帰ってきた再戦者リベンジャーを見据える。

（私は、貴方に……また敗まけた。それは、いい……）

　とても悔しいけれど、それはいい。

　更なる強さを求めることを剣に誓おう。

（でも……みんなだけは、奪わせない）

　それだけは譲れない。

　強さしか求めてこなかった【剣姫】が敗北を認めても、アイズが仲間の命を奪っていくことだけは許さない。

　剣を騎士のごとく構え、目を瞑る。

『強化種』たる本領を発揮したレヴィスは今やＬｖ．７を超える力を手に入れ、風を纏っても今のアイズでは太刀打ちできない。ここから彼女を出し抜くことは至難だ。

　傷は深い。もう体は激しい戦闘に耐えられない。

　だが、精神力マインドはまだ残っている。

「──いくよ」

　命を燃やせ。

　体に残された生命の炎を。

　敵はレヴィス。

　いや違う、もうアイズは彼女に敗北した。

　アイズが今、打倒すべき敵は──この迷宮そのものだ。

「【目覚めよテンペスト】！」

　瞼を開けると同時、アイズは風を呼んだ。

「【目覚めよテンペスト】!!」

　酷使される体を無視し、一度は敗れた気流の嘶いななきを纏い直す。

「【吹き荒れろテンペスト】!!」

　そして吠えること三み度たび。

　己の内に眠っていた力を呼び覚ますかのごとく、大いなる『風』を生み出した。

「なにっ」

　これまでの【エアリエル】にはない、凄まじい烈風が解き放たれる。

　あろうことか付与魔法エンチャントの域を超えて吹きつける突風に、レヴィスは顔を腕で覆った。

　広間全域に収まらない風が千切れかけの管パイプを吹き飛ばし、いくつもある通路口に流れ込んでいく。爆風と言って差し支えのない規模の風が絶えず放出され、まるで少女自身が風を生む丘になったかのようだ。

「大精霊の『風』……」

　レヴィスの目が鋭く細まる。

　吹き寄せる陣風はレヴィスを寄せ付けぬようにするための守りか。これでは迂う闊かつに近付けない。莫大な『魔力』を湯水のように消費するアイズが遠からず自滅するのは道理だが、しかし風の勢いは一向に衰える気配がなかった。

　命を燃やすアイズの意志を受け、『風』は吹き荒れ続けていく。

「無駄な真似を……！」

　この凄まじい出力では、人造迷宮クノッソスの奥深くにひそむ『精霊の分身』達も反応しかねない。

　そう判断したレヴィスは忌々しそうにアイズへ襲いかかった。吹きつける風を切り裂くほどの疾走で、少女に向かって剣を突き出す。

　アイズはそれに《デスペレート》で応戦。風の叫びを途切れさせることなく、移動する暴風となってレヴィスの攻撃をひたすら防ぎ、逃れる。

「ちっ……あがくな！」

「っ！」

　放出される突風が何度も襲撃を阻む。少女が深手であるにもかかわらずレヴィスは詰め切れない。攻撃の速度、肉薄の勢いを削そがれたところを剣姫アイズの剣技が迎撃してくるのだ。

　全身から放射状に生まれる風には死角も存在しない。むしろ気を抜けば一瞬で吹き飛ばされてしまう。

『鎧』を超えた、まさに風の『砦』に、レヴィスの顔が苛立たしげに歪んだ。


（まだ、まだっ……！）



　アイズは耐えた。

『風』を生み出し続け、体に鞭むちを打ってレヴィスの猛攻を凌いだ。

　アイズは待った。

　その時が来るまで。己の『風』が、この混沌の迷宮に打ち勝つまで。

　耐えて、耐えて、耐えて。

　待って、待って、待って、

　延命としか思えない無様な防戦を、アイズは身命を賭として続行させた。

　風の雄叫びを放ち続けた。

「いい加減に──しろッ!!」

「うっっ!?」

　とうとう、レヴィスの一撃がアイズを真芯しんに捉とらえる。

　振り下ろされた渾身の斬撃が突風を断ち、何とか構えられた不壊剣デスペレートごと吹き飛ばした。

　アイズは身を起こすものの、限界を告げるようにその片膝を地に突いてしまう。

　放ち続けていた『風』も消失した。

「また抵抗されても手間だ……意識を刈り取るついでに、動けないよう四肢を断ってやる」

　目の前で見下ろしてくるレヴィスに、アイズは目を眇める。

　そして振り上げられた長剣が見舞われようとした、直前。

　ザッッ、と。

　広間の中に何者かの足音が響いた。

「……なに？」

　赤髪の怪人クリーチャーは振り返り、愕がく然ぜんと動きを止めた。
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　アイズが最後の防戦を繰り広げていた、同時刻。




「ティオナさん、アークスがもう……！」

「……やっばいね、これ」

　度重なる襲撃、罠トラップの数々に、ティオナ達は疲弊し切っていた。

　行き場がない。

　終わらない迷路、物言わぬ石の閉塞感、闇がほのめかす冷笑。溜まっていく疲労と損ダメ傷ージはもとより、頼りにすべき道標さえ見出せない状況に団員達の心はとうとう挫くじけようとしていた。

　何度も挑戦しているあの地下迷宮ダンジョンならば地図マップがあった。

　モンスターの強さが、罠の正体がわかった。どこに行けば休めるのか知っていた。

　それが、人造迷宮ここにはない。

　どころか、明確な悪意をもって『扉』が開閉し、冒険者達の退路を断っていく。

　仲間も補給方法も失った孤立無援。極限状態に追い込まれた団員達は無限の囚獄に囚われた面持ちで、『絶望』という名の見えない敵に押し潰されていく。

　ティオナの笑みも士気の低下に歯止めをかけられない。

　男性団員同様、毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの『劇毒』に蝕まれているティオナの顔から、汗が滴り落ちた。

　その時だった。

「っ……風？」

　男性団員を支える魔導士エルフィが、肌を過ぎる空気の流れに気が付いた。

　ティオナも立ち止まり、動きを止める。

　澄んだ空気の流離。淀よどんだ迷宮の空気とは違う。

　携えている大双刃ウルガを叩き、刃の表面をさらりと駆け上がり、横顔を撫なでてきた。

　何かを、呼びかけてくる。

（かぜ……風？）

　耳朶に何かを囁いてくる風の足音に、ティオナの瞳がはっと見張られる。

　そして、次の瞬間──ドッッ!!　と。

　波は濤とうのごとく、風が凄まじい勢いで轟いた。

「んなっ!?」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　通路の奥より一気に吹き渡った疾風に、エルフィ達が仰のけ反ぞって踏鞴たたらを踏む。

　それは頰ほおを叩き、武器を震わせ、髪を荒々しくなびかせる颶ぐ風ふうだった。

　迷宮の闇を吹き飛ばす、苛か烈れつだが温かい、風の足音だった。

「な、なにっ、これっ？」

「また何かの罠トラップ!?」

「──違う」

　迷宮にはありえない逆風にエルフィ達が混乱する中、ティオナは顔を上げる。

　澄み切った風の声が、瞳にいくつもの光景を想起させる。

　たなびく黄金の麦を、流れていく白い雲を、詩うたを口ずさむ精霊を──風の丘を走っていく金髪の少女の姿を。

　風が、ティオナ達を呼んでいる。

「アイズだ！」

　疲弊に染まっていた顔に笑みが蘇よみがえる。

　本能の塊であるアマゾネスの少女は、一も二もなく走り出した。

「アイズが、呼んでる！」




「ティオネさん、この風は……!?」

　ティオナ達とは別地点。

　獣人のクルス達を率いるティオネのもとにも、風の声は届いていた。

「あっ──」

　揺れる長髪を押さえていたティオネの顔に、光が走り抜ける。

　絶えず去来する通り風に喚起されるのは、とある記憶だった。

「そうよ……アイズよ！　アイズの『風』よ!!」

　──山腹の洞窟なんぞには、通り風が吹いておることが多い。

　──つまり風が吹く方か、吹いてくる方に進めば、行き止まりに出くわさんということだ。

　この迷宮に足を踏み入れたばかりの際に交わした、ガレス達との会話。

　あのドワーフの先達は確かにそう話していた。通り風は確かな道標になると。

　都市オラリオ直下に隠されたこの人造迷宮で風が自然発生するわけがない。今も吹き寄せる風の発生源は、アイズの【エアリエル】だとティオネは確信した。

「あの娘こ、伝えているんだわ！　自分の位置を──仲間わたしたちの合流場所を！」

　放出されるアイズの強大な『風』が、この人造迷宮の隅々まで行き渡っている。

　確信が叩き出す仮説は破天荒極きわまるものであったが、あの剣姫こならやりかねないとティオネは笑みを弾けさせた。

　いくつも別れた岐路の中、『ここだよ』と呼ぶように風が吹き付けてくる一つの通路。

　この『風』に沿って進めばアイズのもとに辿り着ける。そして風の声を聞く全ての団員達がそれに従えば──迷宮内に閉じ込められた【ロキ・ファミリア】は集結する。

　ティオネ達は『風』が呼ぶ先へ駆け出した。

「行くわよ！」

「はい!!」




「ええいっ、あの馬鹿娘！　また無茶をしおって！」

　広大な大迷宮に充満する『風』の流れに向かって、ガレスは怒鳴りつけた。

「この『風』がアイズさんの……？　あ、ありえるんですか、そんなこと!?」

　荒唐無稽な話だとナルヴィが驚きょう愕がくの声を上げる。

　彼女の言うことももっともだ。たった一人の冒険者の力が迷宮全域に及ぶなどと。

　だがそれも、ひとえに『階層主』とも互角に渡り合える出鱈目な『魔法エアリエル』と、少女の剣つるぎのごとき強い精神があってこそ。

　同時にガレスは見抜く。アイズは今や命を燃やしてこの導きの風をもたらしているのだと。でなければ、ここまでの『風』は召喚できない。

　このような荒業に踏み切らなければならないほど、彼女もまた危地に陥っている。

「どちらにせよ、迷ってる暇などないわぁ！」

　壊れた重装を鳴らしながら、ガレスは団員達に号令を放った。

「走れい、ひよっこども!!　この『風』を失った時が儂等の敗けじゃあ!!」




「なんだっていうんだよ、この風はぁ!?」

　敵であるヴァレッタも風の嘶きを聞いていた。

　吹き寄せる猛烈な『風』に、咄嗟に腕で顔を覆って呻く。

「ラウル！」

「行くっす！」

　迷宮内をさまよっていたラウルとアキ達も、フィンを連れて走り出す。




「ベートさん……これって」

「っ！」

「べ、ベートさん!?」

　吹き寄せる『風』を受け、ベートもまた進路を急転換する。

　一目散に駆ける狼人ウェアウルフをラクタ達は必死に追った。




「アイズさんです！　フィルヴィスさんっ、この『風』、アイズさんの魔法かぜです!!」

「馬鹿な、こんな出鱈目な風量……信じられない」

　頰を染めて歓呼するレフィーヤの隣で、フィルヴィスは震慄した表情を浮かべる。

　エルフの少女達も『風』の源へと向かい始めた。




「信じられん……」

　そして、人造迷宮クノッソス内奥。闇派閥イヴィルスの拠点。

　台座の水膜に映し出される光景に、バルカは言葉を失っていた。

「風？　風だと？　たった一人の小娘の『魔法』が始祖の傑作に……我等が血族と千年の執念に、一矢報いるというのか？」

　最硬金属オリハルコンの『扉』は無限にあるわけではない。超硬金属アダマンタイトより稀少きしょうな最硬精製金属マスター・インゴットは要所にのみ配置されている。

　通路から通路へ、階段から階段へ、迷宮内を縦横無尽に走り抜ける『風』の流れを、完全に遮断することはできない。

「『風』に……全てを覆される」

　昔日の名工ダイダロスには美学があった。

　迷宮という名の混沌の美。大いなる混沌は一筋の秩序ひかりを含めることで作品美を際立たせる。子孫であるバルカ達もその法則に、『設計図』に則って今も迷宮を作製している。

　彼かの地下迷宮ダンジョンがそうであるように、人造迷宮クノッソスにも『正規ルート』が存在するのだ。

　すなわち、真実の経路アリアドネ。

　たとえバルカが全ての『扉』を下ろして封鎖しても、少女の『風』は真実の経路アリアドネに仲間を導くだろう。

「【剣姫】のもとに集う……？　虫の息であった、冒険者達が？」

　何より、冒険者達の凄まじい進行速度。ありえない進撃速度。

　一つの目標へ一斉に向かう【ロキ・ファミリア】をバルカ一人では処理カバーできない。映し出される映像を見てから大紅玉を操作するも、ティオナ達は滑走スライディングして『扉』の隙すき間まを間一髪くぐり抜け、ガレスに至っては降ってきた『扉』を難なく受け止めてしまう。早過ぎる決断と迅速な行動にバルカは今や常に後手に回っている。食人花を始めとした迷宮中のモンスターまでも『風』に反応し、通路が詰まる、ないし『扉』が閉じられなくなる事態の数々は、とてもではないが掌握し切れるものではない。

　あれほど傷付いていた冒険者達が、たった一つの『風』のもと、息を吹き返した。

　全ては一人の少女への──仲間への信頼の証だ。

「完全に分断した筈が……」

　信じられない、と。

　バルカはもう一度、その言葉を口にする。

「これが、【ロキ・ファミリア】……」

　前髪の奥、『Ｄ』の記号が刻まれた左眼と一緒に、男の瞳が見開かれる。

「これが……【剣姫】」

　少女が放つ『風』の咆哮に、バルカは確かに戦おののいた。







　そして、時は舞い戻る。







「よぉ──」

　背後で鳴った足音にレヴィスが振り向く。

　広間に繫がった通路口の一つ、薄闇を払うのは灰色の毛並み。

「──化物女」

『風』に導かれ最初に現れたのは、ベートだった。

　ぼろぼろになり血塗れとなったアイズ、そして彼女に止めを刺そうとするレヴィスを認め、青年の灰毛が逆立つ。

　青い刺青いれずみが刻まれた頰を怒りに歪め、狼人ウェアウルフは荒々しく口を吊り上げた。

「死ねッ!!」

「あの時の狼人ウェアウルフ……！」

　一直線に突き進んでくるベートに、舌打ちを放つレヴィスは迎撃に移る。

　互いに先制を奪わんとする初撃。

　レヴィスはそれを、見誤った。

「──」

　無数の『魔石』を喰らい、能力を激上させたレヴィス同様、ベートも食料庫パントリーの一戦から『器』を昇華──Ｌｖ．６に【ランクアップ】している。

　何より、彼の牙は既にアイズの『風』を喰らっていた。

「るォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

「!?」

　大風が付与された《フロスヴィルト》。

　速度と威力が底上げされた銀靴がレヴィスの予想を超え、迎え撃った剣を弾き飛ばす。

　隙を晒す怪人クリーチャーに、更に別の影が躍りかかった。

「随分うちの娘こを苛いじめてくれたみたいじゃない？」

「アマゾネス……!?」

　ベートと同じく、【怒蛇へび】と呼ぶに相応ふさわしい形相でティオネが二刀の湾短刀ククリナイフを見舞う。

　高速の連閃、咲き乱れるレヴィスの血飛沫、完璧に崩れる体勢。

　怒涛の奇襲は途切れない。

「──手加減、できないから」

　頭上、傷付いた親友アイズの姿に表情を消し、超大型武器を振り被るアマゾネスの片割れ。

　宙より迫る大双刃ウルガにレヴィスが瞠目する中、瞳に瞋しん恚いの炎を灯すティオナは、全力の一撃を振り下ろした。


「いっっくよおおおぉ────ッ!!」



「ぐ──ァあああっ!?」

　咄嗟に構えられた長剣ごと、腕を両断する《ウルガ》。

　肘から先が断たれたレヴィスの右腕が宙を舞う。


「──────」



　間髪入れずレヴィスの瞳に飛び込んでくるのは、岩のごとき大拳。

「飛べい」

　最後に、ガレス。

「がっっっ!?」

　左腕の防御ガードの上からドワーフの剛拳が炸裂し、女の体は決河の勢いで殴り飛ばされた。

　激突した壁から膨大な土煙が舞い、広間全体を揺るがす。

　構えを解いた【ロキ・ファミリア】の第一級冒険者達は、すぐさまアイズのもとに駆け寄った。

「アイズ！」「平気!?」

「んなわけねーだろッ、見てわかれ馬鹿姉妹ども！」

「ティオナ、ティオネ、ベートさん……」

　自分の『風』に応こたえてくれた仲間の姿に、アイズは知れず笑みを滲ませていた。

　わちゃわちゃと慌あわただしく回復薬ポーションを押し付けられる中、「ありがとう……」と感謝の言葉を告げる。

「本当なら叱りつけたいところじゃが……お手柄じゃ、アイズ。でかした」

「ガレス……ううん、みんながいてくれたから」

　掛け値ないガレスの称賛に、アイズは首を横に振った。

　その間にも、続々と複数の足音が広間に近付いてくる。

「ガレスさん、みんな！」

「ラウル！　って……団長!?　ちょっと、何があったのよ!?」

「落ち着いてティオネ！」

　現れるラウルとアキ達、そして抱えられた深手のフィンに、ティオネが今までにないほど取り乱す。間もなくベートやティオナ達に先行されたラクタやエルフィ達が、続々と広間に到達し、合流を果たしていった。

「ジジイ！　フィンが『呪詛カース』をもらってやがる、やべえぞ！」

「わかっておる！　お主等、状況を報告しろ！」

「あたしと、あと男性団員アークスが毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの『劇毒どく』をもらってる！」

「レフィーヤ、あとリーネ達がまだ来ていません！」

　ガレスが中心となって矢継ぎ早に情報の共有、そして指示の伝達が行われる。

【ロキ・ファミリア】の動きは迅速だった。合流を果たした団員達は、『遠征』の中で身に付けた応急処置を的確に施していく。

「……神タナトスの眷族どもは何をやっている」

「！」

　アイズ達がはっとなって振り向けば、煙の奥からレヴィスが現れるところだった。

　ガレス達に奇襲された怪人クリーチャーは全身を傷付けながらも、その戦意を欠片も衰えさせてはいない。

「まぁ、いい。邪魔な羽虫どもを、ここで全て片付けてやる」

「……ちょっと、この数とやろうっての？」

　桁けた違いの存在感と不気味な雰囲気を纏う怪人クリーチャーに、湾短刀ククリナイフ《ゾルアス》を装備し直したティオネが硬い笑みを向ける。

　十名を超す冒険者達を前に、レヴィスは冷たく瞳を細めるのみだった。

「手負いのお前等などわけない。ご所望なら、食人花モンスターどもも呼んでやる」

　毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの『劇毒』、【噴化招乱スキル】の乱発によって失われている体力、『扉』に潰され碌ろくに使い物にならない右腕。疲労に喘ぐ体を見抜かれるティオナやベート達は、汗を流しながら口を噤つぐむ。道具アイテムも既に限りが見えている、人造迷宮クノッソスに削がれ回復し切れない傷が潜在的に存在した。

　レヴィスは『魔力』を燃やして体を癒すとともに、切断された右腕を断面に押し付ける。

　たちまち繫がり、何事もなかったように拳と手の平を作る怪人クリーチャーの様子に、ラウルや下位団員達は息を呑んだ。

「……予備スペアの斧おのを寄こせ」

「は、はいっ」

　ガレスがサポーターの一人に小声を飛ばす。

　半壊した鎧姿の彼も損ダメ傷ージは少なくない中、得物を受け取って臨戦態勢に移る。

　アイズもまた、剣を携えて油断なくレヴィスを見据えた。

　直後。




　広間の壁面が、破られた。




「えっ？」

　前触れなど、一いっ切さいなかった。

　視界一面を占領する鋼色の体皮。

　無数の石板と超硬金属アダマンタイトの破片を爆散させながら迫りくる巨塊に、アイズ達の呼吸が止まる。

　レヴィスさえも驚倒する最中、ただ一人、ガレスはあらん限りに叫んだ。

「逃げろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　全てを放り出して撤退する。

　ガレスの怒号を皮切りに冒険者達は一斉に出口の一つへ飛び込んだ。初動が遅れた下位団員達をアイズ、ティオナ、ティオネ、ベート、ラウル達たち第二級冒険者が服を摑んで強引に引き連れる。

「まさか雄牛型グガランナか？　ちぃっ!?」

　異常事態イレギュラーであることを裏付けるかのように、崩れる迷宮壁の奥に消えるレヴィス。

　その光景をアイズは視認するが、それまでだった。巨大な塊が視界を塞ぎつくし【ロキ・ファミリア】の背を脅かす。

「ちょっと、なになになに!?　何なのっ何が起きてるの!?」

「知るかクソッタレェ!!」

　ティオナの惑乱の声とベートの罵声が飛び交う間にも後方の通路が破壊の進撃に呑み込まれていく。状況の理解もままならないままアイズ達は通路を疾走し、先に通じていた大広間へと飛び出した。

　後を追うように、特大の爆砕音が鳴り響く。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　衝撃波に背を殴られアイズ達は吹き飛ばされる。

　床を転がる団員達、第一級冒険者等が何とか体勢を立て直し、直ただちに後方を振り向くと……巨大な輪郭シルエットが存在した。

　太過ぎる強靭な四脚、雄々しくも捻ねじ曲がった巨大な双角、頭部から不気味な緑色りょくしょくに蝕まれる鋼色の体皮。見上げるほどの巨きょ軀くは肩高六Ｍメドルを優に超える。生えている尾は途中から二股に別れており、先端は剣のように硬く尖とがっていた。

　紛れもなく『牛』の体型を象る総身の中で、唯一の異物を挙げるとすれば、それは額に当たる位置に存在する『女』の体だ。

　不気味な微笑を貼り付けた、女体の上半身。

「超硬金属アダマンタイトの壁を、ブチ壊してきたんすか……？」

　ラウルの呟きがこぼれ落ちる中、第一級冒険者達はその怪物の姿に強い既視感を覚える。

　悪夢を思い起こすように、アイズはその名を呼んでいた。

「『精霊の分身デミ・スピリット』……！」



























【ロキ・ファミリア】がアイズのもとで一堂に会する前。




「──随分と面白おもしろいことになっているな」

　レフィーヤ達がいなくなった壁画の回廊で、タナトスはその神物じんぶつを認めた。

「あんたは……イシュタル」

　胸や肢体を大きく露出させた褐色の肌。誰だれもが目を奪われてしまう絶世の美貌。

　煙管キセルを片手に持つ『美神』、イシュタルに、タナトスは双そう眸ぼうを細める。

「これはこれは、出資者スポンサー様、ようこそお出いで下さいました……と言いたいところだけど、困るなぁ、イシュタル？　勝手に来られると」

「そんなもの今更だろう。何度ここまで足を運んでやっていると思っている？　それに貴様がうろつくものだから、随分と探したんだぞ？」

　背に青年従者ヒューマンを控えさせる美の女神は、勝手知ったる風にタナトスと会話する。更にその後ろには、案内をした仮面の人物がいた。

【イシュタル・ファミリア】と闇派閥イヴィルスの残党、この両者は繫つながっていた。正確には、前者は主神イシュタルとごく一部の者が。

　闇派閥イヴィルス──ひいてはバルカ達名工ダイダロスの血族は人造迷宮クノッソス完成のために莫大な資材、資金を必要としている。漁神ニョルズと契約を交わした港街メレンでの密輸はそのための金策の一つだ。

　イシュタルもまた、取り引き相手としてタナトス達に莫大な資金を投資していた。娼館がひしめく『歓楽街』を領域テリトリーとするイシュタル派は都市オラリオの【ファミリア】随一と言っていいほどの財源を持つ。都市最大派閥と呼ばれるロキ、フレイヤの二大派閥を差し置いて、だ。

　大々博打ハイリスク・ハイリターンになりがちの探索ダンジョン系【ファミリア】とは異なり、ほぼ費用と損失が存在しない安全な博打ノーリスク・ハイリターンが故の強みである。

「それで？　何か御用かい？」

　イシュタルが取り引きに応じているのは無論、見合った見返りを条件にしてのことだ。

　すなわち──。

「私がもらい受ける予定の『天の雄牛』。あれの力を見たい」

　闇派閥イヴィルスの残党と怪人クリーチャー達が隠し持つ、強大な存在を欲してのことである。

「いよいよ美神フレイヤを討つ潮時だ。餌えさの『兎うさぎ』を捕えた後は、数日のうちに仕掛ける。万が一の時はこの迷宮にあの女の眷族ガキ共を誘おびき出す手て筈はずになっているが……一戦やる前に、アレがどれほどのものか、確かめておきたい」

「……えーっと」

『美の神』にあるまじき凶暴な笑みを前に、タナトスは言葉を濁す。

「知っているぞ？　今、都合よくロキの連中がこの迷宮に紛れ込んでいるのを。仮想フレイヤとしてこんなにもちょうどいい存在はない」

「いや、さ？　イシュタル？　『鍵かぎ』を持たないロキの子供達は、ぶっちゃけほとんど詰んでいるようなものでさ？　あんなラスボス引っ張って来なくても間に合っているっていうか、逆に現場を混乱させちゃうっていうか……」

「知ったことか」

　説得しようとする男神に、イシュタルはにべもない一笑を返す。

「私が五年前から、一体いくらの投資カネを落としたと思っている？」

「あ～……」

　くわえていた煙管キセルを唇から離し、紫煙をふきかけてくるイシュタルに、タナトスは降参するように両手を上げた。

「わかった、やるよ、やるさ。出資者スポンサー様のお願いを叶かなえよう」

「それでいい」

　満足そうに目を細めるイシュタルは踵きびすを返す。「物見できる場所に案内しろ」と彼女とその従者が回廊を後にする。

　仮面の人物が一人、すっとその場から姿を消す中、タナトスの側に控える眷けん族ぞくが口を寄せた。

「ど、どうするのですか、タナトス様？　怪人クリーチャーどもは『まだ使うな』と厳命してきていますが……」

「まぁ、しょうがないでしょ。イシュタルには散々世話になったし、ここで臍へそを曲げられると後でどうなるかわかったもんじゃない」

　美神の気紛れと暴走を危惧し肩を竦すくめるタナトスは、おもむろに唇を吊つり上げる。

「それに──俺おれも見てみたいからさぁ。都市の破壊者エニュオの切り札がどれほどのものなのか」

　仄ほの暗ぐらく笑う主神に、ローブ姿の眷族は息を震わせる。

　タナトスに命じられた彼等は慌あわただしく行動に移った。

　こうして『怪物』は、戒められていた鎖から放たれたのである。
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「ええいっ、遊び人の神々どもめ……！」

　崩れ落ちた瓦が礫れきの奥で、レヴィスは心底忌いま々いましそうに吐き捨てた。

　広間の一角は迷宮の残骸で塞ふさがれていた。凄すさまじい量の石材と超硬金属アダマンタイトの塊が重なっており、これではもうアイズ達を追うことはできない。

『怪物』を放ったのがタナトス達だとすぐに見抜いた怪人クリーチャーの女は、苛いら立だちを募らせる。

「私の『声』が届かない……アリアがまき散らした『風』に盛り狂っているのか？」

　ソレが向かった先に片手を伸ばしていたレヴィスは、すぐに拳こぶしを握り締める。

「この調子だと、他ほかの『分身』どもも……ちッ、様子を見てくるか」

　レヴィスは最後に言葉を残し、その場を離れた。

「精々食い殺されるなよ、アリア……回収するのが面倒だ」




「フィルヴィスさん、今の音は……！」

「……わからん。だが、近いぞ！」

　レフィーヤとフィルヴィスは、通路の中を走っていた。

　迷宮中に吹き荒れていたアイズの『風』が途切れてしまったことで、指針を失ってしまった彼女達だが、間もなく聞こえてきた轟ごう音おんの方角へ進路を転じることとなった。

　間もなく通路の終わりが近付くと、仲間の団員達と、金髪金眼の少女の横顔が視界に入る。

「アイズさん！」

　安あん堵どと喜びの声を上げて広間に足を踏み入れたレフィーヤは、こちらを見向きもせず立ちつくす仲間の姿を怪け訝げんに思った。

　だが、その疑問もすぐに解消される。

　アイズ達の視線を追って動きを硬直させたレフィーヤもまた、その禍まが々まがしい『怪物』の存在を視認したからだ。

「あ、あれは……59階層の……!?」

　巨牛の下半身に、額の位置に据わる女体の上半身。二Ｍメドルほどの女体は牛の巨きょ軀くと比べ極めて不釣り合いであった。

　緑の肌に緑の短髪、極彩色の衣ころも、天女と見紛う美貌でありながら不気味さを放つ女体の微笑ほほえみは、レフィーヤの記憶の海を波立たせる。

　未到達領域59階層で死闘を繰り広げた個体と酷似した、『精霊の分身デミ・スピリット』がそこにいた。

『──オオォ』

　そこで、『精霊の分身デミ・スピリット』の巨体が動く。

　レフィーヤは、傍はたから見ればすこぶる悪い時機タイミングで合流してしまったことを理解した。

　何の説明もないまま、怪物の攻撃が始まる。


『──────────────────────ッッ!!』



　単純な突撃。

　だが、そこに秘められた質量と破壊力は桁けた違いだった。

　アイズ達が真横に跳んで全力の回避運動をした後を駆け抜け、まさに猪突猛進を体現するように大広間の壁面を爆砕する。

「う、うそっ!?」

「超硬金属アダマンタイトの壁をいともたやすく……！」

　レフィーヤの驚声とフィルヴィスの戦せん慄りつ。ちょうど少女達のもとに着地したアイズ達も一様に言葉を失う。力自慢のガレスでさえ破壊は手間取るというのに、あの敵はたった一撃、それこそ積み木を壊すように超硬金属アダマンタイトの大壁を粉砕してしまった。

　迷宮壁に開いた大穴を見つめ、【ロキ・ファミリア】の誰もが言葉を失う。

「……59階層のやつとは違って、ありゃ馬力特化じゃのう」

　兜ヘルムの位置を直しながらガレスが呻うめくように言った。

　ただの体当たりが問答無用の必殺となる、生きっ粋すいの力特化パワータイプであると。

「おい……どうすんだ。戦やるのか、戦やんねえのか」

「逃げるに決まっているでしょう!?　早く治療しないと団長が危ないのよ！」

「でも、あれ、絶対に追ってくるよね」

　ベートの言葉にティオネが嚙かみ付くが、ティオナが渋い表情を浮かべる。

「……私が、囮おとりになって」

「はいダメー」

　アイズが口にしようとした言葉をティオナが即刻却下していると、視線の先、煙る穴の奥から巨大な輪りん郭かくがゆっくりと後退してくる。その光景に、団員達は汗を浮かべた。

「それに、出口までの道がわからないっす……」

「あの化物モンスターに暴れ回ってもらって、外の出口まで壊してもらうっていうのは……は、ははっ」

「崩れた迷宮の生き埋めになるなんて、私は御免だけど」

　ラウルが青ざめ、少女ナルヴィが乾いた声を出し、アキが堪こらえるように二の腕の傷口を押さえる。

　希望を見つけられないでいるそんな彼等に対し、レフィーヤは身を乗り出した。

「わ、私っ、出口を見つけました！　誘導できます！」

　ちょうど今いま気付いたように、団員達の目がレフィーヤに向けられ、次にはわっっ！　と歓声を上げた。特に「でかしたわ、レフィーヤ!!」というティオネの歓呼は顕著であった。

「じゃあ、後はあのでかいのっすけど……」

　ラウルが言葉を発するのと、『精霊の分身デミ・スピリット』が大広間に戻ってくるのは同時だった。

　ゆっくりと旋回し、下半身に当たる巨牛の双眼と、弓なりに曲がった女体の瞳ひとみが、アイズ達に向けられる。

　決断が必要であった。

　皆みなを一つの指針へ導く強い声が。あるいは犠牲を厭いとわない選択が。

　一秒、また一秒と、貴重な時間を浪費していく。

　やがて、さまよっていた団員達の視線は、縋すがるように一人の人物のもとに集まっていた。

　少女ヒューマンの団員に背負われている、小人族パルゥムの首領に。

「……っ」

　瀕死のフィンは眉まゆを歪ゆがめた。

　血を流し過ぎ思考がまとまらないのか、それとも彼でさえも次の一声を躊ちゅう躇ちょしているのか。

　指揮官の唇が逡しゅん巡じゅんする最中──ある者が口を開いた。

「言え、フィン」

　ガレスだった。

「少し前なら、いつものことじゃっただろう」

　ドワーフの大戦士は斧おのを担ぎ、フィンの隣に並ぶ。

「誰がお前達の尻しりを守ってきた？」

　蓄えた髭ひげの奥で、口端を吊り上げるガレスに。

　フィンもまた、その唇を笑みの形に歪めた。

「……殿しんがりを、頼んだ。ガレス」

「おう」

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、ガレスは一人、巨大な怪物に向かって歩んでいく。

　団員達の視線を浴びながら遠のいていくドワーフの背中を見て、眉み間けんに皺しわを刻むラウルはフィンの代わりに叫んだ。

「総員、ここから撤退するっす！　急げ!!　レフィーヤ、先導を！」

「は、はいっ！　……フィルヴィスさん！」

「……ああ、わかった」

　青年の号令から一気に動き出す【ロキ・ファミリア】。

　レフィーヤとフィルヴィスが通路へと駆け出し、団員達も続いていく。

　そんな中、無言だったアマゾネスの姉妹がアイズ達に背を向ける。

「……ガレスだけにいい格好させないんだから。団長に褒ほめられるのは、私よ」

「あたしも行こー」

　好戦的な女戦士アマゾネス達がドワーフの背を追う。

　命令違反の常習者である若い第一級冒険者達は、ガレスとともにこの場に居残った。

「ベート、アイズ……ラウル達を、守ってくれ」

「……ちッ！」

　自らも赴こうと尾を揺らめかせていたベートだったが、フィンの懇願を受け舌打ちを放つ。

　彼とともに団員達に同行するアイズは広間から出る直前、もう一度ガレス達の背中を見た。

「ティオナ、ティオネ……ガレス」

　負けないで、と。

　殿を務める仲間にパーティの命運を委ゆだね、アイズは断腸の思いで走り出した。
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「良かったのか、ティオネ？　フィンの側に付いてやらずに」

　自分の仕事に付き合わせる形となったアマゾネスの少女に、ガレスは尋ねた。

「団長のお尻しりを守るのは私よ！　団長のお尻しりは、私のなんだから!!」

「何でお尻を強調するのさー」

　意固地になって叫ぶティオネに、ティオナが半眼になって呆あきれる。

　一辺が一〇〇Ｍメドルは存在する正方形の大広間。大戦斧、湾短刀ククリナイフ、大双刃ウルガ、それぞれの得物を手にする冒険者達は、最初で最後の気の抜けた会話を交わす。

『……アァァ』

　お喋しゃべりもそれまでだった。

　前方の超大型級が、動く。

　ズンッ、という大槌を打ち付けたかのような鈍重な轟音が、踏み出された前足とともに響いた。アイズ達が発った通路口を目指し、真まっ直すぐこちらに向かってくる。

「で、あれ、どうするー？」

「まともにやり合える相手じゃないでしょ。私達も万全じゃないんだし……『魔石』をブチ壊す一発狙ねらいかしら」

　毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの『劇毒』を浴びているティオナは全身の肌から汗を流し続けており、暗殺者アサシンの『呪道具カースウェポン』に切り付けられたティオネは浅くはあるものの傷が癒いえていない。

　敵はかつて【ロキ・ファミリア】が全主力をつぎ込んでようやく撃破した『精霊の分身デミ・スピリット』。

　ティオナ達は万全の状態ベスト・コンディションにはほど遠く、押しとどめなければいけない敵はあまりにも強大過ぎる。

「まぁそれもいいが……ここは基本に戻るぞ。お主等、デカブツに対処する時の定法セオリーは？」

「足を狙って」

「地面に落とす！」

「よし。攻撃をもらうなよ、一発で粉こな微み塵じんになるぞ」

　だが、第一級冒険者達は悲観はしなかった。それは『冒険』する上で己おのれを殺す『毒』になることを彼等は知っている。

　火炎流によって半焼した鎧を揺らしながら、ガレスも斧を構えた。

「あくまで儂わし等の狙いは足止めじゃが、アイズ達のためにも仕留めるに越したことはない──行ゆくぞ」

　ドワーフが地を蹴けるとともに、戦闘の幕が開けた。

「走り出したら手を付けられん！　ティオナ、止めるぞ！」

「わかったー！」

「ティオネは『魔法』であやつの足を絡からめ取れ！」

「『魔法』、得意じゃないんだけど……しょうがないわね！」

　ガレスとティオナの二人はそのまま直進、ティオネは真横に跳んで一度戦域から離れる。

　接敵を放棄したティオネは、そのまま『詠唱』に移った。

『アリア……アリア！』

　対する『精霊の分身デミ・スピリット』は、歓喜の声を上げながら猛進を開始する。

　石板に覆われた超硬金属アダマンタイトの床を轟然と蹴立て、地響きを巻き起こしながら発走した。

「「っ！」」

　迫りくる巨塊にガレスとティオナは、咄嗟とっさに左右に分かれて回避する。しかし。

　敵の進路から外れたにもかかわらず、凄まじい風圧が二人の体を襲った。

「もうっ、いきなり走ってるしぃー！」

「ちぃッ！」

　体をびりびりと震わされながら手を付いて着地するガレス達を置き去りにし、『精霊の分身デミ・スピリット』は広間を後にしようと突き進む。

　走り出したら止まらない。まさにその通りであった。

　巨牛の無敵の驀ばく進しんに、ガレスは吼ほえる。

「ティオネ！　行ったぞ！」

　大広間の一角では、アマゾネスの呪文うたが紡つむがれていた。

「【心海うみに沈められし我が欲望、心海うみに育まれし我が渇望──運命ときは来た】」

　一字一句間違えないように確実に、慣れない詠唱を口ずさむ。『魔導アビリティ』を修得していない彼女の足あしもとには当然魔法円マジックサークルは展開されず、力強い韻いんだけが響いていく。

　視界の左から右へと駆け抜けていく『精霊の分身デミ・スピリット』を見据えながら、ティオネは身構えた。

「【形をなし、牙を剝き、王蛇へびとなれ。海を抜け、大地おかを越え、世界を覆え。運命ときを捕とらえ、運命ときを止め、運命ときを蹂じゅう躙りんせよ】！」

　呪文じゅもんが完成するとともに、ティオネの手の中に輝きが生まれ、『魔力』で具現化された紫し紺こんの光鞭こうべんが発生した。

「【リスト・イオルム】！」

　そのまま、相手目がけて撃ち出す。

　光の鞭むちは高速で蛇行し、まさに獲物に喰くらいつく蛇のごとく巨牛の右後脚に巻き付いた。

『!?』

　途端、『精霊の分身デミ・スピリット』の体が不自然に硬直する。

「しゃあッ、かかったぁ!!」

　ティオネの魔法【リスト・イオルム】。

　光の鞭となって顕現するその属性は『拘束魔法』。通常の打撃武器としても使用できる鞭に捕えた対象を、一定確率で強制停止リストレイトさせる。成功率はティオネ自身の『魔力アビリティ』の数値に依存するものだ。

　魔導士でもないティオネの熟練度は低いものの、度重なる昇格ランクアップで『魔力アビリティ』そのものの値あたいは高い。本人曰いわく『階層主相手なら十回やって一回成功する』。

　その一回目が最初に来た己の強運にティオネは喝采し、光の鞭を手繰り寄せた。


『ッ……？』



　強制停止リストレイトに追いやられた『精霊の分身デミ・スピリット』が、身を襲う凶暴な慣性に耐える。

　意思に逆らった停止に上半身の女体が驚きょう愕がくし、前のめりになった巨牛の下半身が倒れぬよう床石を抉えぐりながら強きょう靭じんな前脚で踏みとどまった。

　そして、その隙すきを見逃す第一級冒険者ではない。

「うおりゃぁー!!」

「ぬぅんっ！」

　背後から追いついたティオナとガレスが、敵の脚部を襲った。

「って、硬かっったぁー!?　って、わぁー!?　大双刃ウルガに罅ひびが入ったー!?」

　左右の後脚をそれぞれ狙った二人の目が見張られる。

　やかましい言葉通りティオナの《ウルガ》には罅が生じ、ガレスの大戦斧に至ってはたった一度で刃の一部が欠けてしまった。

　敵の体皮は凄まじい強度、それこそ超硬金属アダマンタイト級の硬度を誇る。

『イタイッ』

　が、ティオナとガレスも【ロキ・ファミリア】の中で一、二を誇る力の戦士パワーファイター。

『精霊の分身デミ・スピリット』もただでは済まず、その硬皮に傷が生まれ、紅血を吐き出した。

「こりゃ儂等より、武器の方が先に音ねを上げそうじゃのぅ」

「どうすんの、ガレス！」

「決まっとる──潰つぶれる前に潰す！」

　床を蹴り付けガレスとティオナが再襲する。

　激しく交差する二つの影が、幾度となく敵の脚部を乱打した。

『……遊アソビタイノ？』

　脚を何度も襲う衝撃に、『精霊』の淀よどんだ金瞳が下方に向けられる。

　象に群がる鼠ねずみのごとき冒険者達を見下ろしていた『彼女』は小首を傾かしげ、笑った。

『ナラ──遊ビマショウ』

　戒める拘束をあっさりと振り解き、ガレスとティオナと対たい峙じするように身を翻ひるがえす。

「解けんの早過ぎなのよ……！」

　強制停止リストレイトをあっという間に解除する敵の『魔力』に毒づくティオネ。せめて少しでも動きを阻害しようと、蛇の鞭を満身の力で引き寄せる。

　が、

「っ!?」

　逆にティオネが引き寄せられ、床に転がるほどの力で、鞭が巻き付いた後脚を振り下ろす。

「ちょっ!?」

　大轟音。

　危うく回避した鼠ティオナを吹き飛ばすほどの踏付スタンプ。

　再び石板を砕き、超硬金属アダマンタイトの床を陥没させる。

『アハッ、アハハハハハハハハハハ！』

　凶悪な牛舞ロデオが始まった。

　足踏みをして、動き回る。それだけだった。それだけで歴戦の第一級冒険者達は傷付いていった。巻き起こる地震が体勢を崩し、踏付スタンプの衝撃波が容赦なくドワーフの鎧とアマゾネスの褐色の肌を殴り付ける。更に臀でん部ぶから伸びた二股の尻尾テールが刀鞭のようにしなり、攻撃の苛か烈れつさの一役を買う。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

『精霊』の可か憐れんかつ嗜虐しぎゃく的な笑い声ともに打ち上げられる、暴牛の咆ほう哮こう。

　上半身と下半身、二つの意志を宿す『精霊の分身デミ・スピリット』は獲物にとどまらず迷宮そのものを破壊していく。

「この暴れっぷり……『宝玉』に寄生されたモンスターは『パワー・ブル』か？」

「あの深層種モンスター、あんなでっかくないじゃ～ん！　もうーッ！」

　ガレスとティオナが堪らず距離を取る。憤激するティオネは果敢に鞭を引っ張って動きを抑制しようとするが、ものの効果も発揮しない。

　肉体そのもの、凄まじい潜在能力ポテンシャルが敵の最大の武器だ。

「やはり、玉砕覚悟でことに当たるしかないのう」

　ガレスはそこで、覚悟を決めた。


「このクソ牛っ……！」



　並んで、ティオネがブチ切れる。

　いいように振り回される自分が我慢ならず、ガレスの言いつけを無視して攻撃に移った。

　脚部に巻き付いている蛇の鞭リスト・イオルムは解除せず、『精霊の分身デミ・スピリット』を中心点にして大きな円を描く。

『？』

　四脚に巻き付いていく光鞭に首を傾げながらも、『精霊の分身デミ・スピリット』は委細構わず暴れ続ける。

　モンスターを他所よそに高速で旋回するティオネは、地を蹴り付け、渦の中央へ引き寄せられる風のように一気に肉薄した。

「大人しくっ、してろッッ!!」

『!?』

　多大な遠心力、更に【憤化招乱スキル】を上乗せした怒りの鉄拳。

　苛烈な殴打音のあとにティオネの拳は砕け五指が変形するものの、あまりの威力に巨牛の脚もがくんっと沈んだ。会心の一撃である。

「でかした、ティオネ！」

　動きが止まった『精霊の分身デミ・スピリット』にガレス達はここぞと攻め込んだ。

　既に傷だらけの敵の四肢をめった打ちにする。武器の破片が散るが構わない。咄嗟に迎撃する尻尾テールも返す大戦斧で切断し、『精霊』の驚愕をさらった。

『ッ……【突キ進メ雷鳴ライメイノ槍ヤリ代行者タル我ガ名ハ雷精霊トニトルス雷イカズチノ化身雷イカズチノ女王オウ──】」

　巨牛の動きが鈍る中、笑みを消した女体の上半身が呪文を奏でる。

　短文詠唱かつ人智を超えた高速詠唱により、瞬く間に砲台が完成した。

『【サンダー・レイ】！』

　宙空に巨大な魔法円マジックサークルを展開し、自身側面、横っ腹へ肉薄してくるティオナに片手を突き出し狙い撃つ。

「それっ、知ってるもんねー！」

　だが、ティオナは素早い予測行動で大砲撃の射線上から難なく退避する。

　59階層で嫌というほど味わった豪雷の矛ほこに舌を出し、そのまま敵と交差する形で大双刃ウルガを振り抜いた。少女が股下からくぐり抜けた後、深い損ダメ傷ージを負った後脚が一本、膝ひざを折る。


『────────────ッ!?』



　大粒の唾液を散らす巨牛の苦悶。

　上下する振動に『精霊』の上半身が、ままならず悲鳴を上げる。

　──敵の突撃、攻撃は確かに脅威だ。止められない進撃は魔導士と彼女達を守る前衛壁役ウォールからすれば悪夢以外の何ものでもないだろう。だが、それだけなのだ。

　59階層の『精霊の分身デミ・スピリット』が魔法型だとすれば、今交戦する個体は力パワー型。圧倒的な破壊力と素の防御力は恐ろしいものがあるものの、攻撃の種類バリエーションは限られている。

　つまりは、単調。

　深層域の『遠征』を繰り返し、『未知』に挑み続けた百戦錬磨の【ロキ・ファミリア】にとってこれほど御しやすい相手はいない。少なくとも無数の触手と花弁の装甲アーマーを持つ59階層の『精霊の分身デミ・スピリット』よりも、目の前の敵は与くみしやすい。

　攻撃の拙つたなさを帳消しにする敵の圧倒的な潜在能力ポテンシャルによって、吹き飛ばされ、傷を作り、血に濡ぬれながらも、それでもガレス達は攻める手を止めなかった。

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　殿しんがりを任せられた冒険者達の気迫が、執念が、仲間を思う心が一進一退の攻防を生み出す。

　激烈な我慢比べ。冒険者達の心身と武器が果てるのが先か、怪物の四肢が屈するのが先か。

　残っている尻尾テールと砲撃まほうで必死に上半身──『魔石』への必殺を防ぐ『精霊』の顔に、確かな焦燥しょうそうが走る。

『……！』

　根負けしたのは、『精霊の分身デミ・スピリット』の方だった。

　残る尻尾テールを切り裂かれた後、とうとう巨牛の下半身が轟然と地に沈む。

「もらいぃー！」

「くたばれっ!!」

　ティオナ、ティオネ、ガレス、三方向から同時に『精霊』の上半身に飛びかかる。

『魔法』を放って一人を撃ったとしても、残る二人が『魔石』を貫く。そも短文詠唱を奏でる猶予などない。

　大双刃ウルガと湾短刀ククリナイフ、大戦斧が精霊の体たい軀くに叩たたき込まれようとした。

『──アハッ』

　しかし、そこで。

　正面から飛びかかったガレスは、『精霊』のおぞましい無む垢くな笑みを目にした。

『【荒スサベ天テンノ怒イカリヨ】』

　一節。

　たったそれだけで、『魔法』は発動した。

『【カエルム・ヴェール】』

　超短文詠唱。

　刹那のうちに許した敵の魔法発動に、ガレス達の時が凍結する。

　発生するのは夥おびただしい雷いかずちの膜。『精霊』の上半身を、巨牛の下半身を電流の鎧が覆う。

　──付与魔法エンチャント。

　アイズの【エアリエル】と同じ。

　もとより出で鱈たら目めな怪物が、強大な雷いかずちの恩恵を得る。

　切り札を隠し持っていた『精霊』は、無垢な笑みを狡こう猾かつなものへと変えた。




『【放電ディステル】』




　次の瞬間、凄まじい雷撃が展開した。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　付与された雷鎧が三百六十度、全方位にわたって電流を放射させる。

　まさに雷の網に捕まったガレス達は声にならない絶叫を上げ、弧を描いて吹き飛ばされた。

　全身を雷撃に焼かれた三人の冒険者が、背中から地面に落ちる。

『──オオオォ』

　更に止とどめとばかりに、追い打ちが行われる。

　傷付いていた『精霊の分身デミ・スピリット』の四肢が黄金の粒子を放つとともに『自己再生』を行い、再び立ち上がる。双角ホーンまで帯電させる巨牛は仰ぐかのように、何とその大巨軀を棹さお立ちにさせた。

　巨大な影が仰あお向むけとなった冒険者達を覆う。

　──まさか。

　振ってくる前脚が、ガレス、ティオナ、ティオネの危惧を肯定する。

『精霊』の邪悪な笑みとともに、雷光を纏まとった牛蹄は振り下ろされた。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』




　爆砕する。

　雷の蹄が落とされた大広間中央を起点に、凄まじい衝撃と輝かしい雷震が発生する。破壊の津波と轟雷の濁流はガレス達を呑のみ込むにとどまらず、大広間の床を、壁を、天てん井じょうを壊しつくした。

　耳を聾ろうする雷砕音、そして視界を白く染め上げる雷光の連続。

　深い亀裂を刻み込まれた大広間全体が今にも崩れそうな金属の歪みを露出させる。

　床が抜けずに耐え切ったのは何層も折り重なる超硬金属アダマンタイトの強度と、後は千年の妄執によるものだった。

『アハッ、アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ!!』

　人造迷宮クノッソスの一部が大破壊の様相を見せる中、『精霊』の笑い声が響いていった。
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「はははははははははははははははははははははははははははははっ!!」

　台座に映し出されるその大破壊の光景に、イシュタルは『精霊の分身デミ・スピリット』と歓喜を同調させる。

「出鱈目じゃないか!!　ロキの眷族ガキどもがあんなにあっさりと！　見ろタンムズ、あれに比べたら階層主など目じゃないぞ！」

　側で声を失っている青年従者に、イシュタルは絶頂を迎える淫婦のように叫び散らした。

　頰ほおを紅潮させ、その圧倒的な力に興奮する。

　雷いかずちの付与魔法エンチャントによって更に激上した潜在能力ポテンシャル。

　特化した攻守の、更なる強化など極悪以外の何でもない。

　あれこそまさに比肩するもののない『天の雄牛』だ。

「倒せるぞ、フレイヤを!!　これだけでも奴やつの眷族ガキどもを滅ぼせる！　私の勝ちだっ、はっ、ははははははははははははははははは!?」

　仰のけ反ぞりながら哄笑こうしょうを上げる美神を、一歩離れた位置から眺めるタナトスもまた、ニヤニヤとした笑みを隠し切れていなかった。

「こりゃすげぇー、やべえー。あんなヤバイ存在もんだったの？　レヴィスちゃん？」

　ここにはいない怪人クリーチャーに声を飛ばしながら、タナトスは唇を鎌のように吊り上げる。

「タ、タナトス様ぁ!?　人造迷宮クノッソスの破壊を見てバルカ様がご乱心にっ……暴れ回られて手が付けられません！　このままでは【剣姫けんき】を取り逃がしてしまいます！」

「どうかバルカ様をお鎮しずめください!?」

「え、なにー、何も聞こえなーい」

　殴り飛ばされたのか、ボロボロになって石室に駆け込んでくる眷族達の報告を、タナトスは聞こえない振りをした。

　都合の悪いことには目を背け、台座に映る光景だけを見つめる。

「コレが、あの戦争の時にあればなぁ」

　五年前に敗北した都市抗争を思い出しながら、男神は悠然とそびえる『精霊の分身デミ・スピリット』に目を細めるのだった。
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　動く者がなくなった大広間。

　瓦礫の塊が方々に散見される中、笑い声の衝動が去った『精霊の分身デミ・スピリット』は動き出した。

　アイズ達が消えた通路に向かって、ズンッ、ズンッ、と巨脚を進め始める。

『？』

　何かが巻き付いた感覚に、『精霊』の上半身は足もとを見下ろした。

　見れば、光の鞭が前脚に絡まっている。鞭の先を追えば、真横の位置からティオネが『魔法』を行使していた。

　雷で焼かれた体で、ボロボロになりながら。

「行か、せる……か……」

　体を伏しながら蛇の鞭リスト・イオルムを放つティオネに、『彼女』はにこりと微笑んだ。

　次には勢いよく前脚を振り、釣り糸のように引き寄せる。

　何の抵抗もできないアマゾネスを、そのまま壁面の一角に激突させた。


「がっっ……!?」



『ウフフ、アハハッ』

　もう一度、更にもう一度。

　地響きを伴う運動で体の向きを何度も変え、床に、壁面に、瓦礫の中にティオネを叩きつける。この『玩具おもちゃ』は中々壊れない、すごい、面白い。そんな風にきゃっきゃっと笑い続ける。『精霊』の無垢な微笑みは、ともすれば嗜虐的な一笑であった。

　まさに幼児のように残酷な遊びを繰り広げる。

『フフ……バイバイ』

　ぐしゃっ、と。

　片腕片足が折れ曲がり、血溜だまりに沈んだ少女に笑いかけ、『精霊の分身デミ・スピリット』は背を向ける。

　次の『玩具』が『彼女』を待っている。恋い焦こがれる少女のように待ち望んでいた、とっておきの『玩具アリア』が。

　異形の怪物が今度こそ広間を後にしようとした、その時。

「……ま、て」

『……』

　今度は細い首に、光の鞭が巻き付く。

　横顔だけ向けて一いち瞥べつすると、少女は起き上がっていた。

　震える足で、だらりと外れた片腕を下げながら、片膝を突いた体勢で。

　割れた額から流れ出る鮮血で血化粧をしたティオネは、懸命に眉を吊り上げる。


「てめぇが、行っ、たら……団長がっ……団長を……団長の…………させるか、させねぇ……絶対にっ……だめだ……」



　少女の目尻には涙が浮かんでいた。

　嗚お咽えつを吐くように、支離滅裂の言葉と、想おもい人の名が呟つぶやかれる。

『精霊の分身デミ・スピリット』は眉をひそめた。せっかくのいい気持ちに水を差された気分だった。

　もう一度遊んであげようかと思ったが、碌ろくに知能がない『彼女』から見ても少女はもう壊れていた。そして『彼女』は壊れた玩具に興味を示さない。


「守るんだ、私が…………あいつ等を…………あの人、を……」



　血を流し過ぎ朦もう朧ろうとするティオネの言葉が、か細くなっていく。

　首を絞める力がぎゅっと僅わずかに強くなるが、『精霊の分身デミ・スピリット』はもう相手にしなかった。

　少女の譫うわ言ごとを無視し、通路へと進む。

『……？』

　が、ぐいっ、と。

　一転して、先程にはない力強さで鞭が真後ろに引かれた。

　息苦しさを覚えた『彼女』はもう一度、背後を振り向く。

　ぴんっと伸び切った光の鞭。その先で折り重なる二つの影。

　呆ぼう然ぜんと目を見開くティオネの背後に、一人のドワーフが立っていた。

「でかした、ティオネ──」

　不敵な笑みを顔に刻むのは、兜ヘルムも鎧も失った傷だらけのガレスである。

　右手で鞭を持つティオネの手を上から握り、左手で鞭を直接摑つかむ。

　次には眦まなじりを裂いた形相で、光の鞭を引き寄せる。

「──絶対に離すでないぞぉ!!」

　瞬間、『精霊の分身デミ・スピリット』の上半身が一気に仰け反った。

『!?』

　光の鞭が緑肌の首に勢いよく食い込む。

『精霊』の上半身が折れ曲がるのではないかというほど、真後ろに引き寄せられた。

　壊れた天井を映す『彼女』の視界。ギチギチと嫌な音を立てていく細い首。

　咄嗟に両手を鞭にかけるも、意味をなさなかった。

　鞭が緩まない。

　息が吸えない。

　呼吸ができない。

　発声できない。

「それでは歌えんのぅ？　歌えんだろう？　──歌えるわけがないわァ!!」

　獰どう猛もうな笑みを弾はじけさせ、ガレスが大唾を飛ばす。

　潰された『魔法』。『精霊の分身デミ・スピリット』の武器の一つを奪った。

　ドワーフの太腕と強肩に更なる力が加わり、『精霊』の淀んだ金色の瞳があらん限りに見開かれる。

「油断したら敗まけよ！　戦士の風上にも置けん奴め、冒険者に背を見せたら何も文句は言えんわぁ!!」

『……、……、……!?』

「はっきり喋らんかぁ、不細工な精霊め!!」

『彼女』は最初から戦士ではないが、今のガレスには関係ない。

　満身の力を振り絞るドワーフの顔が赤く灼熱しゃくねつする。理不尽な言葉を罵声のごとく投げつけ、鞭を引き絞った。

　猛るガレスはその勢いのまま怒鳴り散らす。

「ティオネェ!!　根性を出さんかァ！　フィンを守るのだろう!?」

　転瞬。

　呆然としていたティオネが、かっっ、と眦を決する。

　どこにそんな力が残っていたのか、生きている片腕が弾かれたように再起動する。

「うるせぇクソジジイッ!!　言われなくても──わかってんだよぉッッ!!」

　二人分の怪力が、『精霊』の首一点に負荷をそそぎ込んだ。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ!?』



　声にならない大絶叫。

『精霊の分身デミ・スピリット』は意味がわからなかった。何故なぜ自分が苦しんでいるのか、何故自分が罵倒されているのか。

　どうして今、自分が殺されかけているのか。

　碌な思考もかなわないまま、摑んだ鞭を何度も解こうとするも、喰らいついた蛇の牙きばは決して離れない。

　首が圧迫され、とうとう金の瞳から血の涙が流れ始める。




「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」」




　迸ほとばしる冒険者達の激声。

　怪物を原初の戦いに引きずり込み、まさかの『絞殺』を敢行する。

　絶殺の意志を掲げ、己の内にあるもの全てを捧げ雄お叫たけびを上げた。

「私がぁ！　私が団長を守るのぉ！　団長のお尻を守って私が一杯愛してあげるの!!　私がお嫁さんになってお尻と団長と一緒に幸せになるのッそう決めたんだからぁ!?」

「ふははははははははッ!!　尻と輿こし入れなどできるものかァ!!」

「うるせぇえええええええええええええええええええええええええええええええええええっ!!　そもそも何故っ、なんで、どうしてガレスなのよ!?　ここは団長でしょ、私と団長の愛の共同作業でしょう!?　私が団長の小さな体を優しく抱き締めてちゅーしてお尻を堪能しなきゃいけないでしょう!?　どうしてむさ苦しいドワーフと一緒にクソ汚ねえ化物の首を引っ張ってンだよぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「ガハハハハハハハハッ!!　照れるなティオネェ!!　儂はフィンより男前じゃぞぉ!!」

「殺すぞぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

「フハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ!!」

　ティオネと、ガレスは、壊れた。

　泣いて怒いかり、大笑して殺意に満ちる。

　使命と殺意が渾こん然ぜんとなって二人を極限状態という名の未知の領域に連れ立つ一方、堪ったものではないのは『精霊の分身デミ・スピリット』である。

　わけのわからない馬ば鹿か力を発揮され死の崖がけに追い詰められている。だが引き剝はがせない。『精霊』の細腕は蛇の鞭を振り解くことができない。

　人智を超えた力を持つのは巨牛の下半身のみ。『魔法』を操あやつる、言わば砲台の上半身はあまりにも脆ぜい弱じゃくである。


『──────────ッ!?』



　もがき苦しむ上半身と連動するように痙けい攣れんしていた巨牛の下半身が、堪らず動き出そうとする。その力をもってガレス達を振り払わんと。

　その時。

「「ティオナァアアアアアアアアアアアアアアアア!!」」

　ガレスとティオネは仲間の名を吠ほえた。

　次の瞬間、瓦礫の山の一角を吹き飛ばし、アマゾネスの片割れが疾走する。

「寝てたぁー!!　こんにゃろぉー!!」

　大音声とともに口から吐き出されるのは、赤い息吹。

　技能スキル【大熱闘インテンスヒート】。

　そして【狂化招乱バーサーク】。

　最大限に高められた『スキル』の重複。

　これ以上ない最強の一撃──大破壊ウルガを、驚愕する巨牛の下半身に炸さく裂れつさせる。


「いっっくよおおおおおおおおおおおぉ────ッ!!」



　大切断される、『精霊の分身デミ・スピリット』の右前脚。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　まさかの一刀両断に巨牛が痛つう哭こくを撒まき散らす。片足を失ったことでその巨軀が床に突っ込む一方、《ウルガ》の刃が破片の雨へと変わる。

　使い手の『力』と怪物の硬皮によって、片方の大刃が砕け散ってしまう。

　だが、もう一振りの大刃はまだ残っている。

「まだまだぁあああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　大剣と化した得物をもって、前脚を、後脚を。

　怒ど涛とうの勢いで残った脚部を滅多斬りにする。

　狂戦士バーサーカーと成り果てたティオナは大斬撃の嵐あらしを見舞った。


『───────ッッ!?』



　そこで思い出したように──暴走するかのように──未いまだ全身に付与されている雷の鎧カエルム・ヴェールを放電させる『精霊の分身デミ・スピリット』。

　暴れ回る電撃がティオナのそれ以上の攻撃も、接近も阻む。

　しかし、

「温いわぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「効くかぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　外れない。

　その首の拘束だけは決して外れない。

　鞭を伝って襲いかかってくる電撃を、ガレスとティオネは耐え凌しのぐ。

　どころか、体を焼かれる両者の体から更なる『力』が引き出されていく。ティオネの口からは紅の息吹が、ガレスの腕には幾筋もの力の青筋が生まれた。

　打ち上げることのできない悲鳴の代わりに、『精霊』の瞳から血の涙がどくどくと溢あふれ出していく。

「あたしも交ぜろー!!」

　片刃の《ウルガ》を放り出したティオナが姉達のもとに合流する。

　光の鞭を直接摑み、綱引きとばかりに渾こん身しんの力を加えた。

　眼球から搾り出されていく様々な体液。

　緑色からドス黒い赤紫に変色する『精霊』の相貌。

　肌を焼く雷いかずちの絶叫を捻ねじ伏せるように、第一級冒険者達は裂れっ帛ぱくの気合を重ね合わせた。




「「「うおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」」」




　次の瞬間、グシャッッ、と。

『精霊』の首が、胴から分かたれた。

　力を失った両腕がだらりと下がり、目を剝むいた生首が宙を飛ぶ。

　千切れた首の断面から、夥しい鮮血が間欠泉のように吹き出し、巨牛の下半身が力を失ったように沈んだ。

　冒険者達もまた、ぱっと四散した光の鞭とともに床へ倒れ込む。


「……ふーっ、ふーっっ……!!」



　女戦士アマゾネスの姉妹が指一本も動かせずにいる中、ドワーフが一人、ゆっくりと立ち上がる。

　荒々しい息を野放しにしながら、痙攣を繰り返している『精霊の分身デミ・スピリット』の巨軀へ、つま先を向けた。

「──仕舞いじゃ」

　疾走する。脳を失って行動不能に陥おちいっている敵の肉体へ。

　大剣と化した《ウルガ》を拾い上げ、瓦礫を踏み砕き、大跳躍。
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　モンスター直上、血の噴水が途切れた『精霊』の上半身へと落下し──止めの一撃を振り下ろした。




「塵ちりとなれぇえええええええええええええええええええええええええええええええいっ!!」




　爆散。

　上半身の『魔石』を砕いた瞬間、『精霊の分身デミ・スピリット』の巨体が膨大な灰粉へと果てた。

　最後の縦断の一撃が床石を割る。

　舞い上がった灰が大きな霧を生んだ。

　残響していた破砕音が消える頃ころ、霧の奥から一つの影が歩み出てくる。

　灰の霧から抜け出すドワーフの大戦士は、若い女戦士アマゾネスのもとへ戻った。

　動けない双子の姉妹を、左右の肩にそれぞれ背負い、運び始める。

「……ガレ、ス……」

「喋るな、ティオナ。儂等が力つきるより早く、脱出できることを祈っておれ」

「あたし、の、ウルガも……持って、て……」

「無理じゃ、諦あきらめろ」

「あー、また借金ローンだー……ティオネぇー、手伝ってー……」

「ざけん、な……し、ね……」

「やっぱりお主等、死ななそうじゃのぅ」

　誰もが全身をぼろぼろにしながら。

　第一級冒険者達は、『精霊』の死骸が舞う大広間を後にするのだった。
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「【ディオ・テュルソス！】」

　フィルヴィスの短杖ワンドから放たれた雷条が、モンスターの群れを焼きつくした。

　敵が一掃された通路を数多の足が駆け抜けていく。

「レフィーヤ、まだなの!?」

「あともうすぐ、もうすぐの筈なんです……！」

　怪我けが人に肩を貸すアキの声に、レフィーヤが汗を流しながら答える。

　脱出に移ったパーティ本隊は限界が間近に迫っていた。度重なるモンスターや刺客の襲撃が原因である。

　ここにきて敵の追撃に躍起さが滲にじみ出ていた。

「『扉』、閉めてこないわね。合流する前は、あんな景気よく開け閉めしてたのに……！」

「敵の方にも何か、計算違いが起こってるみたいっす……どわぁ!?」

　空いた片手に持つ小型盾バックラーと長剣で攻撃を防ぎながら、アキとラウルが息を切らす。

　アキ達の推測通り、敵は視界の中で『鍵』を出して使ってこない。まるで奪われることを何よりも恐れているように。

　ラウル達は与あずかり知らないことだが、この時、精霊の分身デミ・スピリットによる人造迷宮クノッソスの甚大な損害を受けてバルカは乱心の極致にあった。迷宮を操ることができる唯一の頭脳ブレーンが支障を来たし、これまでのような遠隔操作ができなくなっているのである。

　迷宮の恩恵を十全に受けられない闇派閥イヴィルス側の残党達は、体を張って【ロキ・ファミリア】を止めようとしていた。

（ガレスさん達はまだ来ない……！　経路みちに目印は残してきたけど……！）

　何度も振り返るレフィーヤの顔にも焦あせりが滲む。

　隊列の最後尾と中ほどで護衛するベートとアイズが敵に取り付かれないよう奮闘しているが、それもあとどれほど持つか。多くの傷と疲労に膝を屈しかける団員が続出している。


「──っ！　レフィーヤ!?」



「えっ!?」

　不意に横道から現れるのは食人花の群れ。

　誰かが付近の『扉』を開けたのか、罠トラップ用の食人花が残党達を巻き込みながら突き進んでくる。

（しまっ──!?）

　レフィーヤの『並行詠唱』も、フィルヴィスの障壁魔法も間に合わない。

　アイズの『風』に反応し正面から迫る怪物の大群に、レフィーヤは目を瞑つむった。




「【ウィン・フィンブルヴェトル】！」




　しかし、絶対零れい度の白風がそれを阻む。

　モンスターの大群を凍いてつかせる砲撃が放たれた。

「えっ……」

「走れ、レフィーヤ！」

　リヴェリアである。

　通路の先で新たな呪文を唱え始める魔導士に、一瞬呆ほうけたレフィーヤは、フィルヴィスにも押される形で転がるように走り出した。

　床石に展開するリヴェリアの魔法円マジックサークルを通り過ぎると、そこに待っていたのは仲間の帰りを待つ冒険者達の姿だった。

「怪我人を！　早く！」

「外まで運び出す！　急げ！」

　エルフのアリシア達が、呆然とする団員達に手を差し伸ばし、強ごう引いんに引き寄せた。

　負傷者を担ぎ上げ、一斉に外へ運び出していく。

「これ、は……」

「よくやった、レフィーヤ。お前が残した杖つえが『目印』となった」

　団員達がひっきりなしに入れ替わる通路で立ちつくすレフィーヤに、砲台となって敵を寄せ付けないリヴェリアが顔も見ずに笑いかける。

　魔法円マジックサークルの広範囲展開を重ねていたリヴェリアは、『魔宝石』の稀け有うな魔力を探知し、レフィーヤの残した救援信号メッセージを受け取ったのだ。

　発見した出入り口から迷宮の内部まで侵入し、仲間の救助を断行したのである。

「リヴェリア！」

「アイズ、無事か！」

「ガレス達がまだ、帰ってこない……！」

「敵は統率が取れていない。今が助け出す好機だ。動ける者を集めて迎えに行け。限界まで粘る！」

「うん！」

「クソババァ、俺も行くぞ！」

　次々とリヴェリア達のもとまで辿たどり着く団員達の中で、応急処置を素早く済ませたアイズやベート、さらにラウルやアキが救出隊へ加わる。

　立ち呆けていたレフィーヤも慌ててアイズ達と行動をともにしようとするが、

「レフィーヤ、お前は地上に戻れ」

「ま、待ってください、リヴェリア様！　私はまだ動けます！　ここで一緒に……！」

「精神力マインドがつきかけているくせに何を言っている。私も大して余力が残っていない、できる者から早く脱出しろ！」

　極大魔法に伴う魔法円マジックサークルの展開を乱発していたリヴェリアは、その額に汗を溜め、翡ひ翠すいの髪を張り付かせていた。『精癒アビリティ』による回復が追いつかないほど彼女も精神力マインドを消費している。

「レフィーヤ」

「……はいっ」

　フィルヴィスに腕を引かれ、レフィーヤは唇を嚙みながら頷うなずいた。

　救助最前線レスキューラインから離脱し、他団員達がまさに胸壁となって守る一本道を駆け抜けていく。

　最後の階段を上り切った後、息が切れるほどの疾走を重ね、溶け出している氷結の出入り口を、越えた。

「……あぁ」

　倒れた仲間を運び出す団員達。

　重傷の首領の姿に飛び交う怒号と悲鳴。

　一歩間まに合わずこと切れてしまった戦友に流れ落ちる、滂ぼう沱だの涙。

【ファミリア】に甚大な被害をもたらした人造迷宮から、レフィーヤ達は代償を支払って、脱出した。
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「ちくしょう……逃がしたっ、くそったれぇ、取り逃がしたぁ……フィンッ……！」



　女、ヴァレッタは一人迷宮内を徘はい徊かいしていた。

　モンスターを引き寄せる『粉』を暗殺者アサシン達の返り血で洗い落とした全身は、重傷者のように真まっ赤かに汚れている。

　逃のがした獲物に執着する女の怒りは、とどまることを知らなかった。

「──早く、急ぎましょう！　この音、皆さんが近くで戦っています！」

「……あぁん？」

　そんなヴァレッタの視界を過よぎったのは、死にかけのパーティだった。

　片腕を失った者、自爆に巻き込まれ火傷やけどを負った者、癒えない傷に涙を流しながら苦しむ者。いつ死んでもおかしくない連中が生き繫いでいるのは、眼鏡めがねをかけたあの治療師ヒーラーの少女のおかげだろう。怪我人に肩を貸しながら、血に濡れた顔で激励の言葉を重ねるその姿は、ヴァレッタの目から見ても美しかった。

　健けな気げで、献身的な、命の輝きがあった。

「リーネ……もう、いいっ……俺を置いて、早く行けっ」

「頑張ってください、あともう少しなんです！　あともう少しで、私達は助かるんです！」

　だから、ヴァレッタは暗い喜びに浸ることができた。

　今からすることは、きっとあの仇敵の顔を歪ませてくれるだろう。

　あんなにも美しい命の輝きを『踏みにじる』ということは、あぁ、なんて──。

「ひひっ」

　舌で唇を舐なめて、幽鬼のように音もなく忍び寄る。

「ひひひっ」

　血まみれの長外套オーバーコートから取り出されるのは一振りの短剣。

　赤い赤い、おぞましい怨念がこめられた『呪のろい』の刃。

「おい、お前等、【ロキ・ファミリア】だな？」

　女は唇を吊り上げながら、少女達の前に現れる。

「あなたは──」

　少女の瞳に、禍々しい凶笑と、振り被かぶられた短剣が映り込む。




　道化師のエンブレムが、血ち飛沫しぶきに彩いろどられた。
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　弾ける紅の色。

　瞼まぶたの裏を染め上げた真紅の色が、覚かく醒せいの合図だった。

「……っ」

　勢いよく開けられた瞳が、魔石灯の薄明りに焼かれ、再び閉じられる。

　視界が暗くなった途端、不気味な夢の残ざん滓しが手を伸ばして這はい寄ってくる。

　吐き気がするほど鮮やかな紅色から遠ざかろうと、瞼をこじ開けようとした。

「起きたか？」

　側からかけられた声が、そんな夢から身を引き上げてくれる。

　これ以上ない疲労感と戦いながら、フィンはゆっくりと瞼を開けた。

「……リヴェリ、ア……ここは？」

「【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院だ。『呪詛カース』を解呪させた後、寝台ベッドを借りている」

　端的な説明は覚醒直後の頭にはありがたかった。

　リヴェリア自身、身に纏う聖衣は汚れたまま。簡単な手当てのみを済ませ、この場に居合わせているのだろう。

「治療師アミッドと、後は機転を働かせたアキ達に感謝しろ。ぎりぎり、だったそうだ」

　白を基調とした清潔な室内でさえ、今のフィンの瞳には眩まばゆい光のように映った。

　焦点が結ぶまでしばらく天井を見上げていた後……突き動かされるように、布シーツを押しのけ起き上がろうとする。

「フィン、動くな。寝ていろ」

「……」

「何故、私がここにいるかわかるか？　お前をここに縫い止めるためだ」

「……」

「冷静になれ。今のお前は、ちっとも仮面を被れていない」

「……すまない」

　額に指を当てられ、軽く押されたフィンは、それだけで寝台ベッドに帰ってしまう。

　何もかも見抜いて諫いさめてくる旧知のハイエルフに、静かに謝った。

「状況は……？」

「アイズ達は『ダイダロス通り』の撤退準備に移っている。今頃はもう、完全に発ったかもしれん」

「ガレス達は……？」

「無事、回収した。私達が迷宮から脱出した後、現状で確認している迷宮の全ての『扉』が閉じられた。敵からの追撃はなかった」

「……被害は？」

　喉のどから出るフィンの声は、病に侵された子供のように枯れ切っていた。

　額に汗を溜めながら、静かに問いただす声音に、リヴェリアはそこで初めて表情を崩す。

　小さく、目を伏せた。

「死者が出た。行方ゆくえ不明者を含めれば七名……ロイド、クレア、アンジュ、リザ、カロス、レミリア……そして、リーネだ」




「もう怪我はいいんか、ガレス？」

　歩み寄るガレスに、夜景を眺めるロキの背中が尋ねてくる。

「おお、もう問題ないわ」

「ガレスは頑丈やなぁ」

　そこは『ダイダロス通り』を見渡せる建物の屋上だった。

　屋上の縁からぶらぶらと片足を垂らしながら、朱髪の女神は闇やみに沈んだ迷宮街に視線を縫い付けていた。

　こちらを振り向きもしない主神の隣に、ガレスは立ったまま並ぶ。

「フィンも先程起きたそうじゃ」

「そか。よかったわ」

「ロキ」

「んー？」

「すまん」

「……」

「あやつ等を死なせてしまった」

　二人とも、視線を合わせない。

「……こういう時なー、未だにどういう反応リアクションとればいいか迷うんや。子供ガレス達と違って、これが今生のお別れやないー、って醒さめたこと考えとる神ウチがどっかにおってなぁ」

「そうか」

「でも、おっぱい触られた時の反応とか、お尻を撫なでられた時の怒おこった顔とかは、その時の子供達だけのもんで……なんつーか、そう、初恋の女の子がいなくなったみたいな感じなんや」

「そうか」

　二人とも、前だけしか見ない。

「儂はいつも、逝いった奴等ともっと酒を飲めんかったことを、後悔する」

「そっかぁ……そうやなぁー。お酒ももっと、いっぱい飲みたかったなぁー」

　ただただ、視界に広がる闇を剣けん呑のんな目付きで睥へい睨げいしていた。

「儂等の負けじゃ。最硬金属オリハルコンの『扉』のせいで碌に迷宮を進めん。もう一度進攻アタックできたとしても結果は見えとる」

「あそこを攻略するには、文字通り『鍵』が必要っちゅうわけやな」

　敵の住処アジトの正体は、難攻不落の大迷宮。

　自由に人造迷宮クノッソスを進めない現状では、攻略の糸口は存在しない。

　都市に破滅をもたらす厄災の『卵』を目前にしておきながら、ロキ達は進攻の中止を余儀なくされた。

「しばらくは情報と、『鍵』探しやな。連中の息がかかってそうなところを全部洗い出して、徹底的に調べる」

「うむ」

「ほい、反省会終おわり。こっからは再戦リベンジの準備や」

　立ち上がり、ぱんぱんと服を払う。

　ガレスを伴って踵を返すロキは、去り際にもう一度、迷宮街を見据えた。

「待っとれよぉ、クソどもぉ──こっからはもう、戦争や」

　怒りの神しん威いを解き放つ。

　目を見開いた形相で、神はあの人造迷宮に再戦することを誓った。


















【ロキ・ファミリア】は『ダイダロス通り』から撤退した。

　地下に隠された人造迷宮クノッソスであった交戦など関知できるものではなく、誰だれに知られることもないままアイズ達は敗走したのである。少なくない被害と、犠牲者を抱えて。

　人造迷宮クノッソスから取り戻すことのできた遺体は、都市南東区画に存在する『第一墓地』──『冒険者墓地』に埋葬された。過去に命を落とした【ロキ・ファミリア】の先達の墓標、その隣に彼等ら彼女等らは名を連ねたのである。落命した者と交流が深かった団員達や、ティオナ、ティオネ、レフィーヤは涙を流した。金髪金眼の少女は、こんな時にも涙を流せない己おのれに嫌悪を抱きながら、花を手た向むけ、仲間の死を悼いたみ続けた。

　初めて仲間の死に触れる団員は少なくなく、多くの者が心の傷と悲しみを負った。

　そしてそれ以上の怒りを覚え、人造迷宮クノッソスにひそむ魔物どもに雪辱を晴らすことを誓った。

　敗走の影響は後を引き、団員達の間で『とある一悶着』を起こしたものの、【ロキ・ファミリア】は束つかの間まの日常に戻ることになる。

　そして時間が経たち、人造迷宮クノッソスの敗走から三日目の夜。




「はぁ～。敵の本拠地アジトがわかっとるってのに攻め込めんとは、歯がゆくてしょうがないわ～」

　本拠ホーム『黄昏たそがれの館』、その中央塔。

　最上階に設けられた己の神室しんしつで、ロキは行儀悪く机に足を乗せていた。

　口にする言葉以上に剣けん呑のんな雰囲気を纏まといながら、虚空を睨にらみつける。

「にしても、人造迷宮クノッソスの『鍵かぎ』、なぁ。探すにしても手がかりは限られとるし……やっぱり連中と繫つながっとるイシュタルのところを洗い出すしかない、か……？」

　動かせる戦力を視野に入れながら、ロキが瞳ひとみをうっすらと開いていた、その時だった。

　不穏なざわめきが聞こえてきたのは。

「……なんや？」

　椅い子すから身を起こしたロキは、ふと見えた窓の景色に、弾はじかれたように立ち上がった。

　窓辺に一度近付いた後、目を見開き、全開に開けた窓から曲芸師さながらの身のこなしで外に出る。

　あっという間に、塔の屋根に躍り出た。

　彼女が見つめる先は都市南東、『歓楽街』。

「歓楽街が……燃えとるんか？」

　闇やみ夜よが、地上の火の手に照らされて赤く染まっている。

　ロキと同じく事態に気付いた一般人が何人も街路の真ん中で立ち止まり、歓楽街の方角を指差している。『黄昏の館』からも団員達が驚きょう愕がくも半ばに窓から顔を出していた。

　神の鼻が嗅かぎ取るのは、戦の気配。

　これが単なる事故でないことをロキは悟った。

「抗争なんか？　歓楽街を根城にしとるイシュタルを、攻め込んどる？」

【イシュタル・ファミリア】はオラリオでも屈指の大派閥。

　保有する戦力はもとより『夜の街』を取り仕切る美神に、後先のことを考えずおいそれと喧けん嘩かを売れる者はいない。

　それこそ自分達を含め、ごく限られた者を除いて。

「んなことする馬ば鹿かは──」

　そこまで言いかけたロキの脳裏に思い浮かぶのは。

　たった一柱ひとりしかいなかった。

「まさか……フレイヤか？」

　瞠どう目もくしていたロキの表情が、途端に苦虫を嚙かみ潰つぶしたものへ変わる。

　イシュタルが公然と目の敵にしていた一柱の美神おんな。間違いない。

　舌打ちを放ちながら、ロキは喧騒が聞こえてくる歓楽街の空を睨みつけた。

「あンの馬鹿、動きおった……」




「まっ、まさかっ……!?」

　周囲を取り囲む火の手、悲鳴、そして侵攻してくる敵の影。

　宮殿ホームのバルコニーから身を乗り出すイシュタルは惑乱に満ちていた。

　歓楽街に攻め寄せるのは他ほかでもない、【フレイヤ・ファミリア】。

　──こちらの開戦を待たず、あちらから仕掛けてきた？

　──予告もなしに、理不尽なまでに、暴虐的なまでに！

　憎き相手を討つために幾つもの準備を重ねてきたイシュタルは、それらの計画が全て瓦解する音を聞いた。


（港街メレンにまだいる戦神カーリー達に援軍を……！　駄目だっ、もともとこっちが攻め込んで相手の本拠ホームを挟撃する手て筈はずっ、今から信号を送っても間に合う筈がない！　『ダイダロス通り』に逃げ込んで『天の雄牛』をっ…………あ、あ、あっ、ああああああああああああっ!?　ふざけるなァ、今からなど無理に決まっているだろうッ!!）



　フレイヤ打倒のために練った全ての計画は、全てがイシュタル側からの開戦が前提となっている。港街メレンの【カーリー・ファミリア】に援軍を求めるのも、人造迷宮クノッソスに逃げ込むのも、攻め込まれ歓楽街を包囲された今では手遅れだ。

　もう遅い。なす術すべがない。

　敵勢が電撃侵攻に踏み切った時点で、自分の【ファミリア】は──。

「フレイヤァ……!?」

　バルコニーの手すりに指を食い込ませる淫都の女王は、瞳を血走らせながら憎しみの声をこぼした。




「邪魔する子は全て蹴け散らしなさい」

　そして、歓楽街の目抜き通り。

　激しい戦場の真ん中を悠然と歩む銀髪の美神は、真まっ直すぐに宮殿へと進んでいく。

「イシュタルは短気だけれど、馬鹿じゃない。小こ狡ずるくて、慎重で、勝機がなければ決して喧嘩はしない神。不穏な動きがあったというのなら、何か隠し玉があったんでしょうけど……」

　己の眷けん族ぞくと戦闘娼婦バーベラが周囲で奏でる激しい剣けん戟げきの音に、フレイヤは独白を絡からめながら顔を上げる。

　銀の瞳が射抜く先は、バルコニーから身を乗り出す褐色の美神。

　相手の美貌が凍りつくほどの絶対零れい度の微笑を、フレイヤは浮かべる。

「無駄だわ」

　真の女王はここに。

　自分の獲物おとこに手を出された女神は、天の怒りにも勝る瞋しん恚いの劫ごう火かをもって、淫蕩の都を焼き払わんとする。




　傍観、戦せん慄りつ、蹂じゅう躙りん。

　それぞれの行動に身を置く女神達は、同時に共通の思いを一つにしていた。

　この騒動が予定調和のごとく仕組まれ、導かれたものだと。

　ロキは一人、思い浮かべる。

　記憶の中に残る、とある男神おとこの笑みを。
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　姦かん淫いんの都みやこが燃えていく。

　轟とどろき渡る悲鳴と絶叫、倒れていくアマゾネス達。都市南東区画に広がる歓楽街が、戦いくさ乙女おとめのエンブレムを身に付けた冒険者の集団に、瞬く間に蹂躙されていく。

　赤い火の粉が舞い上がる中、その騒乱の光景を、神は目を細めて眺めていた。

「で、どこまでが計算通りなのですか？」

　背後に控える従者──アスフィ・アル・アンドロメダの問いに、主神であるヘルメスは唇を吊つり上げる。

　はぐらかし、神しん意いを明かさない己の主神に、アスフィは質問を重ねる。

「不穏分子イシュタル・ファミリアの壊滅が目的ですか？」

　ロキ達との捜査線上で名が挙がったイシュタルを、ヘルメスは即刻処理した。

　彼女の行き過ぎた嫉しっ妬とと暴走が、迷宮都市オラリオの転覆に繫がると判断したが故に。

　中立派閥としての関係性コネクション、イシュタルが持つフレイヤへの敵てき愾がい心しん、そしてフレイヤの『宝物』、それら全てを利用した上で暗躍したのである。

　男神おとこがまいた種は見事に咲いた。

　こんなにも煌こう々こうとした、大きな火花となって。

「それとも娯楽？　あるいは……試練ですか？」

　彼女の核心をつく問いに。

　ヘルメスは、答えずに一笑した。

「人も、神々も……あんな一人の女の子だって求めている。みんなそうさ」

　赤く燃える歓楽街を。

　激しい衝突が巻き起こる抗争の光景を。

　その中でも一人戦い続けているとある少年を。

　全てを見渡しながら、神は告げた。

「世界は『英雄』を欲している」

　残された『三大冒険者依頼クエスト』の一つ、隻せき眼がんの黒竜こくりゅう。

　それに並ぶやもしれない脅威──暴露された『穢けがれた精霊』。

　全ての元凶であるダンジョンを差し置いて、都市に蠢うごめく闇が今、破滅の足音をすぐそこで奏でている。

　差し迫っている危機を前に、ヘルメスは断言した。

「そう、駒が足りない。切札ジョーカーが必要だ」

　神の声が火の粉とともに、風にさらわれていく最中。

　都市中の目が燃える歓楽街に集まる。

「闇を打ち払う、白き光が」

　暗闇に沈む迷宮街から、闇の住人達の眼光が。

「選ばれた者達を助ける、鐘の音ねが」

　都市北部に屹きつ立りつする塔から、金髪金眼の少女達の眼まな差ざしが。

「いつか『約束の時代』を担う、最後の英雄が」

　全ての視線が、戦士達が産声を上げる戦場へと向けられる。

　神は予言をもたらすように、不確かで、曖あい昧まいで、独善に満ち、そして切望の響きを帯びた、彼だけの神託オラクルを並べた。

「世界が望む悲願のために……オレは──」



















あとがき







　本巻を執筆するにあたって、かつてない危機でした（恐らく）。

　当初、作者の中ではこの外伝七巻は本編七巻の裏側、歓楽街から朝帰りをする羽目になった本編主人公の成り行きを描く予定でした。

　外伝主人公の剣姫けんきとその仲間が迷宮街に迷い込んだ本編主人公と出くわし、歓楽街の麝香じゃこうの香りに妖精ヒロインの怒りが爆発、追いかけっこ、遭難、そんなこんなで二人きりとなる主人公同士。娼婦とのごにょごにょで誤解し余よ所そ余よ所そしくなりつつ剣姫と兎はラブコメし、幸運スキルと英雄譚の知識で敵本拠地の絡から繰くりを解除、妖精ヒロイン達は住処アジトに潜入することができ、剣姫と兎は怪人クリーチャーと遭遇、初めての共闘を行い、そこから色いろ々いろあって、本編ヒロイン達を差し置いて人命救助という名目で初ベーゼをかましてしまう主人公達……と、箇条かじょう書きですがここまで予あらかじめ妄想しておりました。

　ですが、編集の方々と打ち合わせを重ねていくうちに「本編主人公を出すの無理っぽくない？」という結論に至りました。主に本編既刊との整合性を顧かえりみて。

　用意していたプロットがお釈しゃ迦かになり「ほげえー!?」と悲鳴を上げるも、締切タイムリミットは迫っており、「もう描きながら考えるしかない！」という初めてのアドリブに挑戦しました。




　そして四し苦く八はっ苦くしながらも何とか進めていきましたが、運命の締め切り最終日。

　トリを務めるラストバトルが何と空欄。

　描けていないのではなく、展開の設計図そのものが思い付いていませんでした。

　地図がないまま『冒険』に出るというのは本当に恐ろしく、外伝六巻の引きで登場させた天の雄牛ラスボスという負の遺産に絶望の面おも持もちで臨みましたが……やはり頭を抱える羽目に。


　頼み綱の反則魔法を使える反則エルフ達はいない、勇者もノックアウト中、案の定ドワーフとアマゾネス達だけでは歯が立たず……もうダメだ、おしまいだぁ……！



　こうなったらリスクを承知で剣姫と狼男も戦闘に加わる展開に修正を……！　と禁じ手に走ろうとしたところ、キャラが文字通り『壊れました』。

　えっ、『綱引き』？　いいのこれ、ありなの？

　というかドワーフとアマゾネスって需要あるの？

　でも、熱いからいっか！　いけー、いっちゃえー！

　うおおおおおおおおおおお！　ゴルディオンハンマーァアアアアアアアアアアア!!

　……徹夜三日目に突入して、本当にこんなノリでした。恐ろしや徹夜テンション。

　作者は恐ろしくて後半まともに読み返せていません。ので、読者の皆様の目であの倒し方はアリかナシか判断して頂けたらと思います。自分の中では『アドリブに弱い』という課題が見つかった気分でした……。

　それでは謝辞に移らせて頂きます。

　編集部の小瀧様、高橋様、北村編集長、最近外伝が苦戦ばかりですいません。次こそは平穏に進めていければと思います。イラストのはいむらきよたか先生、多くの敵キャラの描き分けに脱帽しました。

　今回は限定版の発売にも合わせて、小冊子イラストを依河いかわ和希わき先生、出張コミックをガンガンJOKERでコミカライズを担当して頂いている矢樹やぎ貴たかし先生に手がけて頂きました。イラストもコミックも描いて頂けて大変嬉しかったです。本当にありがとうございました。関係者の皆様にも深く御礼申し上げます。ここまで読んでくださった読者の方々にも最大級の感謝を。

　本巻は胸を痛めるシーンも入れなければならず、それも併せて苦労しましたが、次巻はそのためにも狼男の物語にしたい、しなければいけないと思っております。ツンデレという言葉で割り切れるかのわからない彼が咆ほう哮こうを上げてくれることを祈りつつ、次巻でまたお会いできればと思います。

　ここまで読んで頂いてありがとうございました。失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり　ふじの）

　物語の進行上の都合で、今回は本編七巻の裏側に当たります。スキップしてしまった本編六巻の時系列は外伝的にも色々とイベントが目白押しなので、いつか執筆して刊行できたら、あるいは短編集でもいいので書かせてもらえたらと思っております。

　外伝も第七巻目になります。よろしくお願いいたします。




イラスト

はいむらきよたか

　ずばり、今巻の新キャラのコンセプトは「ゴシック＆パンク」。ファンタジーはどこ行った感満載でお送りしております。

　他にニュースは無いの？　と問われれば、…『ＦＯ４』でヒャッハーしてるとか？








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797389340.html

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「はいむらきよたか先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか外伝　ソード・オラトリア７


大森藤ノ
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